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悪魔な上司に愛されて





　









　初夏の日ひ射ざしに眩まばゆく輝かがやくあふれんばかりの緑に、爽さわやかな空気、穏おだやかな静せい寂じやくが満ちている。


　その閑かん雅がな雰ふん囲い気きは、少し戻もどれば華はなやかな表参道のメイン・ストリートがあるとは信じられないほどだ。


　しかし塚つか本もと和かず哉やは、そんな周囲とはそぐわないほど緊きん張ちようした面おも持もちで、目の前の建物を見つめていた。


　緑あふれる敷しき地ちにゆったりと建てられたそれは、六階建てと階層はあるが横に長く、正面すべてが波打ったガラス・ブロックで造られているという洗練されたデザインから、ビルというより美術館のように見える。


　……さすが、『voluptasウオルプタス』の本社ビル。


　あの堂どう園ぞの高たか嗣つぐがこだわって創つくり上げただけあるよな。


　和哉はつい、他人事のように満足げに評して、頷うなずいてしまった。


　なにしろ堂園高嗣といえば、ただ和哉が尊敬し、憧あこがれているだけの人物ではない。


　もはや現代のアイコンとまで称しようされるほど、カリスマ的なファッション・デザイナーなのだ。


　斬ざん新しんなデザインの上、知的さとセクシーさの両方を併あわせ持つ彼の服は、艶つやとセンスのある成熟した大人こそが着こなせるファッションとして一世を風ふう靡びした。中でもオン・オフを問わない彼のスーツスタイルは、いわゆるファッション・リーダーとされる人気絶頂のアーティストやアスリート達はもちろん、20代後半から30代の男女の絶大な支持を集め、それに満たない若者からは、いつかは着たいブランドとして憧れられるほどである。


　さらにデザインだけでなく、『voluptas』を世界的なブランドに育てつつあるビジネス的手しゆ腕わんやファッションモデルにも劣おとらない男ぶりまでもが注目され、いまや若いビジネスパーソンの憧れとして、不動の地位を築きつつあった。


　そんな今をときめく『voluptas』に、和哉は三年前、新卒として入社している。いくらそれが奇き跡せき的なことだったとはいえ、今となっては『voluptas』は自分の勤めるブランドであり、堂園高嗣はそのトップ、つまり自社の社長だ。


　それなのに、こんな客観的な感想を抱いだくのはおかしいとわかってはいたけれど、和哉にはそうしてしまうだけの理由があった。


　さすがにこれは気き恥はずかしくて誰にも言っていないのだけれど、生まれて初めて、美しいものに憧れるとはこういうことかと教えられたのが『voluptas』だったのだ。


　元々ファッションに興味があった和哉は、学生の頃から、暇ひまさえあれば代だい官かん山やまや裏うら原はら宿じゆくといった場所に繰り出し、アルバイトで稼かせいだ金すべを全てファッションに注ぎ込むような生活を送っていた。


　そんな中、何気なく通った表参道で、初めて『voluptas』の服を見かけたのだ。


　ショー・ウィンドウに飾られていた、男物のジャケットにカッティングの美しいシャツ、洗練されたラインのパンツ。今までは自分には関係がないと素す通どおりしていたスーツにさえ、目を奪われて息を呑のんだ。


　それらが、他のブランドのものと明らかに一線を画していたからだ。


　艶やかなフォルムといい、色いろ遣づかいといい、まるで一つの芸術品のようで、胸むなぐらを摑つかまれて揺ゆさぶられて、動けなくなる。


　すごい……なんて格好いい服なんだろう。


　センスが良すぎる。凄すごすぎる。


　和哉は一いつ瞬しゆんにして熱ねつ狂きようし、やがてそのデザイナーの堂園高嗣のことを知り、ますます夢中になってしまったのだ。


　これまで以上にアルバイトをして金を稼ぎ、それを注ぎ込むのはもちろん、大学を卒業した暁あかつきには『voluptas』で働きたいと憧れるようにまでなっていた。


　……あの頃からの夢が奇跡的に叶かなって『voluptas』のセールス・スタッフになれた上、今はその本社にいるだなんてな。


　和哉はそんな感かん慨がいを覚えながら、森の小道を連想させるようなエントランスに足を踏ふみ入れた。静かに開いた自動扉とびらを抜ぬけると、柔やわらかな光のあふれる開放的なロビーが広がる。


　訪問者のためのモダンなソファや観葉植物が置かれたそのスペースは、ガラス・ブロック壁へきからふんだんに光が入り、その美しさを最大限に惹ひき立てるように、天てん井じようの高いフロア二階分の吹ふき抜けになっているのだ。


　相変わらず、すげえ気持ちいい……。


　和哉はひと気がないのをいいことに、その場に立ち止まって瞳ひとみを眇すがめた。


　波打つように歪ゆがんだガラス・ブロックを通すと、鮮あざやかで強い日射しも美しく和らぎ、まるで海の中から海面を見上げたような錯さつ覚かくを感じる。それはまるで福ふく音いんのようで、緊張を解きほぐしてくれるような気がした。


　……久しぶりにこれを味わえたってことで、何があっても、よしとするか。


　軽くため息をついて小さく苦笑し、自分にそう言い聞かせながら、和哉はホールの隅すみにあるエレベーターへと向かう。


　何しろ、突とつ然ぜん、この本社に呼び出されたのだ。


　和哉は『voluptas』に入社して以来、ずっとセールス・スタッフとして配属され、別の場所にある店てん舗ぽで働いているから、基本的には本社に来る用などない。店長や売り上げ成績の上位を競きそうような優ゆう秀しゆうな社員であれば別だが、悲しいかな、和哉の成績は下から数えた方が確実に早かった。


　まさかクビ、じゃないよな……？


　洒落しやれにならない想像に和哉は思わず首を竦すくめながら、指示された通り、最上階の六階でエレベーターを降りた。


　オフィスにはもったいないほど上質な絨じゆう緞たんが和哉の足音を柔らかく吸い取り、エレベーターホールの中央には、賓ひん客きやくを遇ぐうするように大きな花か瓶びんに鮮やかな生花がこぼれんばかりに飾かざられている。そしてその脇わきには、スタイリッシュなデザインの内線電話。同じフロアに社長室があるからだろう。


　そう気づいたとたんに、和哉はつい、ぎくしゃくとした。


　目指すのは和哉を呼び出したプレス担当者のいる場所なのだが、ここにあの堂園高嗣がいると考えただけで、ますます緊張してしまう。


　まさか偶ぐう然ぜん会っちゃったり……しない、よな。


　思わずミーハー心を剝むき出しにしてしまいながら、和哉がきょろきょろとしたとたんに、右みぎ端はしのドアががちゃりと開いた。


　反射的にびくりとしてそちらを向くと、上から下まで『voluptas』のスーツを見事に着こなした、背が高く爽やかな顔だちをした男がこちらに気づく。


　もちろん堂園高嗣ではなく、和哉を呼び出した張本人、プレス担当の桐きり島しま准じゆん一いちだ。


　直接の知り合いではないが、爽やかな中に甘さの滲にじんだ人を惹きつける容姿と、『voluptas』のブランド・イメージを体現するようなセンスの良い着こなしで、様々なファッション誌でよく取り上げられる有名人である。


「桐島さん、お疲つかれさまです。連れん絡らくをいただいて参りました、新宿店の塚本和哉です」


　堂園ではなかったことに少しがっかりしつつも安心しながら、和哉が軽く会え釈しやくをすると、准一はにっこりと微笑ほほえむ。


「わざわざ来てもらって悪かったな。今日は、君にあるプロジェクトに参加してもらいたくて呼んだんだけど……ちょうどいいタイミングだから、このまま社長たちと会ってもらって、そこで一いつ緒しよに説明させて欲しいんだけど、構わないか？」


「あ、はい……って、ええ!?」


『プロジェクト』って、何の話だ？


　それに社長って……堂園高嗣、だよな!?


　俺、どんな話をされるんだよ!?


　様々な要素に混乱しながら、和哉は促うながされるまま、准一の後ろについていった。








「し…つれい、しまっす!!」


　激し過ぎる鼓こ動どうをなんとかなだめながら、和哉は准一に続いて社長室へと足を踏み入れた。


　例のガラス・ブロックが部屋の壁かべ一面を占しめるこの部屋は、やはり、明るい。


　そしてその光を一身に受けるように、堂園高嗣が、壁かべ際ぎわのソファに座っていた。


　ひと目見ただけで気け圧おされてしまいそうになるほど、男らしく精せい悍かんな顔立ちに、強い眼まな差ざし。それはおそらく、全体的に彫ほりが深くて、すっきりと鼻び梁りようが通っているせいだ。


　そして頰ほおから顎あご、首にかけてのラインは野性味を帯びているというのに、口元だけが微かすかに甘い。形の良い唇くちびるの端はしに、隠かくしきれない男の色気が滲んでいるせいだろう。


　もし自分が女だとしたら、皮肉でもいいからあの唇に笑えみを浮うかべて、その瞳をわずかでもいい、こちらに向けて欲しいと密ひそかに願ってしまいそうである。


　その上、いかにもアーティストらしく、確固とした自分を持っている人間特有の、鋭するどいが余よ裕ゆうのある輝きに加えて、実績に裏打ちされた自信。それらは渾こん然ぜん一体となって、まさしく選ばれたものと周囲に知らしめるような、眩まぶしいほどのオーラとなっている。


　それだけでも十分に格好良いと思えるのに、堂園はさらに、座っていてもわかるほど引き締しまったからだで『voluptas』のスーツを見事に着こなしていた。


　光こう沢たくのある群ぐん青じよう色いろのスーツに白いシャツ、小こ紋もんの入ったペール・グレーのネクタイに鮮やかなオレンジのポケットチーフ、紺こんのクロコ靴。


　飛び抜けた彼のセンスを示すようなその組み合わせは、堂園の野性的な色気をさらに惹き立てていた。


　うわ、本物、だ……。


　年に一回行われる全社をあげてのキック・オフで遠目に姿を拝んだことはあるけれど、ＴＶや雑誌以外でここまで間近に見たことはない。


　憧あこがれの人物を前に完全に圧あつ倒とうされてしまって、和哉は半ば呆ぼう然ぜんとしてしまった。


　するとそれを察したのか、准一がそつなく口火を切る。


「彼が、塚本和哉くんです」


「塚本、です」


　初めまして、というのはさすがにおかしい気がして、和哉がぎくしゃくと頭を下げると、ふと別の方角から声がした。


「香こう坂さかです。突然呼び出してすまなかったね」


　驚おどろいて顔をあげると、副社長である香坂雅まさ人とが座っている。堂園を見たとたんに興奮しすぎて、彼を視界に入れる余裕がなかったらしい。


「あ……いえ」


　完全に呑のまれてしまって和哉がますますぎくしゃくとすると、香坂は柔らかく瞳を緩ゆるめた。


　香坂は、堂園と一緒に『voluptas』を立ち上げ、ブランドを成功させた片かた腕うでとしてやはり有名であるが、容姿の上でも堂園とは好対照をなしている。


　すっきりとして涼すずしげな目元に高い鼻梁、端たん整せいで爽さわやかだが、品があって甘みのある顔だち。


　どこか野性めいた熱を感じさせる堂園に比べて、香坂はいかにも辣らつ腕わん家らしく冷静沈ちん着ちやく、人格者然としてそつがない。


　とはいえ彼も、トップの一人にふさわしく、『voluptas』のスーツを見事に着こなしていた。


　それもやはり堂園とは対照的で、気品に溢あふれる薄うすいベージュのスーツに白いシャツと白いチーフを合わせ、濃のう紺こんのネクタイを締めることでストイックだが遊び心のある着こなしを見せている。


　そんな香坂と堂園の二人が、上質なソファにもたれて長い脚あしを組み、こちらを見つめる姿は、まさしく双そう璧へきという言葉がふさわしい。


　同じ男ながらも見み惚とれてしまい、和哉が思わず言葉を失っていると、香坂は小さく笑って、和哉と准一にソファに座るよう促した。


　恐きよう縮しゆくしながら、和哉は一番下座、准一の隣となりで、香坂や堂園とはそれぞれ向かい合うような位置におそるおそる座る。


　今さらながら気付いたのだが、堂園は和哉が部屋に入ってからまだ一言も発していない。さらにどこか不ふ機き嫌げんそうな強い眼差しで、まるで和哉を値ね踏ぶみするかのように、上から下まで見つめているのだ。


　それはにこやかだけれども香坂も同様で、和哉はうなじから背中にうっすらと冷や汗あせが滲にじみ始めたのを感じた。


　な…んだろ、俺、なんか悪いこと、したとか……？


　どぎまぎしながら背筋を伸のばすと、准一が全員に向かって快活な口調で話し始める。


「まだ塚本本人にも全く説明していませんので、確認の意味を込めて、改めてここで話をさせていただきます。補足などありましたら、どうぞその場でお願いします」


　そこでいったん言葉を切ると、准一は和哉をリラックスさせるように微笑む。


「塚本、『voluptas』のターゲット層は知ってるよな？」


「あ、はい。20代後半から30代の男女、ですよね」


『voluptas』のデザインは、斬ざん新しんで知的、かつセクシーさも併あわせ持っているのが特とく徴ちようである。だからこそ、艶つやとセンスのある成熟した大人こそが着こなせるファッションだと注目され、特にこの層からは絶大な支持を得ているのだ。


　和哉の答えに、准一はにっこりとして頷うなずく。


「その通り。しかし今度、もう少し若い層に向けたラインをつくることになったんだ。まだブランド名は決まっていないし、社内でも限られた人間しか知らされていないが、新卒の社会人をターゲットにしたラインでね」


「そ…れは凄すごいですね……！」


　あの堂園高嗣が新しいラインを創つくる。


　詳くわしいことはわからなくても、単なる一ファンとしては、それだけでわくわくしてしまう。


　和哉がぱっと顔を輝かがやかせると、准一はますます笑みを深めた。


「で、その新しいブランドのプレス担当を、君に引き受けて欲しいんだ」


「……は？」


　あまりにも意外すぎる言葉に、和哉は一いつ瞬しゆんにして状じよう況きようも忘れ、ただ目を丸くしてぽかんと口を開けてしまった。


　そんな反応を予想していたのか、プレス担当という仕し事ごと柄がらか、准一は動じることなくにこにことして先を続ける。


「大だい丈じよう夫ぶ、いきなり責任者ってわけじゃない。俺はもちろん、香坂さんにもフォローしてもらうつもりだ。でも、新しいブランドの『顔』としては、君がプレス担当としてイメージを担になってもらいたい」


「な……んで、ですか」


　和哉はぱくぱくと数回口を開閉した後で、ようやくそれだけを吐はき出した。


　プレス担当といえば、まさしく准一の言う通り、ブランドの『顔』となるポジションである。


　もちろんデザイナーでありトップでもある堂園がそのメインであることは言うまでもないが、マスコミと連れん絡らくを取り合ったり、必要があれば商品を貸し出したりと、対外的な接点を持ち、会社の名前を背負って動く業務がほとんどだからだ。


　それにマスコミなどとの接点も多いせいか、ファッション業界の中でもいわゆる花形と見なされる職種のため、希望する人間も多い。


　それがいきなり、なんで、俺!?


　そんな和哉の戸と惑まどいを感じ取ったらしく、准一は小さく笑うと、ちらりと堂園と香坂にも視線を向けた。


「色々あるけど、一番の理由は君のセンスかな。特に、服の着こなし方」


「俺の……着こなしですか??」


　和哉は思わず自分のからだを見下ろした。


　本社に呼び出されたということで、『voluptas』のライト・グレーのスーツを着てはいるが、いつも通りの格好で来るようにと准一に何度も釘くぎを刺さされたおかげで、それ以外は本当にいつも通り、別のブランドを身に着けてきてしまったのだ。


　スーツの内側には、白地に淡あわいブルー・グレーのドット縞じまが入ったＶネックニットを合わせて、鮮あざやかなセルリアン・ブルーのベルトを締め、黒のストレート・チップを履はいている。それらすべてはどれも異なるブランドで、『voluptas』より値段も安い。


　もちろん『voluptas』以外の服を着てはいけないなどという規定はないが、ここまで別の、しかもいわゆる格下のブランドと組み合わせる同どう僚りようはほとんどいない。


　実際のところ、自分が身に着けている方が顧こ客きやくの目に留まりやすくてよく売れるし、そうでなくとも、みんな元々『voluptas』というブランドが好きで働いているからだ。


「そう。そこまで若いブランドと組み合わせているスタッフは珍めずらしい」


「それは、なぜだ？」


　准一の言葉にかぶさるように低い声が響ひびき、和哉はびくんと顔をあげた。


　堂園高嗣だ。彼は相変わらずにこりともせず、ソファのアーム部分に頰ほお杖づえをつくようにして、こちらをじっと見つめている。


「……っと……スタッフの着こなしを参考になさるお客様が多いですし、店に入る気のない人からも俺らの姿は見えるので、ある意味広こう告こく塔とうにもなりますし……一いつ般ぱん的な『voluptas』のイメージとは少し違ちがう、こういう組み合わせでもいいんだとわかれば、もっと新しい顧客が開かい拓たくできるんじゃないかと考えたからです」


　本当はさらに、『voluptas』の服で全身を固められるほど給料をつぎ込めないという大きな理由があったのだが、それは伏ふせることにした。


『voluptas』は、他ほかのブランドと比べても、セールス・スタッフの給料や待たい遇ぐうが破格にいいのだ。本社スタッフも同様だが、大手一流企き業ぎようと比べても遜そん色しよくはないらしい。


　それは父親を早くに亡なくし、大学に通うために受けた奨しよう学がく金きんを返済しなくてはならない和哉にとってはありがたい額であったが、本来はもちろん、違ちがう意図が込められている。


『voluptas』では、セールス・スタッフが顧客に一番近い重要な職種として捉とらえられているということもあるが、要はブランドのフロントラインに立つものとしてふさわしい格好を調ととのえ、ファッションのみならずありとあらゆることに対して投資し、感性を磨みがけということなのだ。


　だから余計なことは言わない方がいいだろうと、和哉はそこで話を切り上げた。


「……以上、です」


　和哉が堂園を見つめ返すと、彼は眉み間けんにはっきりと皺しわを寄せて、ふん、と鼻を鳴らした。


「こんなに乳ちち臭くさいガキが、ＰＲとして俺の服を着るのか？　勘かん弁べんしてくれ」


　……え？


　和哉は思わず、耳を疑う。


　今、乳臭いガキ、とか言ったか？　いや、まさかな。


　あんなに大人で格好良い、あの堂園高嗣が、そんな暴言、吐くはずがない。


　反射的に自分の憧あこがれる気持ちをかばった和哉の視線の先で、堂園はまるでそれを突つき崩くずすように片方の眉まゆを跳はね上げた。


「なんだ、文句でもあるのか？」


　そして目を眇すがめると、和哉のダメさ加減を眼まな差ざしで知らしめるように、ゆっくりと頭から足の先まで、あからさまに眺ながめ下ろしていく。


「何度見ても、ガキ臭さに変わりはないようだが」


　……この人って……かなり感じ悪くないか？


　本当に、あの、堂園高嗣？


　カリスマというより傲ごう慢まんに近い堂園の態度に、和哉は腹を立てるより前に言葉を失ってしまった。これまで思い描えがいて憧れていた、格好の良い大人の男という堂園像が、まさしくがらがらと音を立てて崩れ落ちていくのがわかる。


　すると香坂がその場をとりなすように、やんわりと堂園を制した。


「失礼なことを言うな、高嗣。彼の着こなしや考え方は、私たちが考えているターゲット層と重なっていて、理想的だろう」


　……ちゃんとしたオトナがいてくれて、よかった。


　しかし和哉が内心でそう息をついたとたん、香坂は、さりげなくはあるものの、問い質ただすような眼差しをして准一を見やった。


「まあ……確かに私も、もう少しセクシーな人選だろうとは思っていたが」


　……って、おい!!


　フォローしてくれたはずの香坂にまで結局しっかりダメ出しされて、和哉は安心した自分が恥はずかしいような悔くやしいような、堪こらえきれない怒いかりを覚えた。一気に頭に血が上る。


　あんたら、なあ!!


　勝手に人を呼びつけておいて、本人の前でいきなりダメ出しって、いったいどんな羞しゆう恥ちプレイだよ!?　いきなりプレス担当にしてくれるって言われて、ちょっと舞まい上がった自分が馬ば鹿かみてーじゃねぇか!!


　とはいえさすがに社長と副社長を怒ど鳴なりつけることはできず、和哉は腹の中で毒づいた。


　それから息を整えると、表情を晦くらませ、ちらりと准一に視線を向ける。


「……お二人のお話を伺うかがうと俺はふさわしくないようですし、正直なところ、自分でも荷が重いと感じます。ですから、せっかくのお話ですが他の方を考えていただいた方が」


　そして一応儀ぎ礼れい的に、最後は小さな笑え顔がおを貼はり付け辞退しようとしたが、准一にはやんわりと片手で制されてしまった。すると堂園が苛いら立だたしげな眼差しをして、舌打ちをする。


「本人もそう言ってるんだから、諦あきらめろよ、准一。全員一いつ致ちだ。新ブランドの担当はこれまで通り、お前がやれ」


　誰にも有う無むを言わせないような強い口調に、腹を立てていたはずの和哉でさえ、内心では一いつ瞬しゆん怯ひるんでしまう。しかし准一は全く動じない様子で、ゆっくりと堂園を見つめた。


「お言葉ですが、社長。全員一致じゃありません。僕は変わらず塚本を推おしますから」


　……え？


　和哉が驚おどろいて准一を見やると、彼は心配するなというように微笑ほほえんでみせ、堂園を見つめ直して反論を始めた。


「初めからお話している通り、僕が新ブランドのプレス担当を兼かねるのは、二つの点で無理があります。


　一つは、新ブランドのイメージにふさわしくないという点です。残念ながら僕は、実じつ年ねん齢れいでも新ブランドのターゲット層から外れていますし、従来の『voluptas』の担当として露ろ出しゆつも多くしてきましたから、もしパブリック・イメージがあるとすれば、ますます外れているでしょう。それが突とつ然ぜん新ブランドで身を固めてもわざとらしいだけですし、第一、肝かん心じんの新しん鮮せんさを損そこないかねません。


　それに二つめは、既き存そんブランドである『voluptas』の方に悪あく影えい響きようが出かねないという点です。これまで通りコレクションの予定もありますし、さすがの僕でもキャパ・オーバーです」


「噓うそつけ」


　ぶすっとした堂園に瞬しゆん時じにそう切り返され、准一は苦笑しながらちらりと香坂を見やった。


「それに……香坂さんも、反対はされていないですよね。塚本の着こなしや考え方は理想的だとおっしゃっていた。最適な人材がいて、彼を使えば問題は全すべて解決だというのに、そうしない理由はないですよね？」


　するとそれまで黙だまって見守っていたらしい香坂は、全員の視線が集まったことに気付くと形の良い唇くちびるにうっすらと笑えみを浮うかべた。


　そして一いつ瞬しゆん、考えをまとめるように涼しげな眼まな差ざしを伏せて長い睫毛まつげの美しい影かげをつくると、すぐに再び視線を上げて、一同を見み渡わたしながら頷うなずいてみせる。


「確かに、准一の言う通りだな」


　……ええっ!?


　和哉が目を丸くしたのと同時に、堂園も唸うなるように異議を唱えた。


「……ちょっと待て、雅人」


　しかし香坂は、端たん整せいな容よう貌ぼうでにっこりと完かん璧ぺきに微笑み、それを遮さえぎる。


「待ってもいいが、新ブランドのプレス担当は、塚本に決まりだぞ？　准一の言い分はもっともだし、私も、彼の着こなしや考え方はこれまででは一番いいと思っているんだ。それに」


　香坂はそこで言葉を切ると、傍かたわらにあった薄うすいファイルを軽く持ち上げ、存在を示した。


「これまでの彼の接客についても、色々と興味深い話を聞いているしね」


　……いつの間に？


　和哉がさらに目を丸くすると、堂園はますます憤いきどおったような表情をして、瞳ひとみの色を強める。


「いくらうちのスタッフとはいえ、他人の評価など知ったことか。俺は、嫌いやだと言ってるんだ。新ブランドのイメージにこいつは合わん」


　……つーか、俺ももう、嫌なんですけど。


　和哉はもはや隠かくす気もなく、顔をしかめてため息をつく。


　ファッション業界に入ったからには一度はやってみたいと憧れた仕事ではあるが、ここまで言われてしまっては、もはやモチベーションなどないに等しい。堂園への憧れも見事に崩れてしまったことだし、明日から今まで通り働けるか不安なくらいだ。


　しかし香坂は、堂園の憤りを受けて少し考えるような表情をみせながらも、先を続ける。


「それなら、どうする。候補者はこれで最後なんだぞ。今から外部の人間を探すのか？　お前が気に入る確率はさらに下がり、時間的に間に合わなくなるリスクは高くなると思うが」


「だから、准一がやればいいと言っただろうが」


　堂園が苛立ったようにそう言うと、准一がすかさず言葉を挟はさむ。


「それは無理です」


「無理じゃない」


　堂園がむちゃくちゃな言い分を通そうとすると、香坂がそれをさらりと断たち切った。


「三歳児みたいなことを言うなよ、高嗣」


　するとさすがの堂園も内心ではわかっていたのだろう。ほんの一瞬、言葉に詰つまったような表情を見せた。


　そんな堂園を見つめながら、香坂は諦めるような瞳の色をちらつかせて静かに尋たずねる。


「……だが、そこまでするほど、塚本が気に入らないんだな？」


「ああ、そうだ」


　憮ぶ然ぜんとしたまま堂園が頷いてみせると、香坂は仕方がないというようにため息をついた。それを見て、和哉も密ひそかに安あん堵どのため息をつく。


　……よかった。これでこの話はもう終わりだな。


　これから人を探し直すのは大変だろうけど、ま、最終的にはなんとかなるだろ。


　俺の知ったことじゃない。


　無責任かもしれなかったが、あまりの居い心地ごこちの悪さに、とにかく帰りたくなっていたのだ。


　しかし次の瞬しゆん間かん、香坂の言葉に耳を疑う。


「──では高嗣、お前に塚本を教育してもらおう」


「え？」


「何だと？」


　和哉と同時に堂園が声を上げたが、香坂は意に介かいさないというように、にっこりと笑った。


「外部の人間を探すのはリスクが高い。准一が兼けん任にんするのは物理的に不可能。そして、私と准一は塚本で問題ないと考えているのに、お前だけがそうは思わない。だったら話は簡単じゃないか。お前が気に入るように教育すればいい」


「……俺にこのお子様の面めん倒どうをみろと言うのか？」


　怒りのあまりに低くなったような堂園の声に、和哉は思わず息を呑のんだ。


　しかし香坂は全く気にしないというように、ますます笑みを深める。


「そうだ。新ブランドのイメージを一番良くわかっているのはお前だろう？　塚本に足りないものがあるというのなら、お前の傍そばに置いてすべて一から教え込み、お前の好みに作り変えればいい。それが一番早いし、確実だ」


　ちょっ……待った！


　それって、この、かなり失礼で傲慢で、ついでに俺をめちゃくちゃ嫌きらってる男と四六時中一いつ緒しよに行動した上、色々うるさく指導されるってことだよな!?


　そんなの冗じよう談だんじゃない！　ありえねーだろ!!


　一瞬にして和哉がそこまで考えたとき、不ふ愉ゆ快かい極きわまりないというような堂園の声も響ひびく。


「断る」


　俺も!!


　とっさに和哉も激しく頷いてみせたが、香坂は完全に無視したように平然と、こちらに視線を向けてきた。


「先ほどはつい、失礼なことを言ってしまって悪かった。私も、君が新ブランドのプレス担当として適任だと思う。突然の異動で申し訳ないが、よろしく頼たのむよ」


「いや、でも」


　和哉が慌あわてて口を挟もうとすると、香坂は柔やわらかいが有無を言わせないような微笑みを瞳の中に浮かべてみせた。


「悪いが、選せん択たくの余地はあげられないな。君はたった今から新ブランドのプレス担当だ。それでも嫌だと言うのなら、業務命令とさせてもらおう」


「……っ」


　和哉が仕方なく言葉を呑み込むと、香坂は満足げに笑って、ちらりと傍らの堂園を見やった。


「これで決まりだ。この場合の人事権は私にあるとか、面倒くさい話はなしでいいよな？」


　すると堂園は苦虫でも嚙かみ潰つぶしたようにあからさまに顔をしかめた。


　しかし理路整然となされた香坂の反論に加え、頑がんとして譲ゆずらない姿勢に折れたのか、いかにも渋しぶ々しぶといった様子で横を向く。


「……勝手にしろ」


「ああ、そうさせてもらう」


　大人気ないそんな彼の態度にも慣れているらしく、香坂は笑って流すと先を続けた。


「では念のために確認するが、しばらくはいつも塚本を連れて歩いてくれ。どうせプレス担当者には、お前という人間や考え方を理解してもらわなければ話にならないし、新ブランドの状じよう況きようを理解するにもいいだろう。時間もないことだし、そうすれば教育もしやすい」


　香坂の言葉に、堂園はソファの背に両りよう腕うでをかけてもたれ、大げさに天てん井じようを仰あおぐ。


「マジかよ……」


　それは、こっちのせりふだっつーの。


　思わず腹の底で呻うめきながら、和哉は一緒に頭を抱かかえた。








　まだ話があるという堂園と香坂を残し、准一と一緒に社長室から退出したとたんに、和哉は思わず深いため息を吐ついてしまった。


　すると准一が来た方向へと促うながすように歩き出しながら、小さく笑って軽く肩かたを叩たたいてくれる。


「お疲つかれ。いきなり洗礼を受けさせちゃうような展開になって、悪かったな」


「洗礼って……あの人、いつもあんな感じなんですか？」


　和哉がついそう言ってしまうと、准一はいかにも機転が利ききそうな顔立ちを緩ゆるめるように苦笑した。


「まあそう思っていてもらったほうが、これから先、楽だろうな。別に悪い人じゃないんだけど、特にああいった場では容よう赦しやがないから」


　爽さわやかにそう言い渡わたされて、和哉は再びため息をついてしまう。


　プレス担当という重責もそうだが、あそこまで自分をこき下ろすような相手とこれから先、うまくやっていけるかどうか。ちなみに自信は、全くない。


　するとそれを見み透すかしたように、准一は再び笑えみを零こぼした。


「大だい丈じよう夫ぶだって。俺はもちろん、香坂さんだって塚本ならできると思ったわけだし、高嗣さんだってすぐにわかるさ」


「そう、ですかねぇ……」


　とてもそうとは思えず、和哉がやはり精せい彩さいのない返事をすると、准一は勢いをつけて励はげますように、今度は和哉の背中を軽く叩いた。


「それにまあ、見方によっちゃチャンスだぞ？　プレス担当が競争率の高い人気職だってこともあるけど、それだけに一回でも経験があればキャリアとしても強くなる。それに新ブランドの立ち上げに関かかわるなんて経験、やりたいと思ったってそう出来ることじゃない。それはわかるだろ？」


「はあ……それは、まあ」


　渋しぶ々しぶながらも和哉が頷うなずいてみせると、准一はにっこりと笑う。


「よかった。たとえ塚本がセールス・スタッフとしてスペシャリストになりたいと思っていたとしても、一度ブランドってものの全体を俯ふ瞰かんしておくことは、絶対損にならないしな」


　准一はそこで足を止めると、和哉がやって来たときに彼が出てきたドアを示した。


「まずは社内を案内するよ。本社はそこまで詳くわしくないだろ？　ここが俺たちの部屋。総務とか経理とか、他ほかの管理部門も一緒だ」


　和哉は頷くと、社会人として気持ちを切り替かえ、その場でぺこりと頭を下げた。


「わかりました。それと、遅おそくなってしまいましたが、これからよろしくお願いします」


　すると准一はその律りち儀ぎさを面おも白しろがるように瞳ひとみを細め、自らも同じように頭を下げる。


「こちらこそよろしく。俺は具体的な仕事の方の教育係ってことになるわけだけど、それ以外でも困ったことがあったら何でも相談してくれ」


　それから扉とびらの傍かたわらにあるカード・リーダーに首から提さげていたＩＤカードをかざすと、ドアを開けて和哉を促してくれた。


　するととたんに、目の前に明るく広々としたスペースが広がる。


　やはりガラス・ブロックでしつらえられた壁かべはふんだんに光を取り込んでいるし、一応デスクを隔へだてるように設けられているパーティションも低くて見通しがいい。


　しかしそれ以上に驚おどろいたことに、フロアの隅すみから隅まで、つまりパーティションやデスクまわりはもちろん、キャビネットや打ち合わせテーブル、さらには電話に至るまで、いかにも『voluptas』らしいモダンで洗練された美意識で統一されているのだ。


　そしておそらく部署ごとにデスクがいくつかの島に分けられ、大勢のスタッフが立ち働いているのだけれど、洗練されたインテリアはどこも整然として、通路となる空間がゆったりととられているせいで、まるでここも『voluptas』の店の一つであるかのように錯さつ覚かくしてしまう。


「……受け付けとかエレベーターホールだけじゃなくて、こんなところまですごいんですね……なんかもっと……普ふ通つうのオフィスっぽいのかと思ってました」


　思わず和哉がそう漏もらすと、准一は傍らで小さく微笑ほほえんだ。


「インテリアはどれも、高嗣さんが選んだ一流品ばかりだ。たとえ裏方であっても『voluptas』の社員である限りは感性を磨みがけってことでね」


　准一はそう言いながら、フロア最さい奥おうにある、他のデスクからは少し離はなれて並んでいる二つのデスクを指し示した。


「あれが、高嗣さんと香坂さんのデスク。高嗣さんはこっちにもデスクを持ってるんだ。事務的な仕事をするときはあそこでやることが多い。ちなみにデザインは、社長室の方でやってる。で、俺らのデスクは高嗣さんの前だ」


　そう説明されて連れていかれた場所には、やはり見事なデスクが四つ集められていた。黒こく檀たんのようなキャビネット部分にアイボリーの天板が美しい。


　その中でも堂園に近い場所を准一が使っているようで、そちら側のデスクにだけ、大きくてスタイリッシュなデザインのＰＣモニターとやはりデザイン性の高い電話が並べられていた。


　その背後から先は、天井近くの高さまで膨ぼう大だいな資料が詰つまっているらしい書しよ棚だなが立ち並び、ちょっとした書庫のようになっている。


「この向こうはフロア全体の書庫になってるんだ。どんな資料もここにあるものは好きに見て構わないが、俺たちがよく使うのは手前の書棚に集めてもらってある。ああそれから、塚本の席はこっち。通路側な」


「……はい！」


　ぱっと顔を輝かがやかせた和哉に示されたのは、准一の席の向かい側。背後に他の人のデスクこそあるが、すでに准一と同じスタイリッシュなＰＣや電話も専用のものが用意されていて、重かった気分が少しだけ晴れた気がした。


　これまでの仕事では無む縁えんだった最新機器やいかにもそれらしきファッション雑誌といった資料に、新しいことが始まるんだと浮うき立つような気持ちになったし、単純に自分の居場所ができたみたいで嬉うれしかったのだ。


「とりあえず荷物はここに置いて。他のフロアを見に行こう」


「はい」


　和哉が頷いたとき、背後の席に戻もどってきたらしい誰かに向かって准一が声をかけた。


「あ、慶けい。今ちょっといいか？」


「いいですよ、何ですか？」


　振ふり向くと、大人の男というには可愛かわいらしすぎるような人物が、足を止めてにこやかに微笑んでいた。


　柔やわらかなねこっ毛の中で大きな瞳をくりくりとさせているせいか、１７８センチある和哉と比べても身長はそれなりにあるようなのに、どこか小動物のような可愛らしさがあるのだ。さらに、完全に内勤らしい気軽さゆえか、どこかプレッピーな着こなしをしているせいもあるかもしれない。


　とはいえそこは『voluptas』のスタッフらしく、濃のう紺こんのカーディガンにタータンチェックのパンツを合わせて、その腰こしには赤と白の交こう互ご縞じまが入った紺のストールをゴールドのベルトで留とめるという、艶つやがあって凝こった着こなしである。


　それはとても良く似合っていたが、彼のいかにも育ちの良さそうな柔らかな顔だちのせいか、大学に入ったばかりの学生のように若々しく見える。


「いや、新人を紹しよう介かいしておこうと思ってな。ついさっき新宿店から新ブランドのプレス担当に異動になった、塚本和哉だ」


「塚本です。よろしくお願いします」


　和哉がぺこりと頭を下げると、慶と呼ばれたその青年も、慌あわてたようにお辞じ儀ぎを返してくる。


「あっ…末すえ永なが、です！　こちらこそよろしくお願いします」


　そんな二人をおかしそうに眺ながめながら、准一は和哉に慶を紹介する。


「今自己紹介があったように、こいつは末永慶。高嗣さんと香坂さんのアシスタントをしている奴やつだ。昨年入社したばかりなんだが、本社じゃけっこうな人気者でね。とにかく顔が広いから、困ったことがあったら助けてもらえ」


「何言ってるんですか、准一さん。僕は人気者なんかじゃないですよ。仕し事ごと柄がら、香坂さんの指示で他部署に行くことが多いだけです」


　慶ははにかんだような笑え顔がおを見せる。その感じからいくと、おっとりとしていてかなり性格が良さそうだ。准一も、笑いを嚙かみ殺すような表情を見せて先を続ける。


「俺の周りの女性陣じんには、癒いやし系だって人気だけどね。まあそれはさておき、慶には本当に塚本のことを頼たのんでおきたいんだ。俺ももちろんフォローするけど、ちょっとした話の流れで、塚本の奴、研修がてらしばらく高嗣さんについて回ることになっちゃってさ」


「ええっ？」


　大きな瞳をますます見開くようにして、慶は和哉を見つめる。


「それは……大変ですね。……でも、いいなあ」


「え、どこが？」


　アシスタントなら、あの人の真実の姿を知ってるんじゃねーのか？


　ほんのわずかに同情するような眼まな差ざしをした後で心底羨うらやましそうに言われてしまい、和哉は思わず本音を漏らし、即そく座ざに聞き返してしまった。


　その勢いに人の良さそうな慶が驚いたように目をぱちくりとさせると、准一が吹ふき出しそうな表情でさりげなく付け足す。


「いや、さっき高嗣さんの洗礼を受けたところだから」


　すると慶も小さく吹き出しながら、それでもやはり羨ましそうに和哉を見上げた。


「確かに高嗣さんはちょっと厳しいところがありますけど、毎日の仕事の中でもほんとに凄すごい人だなって思うことばっかりだから……やっぱり羨ましいですよ。アシスタントとはいっても、僕はまだ事務的なお手伝いしかできないし、実際に高嗣さんのデザインが形になっていくようなクリエイティブな現場にはめったに同席できないから」


　よほど堂園に心しん酔すいしているらしく、慶はそんな自分がもどかしいとでもいうように、どこか切なげにため息をついた。


　するとそれをからかうような口ぶりで、准一がおかしそうにとりなす。


「でも、その事務的な仕事でお前の能力が発揮できてるから、香坂さんにあそこまで重宝されてるんだろ？　お前の前では言わないから知らないだろうけど、凄いんだぞ？　あのクールな香坂さんが、もう可愛くてたまらないって顔して、いつも褒ほめてる」


「えっ……」


　准一の言葉に、慶はみるみるうちに頰ほおを染めた。健康的だが透とう明めい感かんのある白い肌はだがうっすらとピンク色になるさまは、ちょっとした美少女のようでますます可愛らしく見える。


「や、あの……そ、ういえば、准一さんのこと、さっき眞しん二じさんが探してましたよ？　急ぎじゃないとは言ってましたけど、行ったほうがいいんじゃないかな。それに僕も用事を思い出したんで失礼します！」


　相当照てれ臭くさかったのか、慶はその場を誤ご魔ま化かすように立て続けに話すと、慌てたように身を翻ひるがえしてフロアから出て行ってしまった。


「ちょっとからかいすぎたかな。ま、慶はああいう可愛い奴だってことはわかっただろ」


　准一はしれっと肩かたを竦すくめると、和哉に向かってにっこりと笑いかけてくる。


「さて……探されていた用件を想像すると怖こわいが、仕方がない。社内見学がてら、うちのもう一人のカリスマ・デザイナーに挨あい拶さつに行くとするか」


「……はい！」


『voluptas』のもう一人のデザイナーといえば、アシスタント・デザイナーの伊い勢せ崎さき眞二のことだ。まだ20代後半のアシスタントとはいえ、すでにメンズラインの一部を任されている彼は、その才能に関していくつもの伝説が囁ささやかれるほど、社内でも有名な男である。


　有名人に会えるのは嬉しいけど……まさかまた、おかしな奴じゃないだろうな？


　和哉は期待に胸を膨ふくらませつつも、堂園のせいで学習してしまったわずかな不安を振り切るように勢い良く頷うなずいてみせた。








「眞二の部屋は五階にあるんだ。デザインするための個室で、だいたいはそこにいる。ちなみに五階のそれ以外の場所は、全部ぶち抜ぬかれていて、パタンナー室になっている」


　准一はそう説明しながら、フロアの最端にあるドアを開けた。そこには貨物用の巨きよ大だいなエレベーターがあったけれど、その前は素す通どおりして非常階段に通じるドアを開ける。一階分の移動だからこの方が早いのだろう。


「眞二については、どういうことを知ってる？」


　鉄階段を下りながら見上げられて、和哉は小さく首をかしげた。


「面識はないですし、あまり詳くわしくは知らないんですけど……うちのアシスタント・デザイナーの方ですよね。メンズラインの一部を作っていて、やっぱりすごく才能がある人だって聞いたことがあります。確か美大の卒業制作としてつくった服が、フランス・ヴォーグの編集長にすごく気に入られて、全部その場で買い上げられたとか。……噂うわさですけど」


「なんだ、けっこう語り継つがれるものなんだな」


　和哉の答えに、准一は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべてこちらを見やった。


「それは事実だから、もっと周りに吹ふい聴ちようしてもいいぞ。同期のよしみで確認もしてあるしな」


「え、まさか……准一さんが噂流した、とか……？」


　そんな彼の表情に思わずそう訊たずねてしまうと、准一はますます笑えみを深くした。


「ちょっとそういうムードが必要なときがあってね。ま、噂の出所は辿たどれない方がそれっぽいから、このことは言うなよ」


　准一はそう言いながら足を止めると、満足げに笑って和哉を見上げた。


「それはさておき、そういう洞どう察さつ力は仕事の上でも大事だぞ。なぜかわかるか？」


「え……わかりません。プレス担当という仕事も、よくわかっていないですし」


　和哉が素す直なおにそう答えると、准一はまあそうだろうというように軽く頷く。


「じゃあ、だいたいのイメージではどんな仕事だと思う？」


「ええっと……雑誌やテレビや映画なんかに、自社ブランドの商品を貸し出したりする仕事とか……特にファッション雑誌のグラビアページは、それをモデルが着ることで作られてるんですよね。あとはマスコミから取材の申し込みがあったら、その対応をしたり、とか？　社長たちはもちろんですけど、准一さん自身が雑誌に取り上げられているときもありますよね？」


　和哉がなんとなくの推測を口にすると、准一はほんのわずかに苦笑した。


「まあ、俺が露ろ出しゆつしているのは、断れなくて仕方なくってとこだけどな。今、塚本が言ったことは間ま違ちがいじゃないが、あくまで業務の一部ということになる。具体的な説明は、また改めてするつもりだが……」


　准一はそこで言葉を切ると、どこか和哉を試ためすような眼差しでこちらを見つめてきた。


「簡単に言ってしまえば、プレスとは、雑誌やテレビ、映画といったメディアやそこに関かかわる記者を示す言葉だ。つまり俺らの仕事は、メディアを使って自社ブランドの情報や商品を世間に伝え、そのイメージを良くしたり、商品が売れるようにすること。では、そのために必要なことが何だかわかるか？」


「ブランドや商品についての知識、ですか？」


　和哉が少し考えてそう答えると、准一は軽く頷いて補足してくれる。


「それも、ありとあらゆることだ。どういった商品かはもちろん、それが創つくられた意図は何か、ターゲット層はどのあたりか、どうやって販はん売ばいされるのが理想的か……メディアを通じて売り込んでいく時にそういったことをきちんと把は握あくしていなければ、効果のある仕事ができない」


　准一は言葉を切ると、ここがポイントだとでもいうように、人差し指を立ててみせた。


「ちなみに、把握するには経営者の視点を持つことが大切だ。デザイナーの考えや人ひと柄がらに関してはもちろん、経営陣の意図をきちんと理解し、各部署の状じよう況きようなども知っておく。ブランドの顔として、全すべてを背負って外部と話をしなくてはいけない時もあるからな。


　そしてそのために、一番初めに言った洞察力が必要になってくるんだ。プレスや社内の人間と接するときもそうだが、特に高嗣さんのような、芸術家を理解しなくてはいけないからな」


　芸術家。


　准一が躊躇ためらわずにそう言い切ったことで、和哉は思わず目を瞠みはった。もちろん和哉は以前からそう思っていたけれど、どんなに堂園に心酔していたとしても、そこまではっきりと言う人は今まで周囲にいなかったからだ。


　するとそれに気付いたらしい准一は、ほんのわずかに瞳ひとみを細め、微かすかな笑みを浮うかべながらもまるで挑ちよう発はつするかのように、まっすぐな眼差しをみせる。


「別に自分の考えを押し付けるつもりはないが、俺は、高嗣さんの創るものは芸術品だと思っているんだ。それに加えて、経営者としての手しゆ腕わんも申し分ない。だからあの人の元で、しかもプレス担当として働けることを誇ほこりに思っている」


　准一はその誇らしさを示すように、静かだがきっぱりとした口調で姿勢を正した。しかし次の瞬しゆん間かん、ふと柄がらじゃないと照れるように眼差しの強さを緩ゆるめる。


「……噓うそ偽いつわりない気持ちとはいえ、素面しらふのままこんな非常階段で宣言するのは恥はずかしいな」


「そ…んなこと、ないですよ！　俺も、『voluptas』の服は芸術だと思ってますし、堂園さんのことも尊敬してましたから……！」


　同じ想おもいを持つ人がいることの嬉うれしさに、和哉は急いで同意してみせた。


　しかし興奮しすぎて、余計ななことまで零こぼしてしまう。


「でもさっきので、尊敬に関してはちょっとわからなくなりましたけど」


　すると准一は、堪こらえきれないというように吹き出す。


「そこはなんとも言えないが……ま、一いつ緒しよに行動しながら考えるんだな。始めは大変かもしれないが、たとえ尊敬できなかったとしても、ちゃんと高嗣さんを理解して来いよ。それもプレス担当者の仕事のうちだからな」


「……はい」


　そう言われてもやはり積極的な気持ちにはなれないまま和哉が頷くと、准一は苦笑して、ぽんぽんと励はげますように和哉のからだを叩たたく。


「何度も言うが、大だい丈じよう夫ぶだって。塚本のセンスや長所が新ブランドを立ち上げていくには必要だと確信したから、俺はお前を推おしたんだ。高嗣さんの目だって節穴じゃない」


「……はい！」


　我ながら単純だとは思ったが、そこまで言ってもらえたことは嬉しい。和哉はなんとか自分を奮い立たせた。








　そうして五階に下りていくと、眞二の部屋には先客がいた。


　六階にある和哉たちのフロアと同様、いかにも『voluptas』らしいインテリアでしつらえられた眞二の部屋は、片かた隅すみにデスク代わりの巨大な作業台が置かれ、その上や壁かべには、創作のインスピレーションを得るためだろうか、様々な写真や絵画のレプリカ、奇き妙みようなオブジェなどがおびただしく飾かざられている。


　そんな部屋の中央には一体のボディが据すえられ、それを囲むように二人の男が立っていた。


　一人はもちろん、伊勢崎眞二だ。モデル並みに背が高く、均整が取れたからだを涼すずしげな薄うす緑みどりの麻あさのジャケットで包み、ワイルドな雰ふん囲い気きのカットソーに黒のパンツをさらりと合わせていた。その胸むな元もとには洗練されたシルバーアクセサリーを垂らすことでアクセントをつけ、シックに見える。もちろん、すべて『voluptas』のものだ。


　そしてその着こなしは、彼の、華はなやかに整って才気にあふれてはいるが、そのせいでどこか野心的に見える顔だちをクールに抑え、いかにも頭が切れそうな雰囲気にまで和やわらげていた。


　しかしそんな眞二の傍かたわらにいる男は、全く雰囲気が違ちがう。


　銀フレームの繊せん細さいな眼鏡めがねをかけ、男にしては綺き麗れいすぎるほど端たん整せいで知的、[image: ]りんとした顔立ちをした美び丈じよう夫ぶなのだ。


　季節柄重くなってしまいそうな濃のう紺こんのスーツを着ているが、彼の清せい冽れつな雰囲気や白いシャツの襟えり元もとにきっちりと締しめられた、わずかに光こう沢たくのあるブラウンのネクタイの印象と相まって、ストイックなほど涼しげな色気を漂ただよわせている。


　そんな彼はどうやらパタンナーらしく、首から長いメジャーを垂らしていた。


　眞二の片手にデッサンらしき紙し片へんが握にぎられているところを見ると、二人でデザインの打ち合わせをしていたらしい。


　……それにしても、どっちもめちゃくちゃ男前すぎる気がするんですけど……うちって、容姿は採用に関係ないはず、だよな……？


　和哉は思わず、やはり爽さわやかな男前である准一までを見つめてしまったが、准一はそれにはまったく気づかないようで、にこやかに彼らに向かって声をかけた。


「お邪じや魔まだったかな」


「ああ、邪魔だ」


「いや、別に」


　すると眞二と眼鏡の男は、ほぼ同時だが、正反対の言葉を返す。


　ちなみに邪魔だといったのは眞二の方だ。それを露ろ骨こつに示すように不ふ機き嫌げんそうな表情を浮かべると、低い声で准一を睨にらむ。


「何しに来たんだ」


「まあ色々とな。まずは、お前が俺を捜していた件でも聞こうか」


　愛あい想その欠片かけらもない口調にも慣れているのか、准一がしれっとそう言い返すと、眞二はますます眉み間けんに皺しわを寄せた。


「……もう解決したから、気にしなくていい」


　すると傍らの眼鏡の男が、もの言いたげな眼まな差ざしでじろりと眞二を見やる。しかし結局は黙だまったまま、こちらに視線を戻もどした。


　准一はそれで内容がわかったとでもいうように苦笑すると、後ろに控ひかえていた和哉の背を押し出し、二人に向かって紹しよう介かいを始めた。


「せっかくだから紹介しておくよ。今日から新ブランドのプレス担当になった、塚本和哉だ。和哉、眞二は知ってるよな？」


　和哉が慌あわてて頷うなずいてみせると、准一はその傍らに立っている眼鏡の男を指し示す。


「その隣となりにいるのが、チーフ・パタンナーの井い川がわ桂けい祐すけ。こいつも俺の同期だが、もはや高嗣さんや眞二のデザインを形にするのに欠かせないと言われている男だ。チーフとしてパタンナー室の取りまとめもしているから、もしそういったことで困ったら、こいつのところに相談に行けばいい。眞二、桂祐、よろしく頼たのむよ」


「塚本です。よろしくお願いします」


　和哉が急いで頭を下げると、眞二も桂祐もそれなりに挨あい拶さつを返してくれた。


　しかしなんだか微び妙みような雰囲気がある。和哉が不ふ審しんに思って頭を上げてみると、二人に上から下まで眺ながめられていることに気づいた。


　特に眞二の視線は露骨に胡う散さん臭くさそうで、和哉と視線が合ったとたんに不ふ遜そんな表情を浮かべて煽あおるように唇くちびるの端はしを上げる。


「で？　ＰＲとしての経験はどれくらいなんだ？」


「……ありません。これまではずっと新宿店でセールス・スタッフをやっていましたから」


　なんとなく悪意のある雰囲気に警けい戒かいしつつも噓うそはつけず、和哉はそう正直に答えた。


　すると予想通り、眞二は盛大に舌打ちをして、忌いま々いましげに准一を睨みつける。


「よりにもよってど素人しろうとかよ！　准一、お前、ふざけてんのか!?　新ブランド潰つぶす気か!!」


　初対面で、そこまで言うか!?


　腹を立てながらもどうすればいいのかわからず、和哉は准一を見やった。


　しかし准一は平然としたまま、宥なだめるように片手を上げる。


「失礼なことを言うな。新ブランドを成功させるために、彼を選んだんだ。もちろん俺が全面的にフォローするし、香坂さんも気にかけてくれる。それに何より、高嗣さんがつきっきりで新ブランドにふさわしい教育を施ほどこしてくれる予定だ。そこまですれば、文句ないだろ？」


　准一がそう告げたとたん、その場の時間が止まったような雰囲気になった。


　驚きよう愕がくの表情を浮うかべた眞二はもちろん、それまで落ち着き払はらっていた桂祐までが、信じられないというように目を見開いて固まったのだ。


　しばらくの沈ちん黙もくの後、眞二が掠かすれたような低い声で誰にともなく呆ぼう然ぜんと尋たずねる。


「……マジかよ……それって、高嗣さんが言い出したのか……？」


「まあね」


　准一がさらりと微妙な噓をつくと、眞二はまるで歯ぎしりをするような表情をした。


「……あの高嗣さんが、そこまで目をかけてるってことかよ。こいつにそんな才能あんのか？」


「俺が見込んだ男でもあるし、期待にはちゃんと応こたえられると思うけどな」


　……フォローしてくれるのはありがたいんですけど、そこまで言ってもらっちゃうと、なんというか、かなりプレッシャーが……。


　和哉が内心でひやひやしていると、ずっと黙っていた桂祐が肩かたを竦すくめて口を開いた。


「……ま、少なくとも新しい風を入れる意味はあるんじゃないか？　うちのライト・グレーのスーツに、格下のブランドのＶネックニットとセルリアン・ブルーのベルトなんかを合わせて、ここまでそれなりの雰囲気を保てるセンスは面おも白しろい」


　褒ほめられてるのか貶けなされてるのか、いまいちよくわからないが、一応和哉を評価してはくれたらしい。


　眞二はますます苦々しい表情をしたけれど、桂祐までがそう言ったことで認めざるを得なくなったのか、それ以上のいちゃもんはつけず、苛いら立だたしげに和哉を見やった。


「お前、やる気あんのか」


「……あります」


　なんでお前に言われなければいけないんだと思いつつも、和哉が睨み返してしまわないよう気をつけながら答えると、ますますぎろりと睨まれる。


「お遊びじゃねぇんだぞ。あの堂園高嗣が『voluptas』の立ち上げ以来、初めて違うコンセプトを打ち出して創つくるラインだ。いくらターゲット層との兼かね合いでコレクションの時期を外したり、メンズとレディスを一いつ緒しよに発表したりする変則的なものだとはいえ、世界中のファッション関係者の注目が集まらないわけがない。つまり必然的に社運をかけたプロジェクトになるってことだ。わかってるのか？」


「…………はい」


　正直なところ、そこまで考えは及およんでいなかったのだが、ここで後にひけるわけがない。だから和哉は、眞二の視線を真正面から撥はね返すように頷いてみせた。


　すると眞二は、さらに眼光鋭するどく、こちらを睨みつけてくる。


「ついでに教えておくが、新ブランドには、今まで以上に俺のデザインが入るんだ。だから個人的にも、この成功には命を懸かけてる。足引っ張るような真似まねしやがったら、ぶっ殺すぞ」


「……わかりました」


　まるで何かに憑つかれたような眞二の激しすぎる眼差しに圧され、和哉は彼の暴言に腹を立てるより前に頷いてしまった。


　予想以上に、すごくでかい仕事みたいだけど……本当に、俺に出来るのか……？


　和哉がそう視線を揺ゆらしたとき、准一の携けい帯たいが鳴った。


「はい、桐島です。…………はい。はい、わかりました。すぐにそちらに行かせます」


　手短に応えて携帯を閉じると、准一は小さく笑って和哉を見やる。


「塚本、さっそく初任務だ。荷物を持って社長室へ行くように。高嗣さんから呼び出しだ」


「……はいっ！」


　不安を打ち消すようにわざと声を大きく張ると、和哉はその場で頭を下げて身を翻ひるがえした。








　入室を許されて社長室に足を踏ふみ入れると、堂園は、相変わらず不機嫌そうな表情をしてソファにもたれている。


「あの……どういった仕事、でしょうか」


　おそるおそる訊たずねると、堂園はあからさまに、仕方がないというような深いため息をついた。


「今日これからの俺の予定を知ってるか？」


「……いえ」


　知るはずがないだろうと思いながらも、和哉が一応オトナとして従順に答えると、堂園は、ごく普ふ通つうのミーティングについて話すように口を開いた。


「広ひろ澤さわ大だい智ちという男が写真集を出した。その出版記念パーティに出席する」


「え……広澤、大智!?」


　広澤大智といえば、およそファッションに携たずさわる者で知らない者はいないというほど、有名なフォトグラファーである。特に彼の撮とるファッション写真は、もはや芸術の域にあるとまで讃たたえられ、世間でも話題になっているほどなのだ。


　……ってことは、あの広澤大智に会えるってことか!!


　一いつ瞬しゆん状じよう況きようを忘れて和哉が盛り上がりかけると、堂園の低い声が響ひびく。


「そこで質問だ。お前は今すぐ、そのパーティに行けるか？」


「えっ？　それはたぶん、予定的には……あ、ドレスコードがあるとか、ですか？」


　質問の意図がよくわからないまま、和哉が胡う乱ろんな答えを返してしまうと、堂園はじろりとこちらを睨んだ。


「俺が言いたいのはそういうことじゃない。お前は『voluptas』のプレス担当者として、その格好で人前に出られるのか、と聞いてるんだ」


「あ…………出られない、です」


　いくら香坂たちに着こなしを褒められたとはいえ、そういった公おおやけの場に他社ブランドのものを身につけていてはいけないだろう。


　…………呼び出しといてなんだよ。


　こんな俺じゃ、そんな凄すごいところには連れて行けないってみせしめか？


　ま、いきなりそんなすごい場所に行かせてもらえるわけがないとは、思うけどさ……。


　和哉が内心でがっかりしながら俯うつむくと、堂園がため息をついて立ち上がる気配がした。


「……行くぞ」


「え？」


　行くって……どこに？


　颯さつ爽そうと部屋を出て行く堂園の背中を慌あわてて追いかけながら、和哉は内心首をかしげた。








　……って、ええ!?


　その流れのまま艶つややかな漆しつ黒こくのメルセデス・ベンツに乗せられてしまい、連れられたのは表参道にある『voluptas』の旗き艦かん店てんだった。


　華はなやかな高級ブランド・ショップが続く街並みの中でも一ひと際きわ目を惹ひく壮そう麗れいな石造りのビルは、天てん井じようが高いメゾネット風にしつらえられている。その店内にはブラック・ダイヤモンドで飾かざられたような大きなシャンデリアが下がり、成熟した美と艶やかさというブランド・コンセプトを十二分に知らしめていた。


　……相変わらず、すっげーな……。


　かつて学生の頃ころに客として覗のぞいたことはあるけれど、ここに配属されるのは社内でも優ゆう秀しゆうな人材ばかりだから、その後はまったく縁えんがない。


　思わずきょろきょろしてしまいながら堂園の後ろに続くと、すぐに彼の姿を認めたらしいスタッフがやって来た。年間に何億も売り上げることでいつも表ひよう彰しようされている、磯いそ山やま柊しゆう二じだ。


「お久しぶりです、高嗣さん。どうしたんですか、突とつ然ぜん」


　堂園よりは背が低いが一いつ般ぱん的には十分に身長がある磯山は、洗練された雰ふん囲い気きのある男前だ。当然のように『voluptas』のもので上から下まで固めてはいるが、その卓たく越えつしたファッション・センスと存在感で、完全に自分のものにしてしまっている。


　……やっぱ、格好いいな。


　盗ぬすめるところはないかと和哉が密ひそかにチェックしていると、堂園にぐい、と肩を摑つかまれた。


「こいつの服を探しに来た。ＰＲに異動したばかりの新人なんだが、今夜突然パーティに連れて行かなくてはいけなくなってな。今、いいか？」


　ええ!?


　和哉は目を丸くしたが、磯山は全く動じず、にっこりと笑って頷うなずいた。


「もちろん、どうぞ。ＶＩＰルームを使われますか？」


「ああ。悪いが、頼たのむ」


　……なんだ。ちゃんとしたコミュニケーション、取れるんじゃねーか。


　さっきの態度はなんだったんだよ。いくら俺ができの悪い平社員で気に入らないとはいえ、もっとオトナの対応をしろっつーの。


　さっきまでの自分に対する極ごく悪あくさとのギャップに内心でむっとしながら、準備に行くらしい磯山の後ろ姿を眺ながめていると、堂園がじろりとこちらを睨にらんだ。


「何をぼさっとしてるんだ。磯山について奥に行ってろ。邪じや魔まだ」


　……くっそー!!　どーせ俺は、たいした売り上げもない、ダメ社員でございますよ!!


　ますます腹を立てながら磯山に追いつくと、彼は苦笑しながら奥へと案内してくれる。


「初日から君も大変だな。確か、塚本くん、だろ？」


「え、なんで知って……」


　和哉がびっくりして彼を振ふり仰あおぐと、磯山はにやっと笑ってみせた。


「いつだったかは忘れたが、年に一度あるキックオフ・パーティで見かけたときに、君の着こなしが印象的だったから、周囲に名前を聞いたんだ。そうしたらすぐに誰かが教えてくれた」


「あ……そう、すか」


　そんなところでも悪目立ちしていたのか、などと和哉が少し不安になったとき、磯山が目立たない場所にある扉とびらを開けてくれた。


「はい、どうぞ」


「う、わ……っ」


　日本でもここにしかないというＶＩＰルームは、スタッフの間でも噂うわさの的となるような存在であったが、部屋に一歩足を踏み入れるなり、それも頷けた。


　基調となるインテリアデザインは店内と同じモダンで艶のある雰囲気で、ちょっとしたワンルームマンション程度の広さがある。その部屋の最さい奥おうには、天井近くまで届く高さのスタイリッシュな三面鏡が置かれ、それと向かい合う位置には座り心地ごこちの良さそうな豪ごう奢しやな黒くろ革かわ張りのソファにローテーブル、隅すみには小さなバーカウンターまでしつらえられていた。そこに並べられた繊せん細さいなグラスと、青々とした観葉植物の対比が美しい。


　また、部屋の壁かべには抽ちゆう象しよう画がらしい額がく縁ぶちが飾られているほか、バング＆オルフセンのオーディオシステムまでが配され、デザイナーズ・ホテルのリビングのようである。


「す…ごい、っすね……」


　思わず呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいてしまい、和哉がぐるりと部屋中を見み渡わたしたとたん、ドアが開いて堂園が入ってきた。


　その背後からは、彼が選んだらしい服が何十着もかけられたファッション・ラックが何本も運び込まれ、それにかけられない小物などは、スタッフが山のように抱かかえている。


　……な…んだ、これ？


　ファッションショウのバックヤードか、どこかの王族の買い物を連想させるようなその雰囲気に、和哉はすっかりたじろいでしまった。


　しかし堂園はそんなことはまったく気にしない様子で、ラックからハンガーごと服を選び出すと和哉の胸むな元もとに当て、デザインや色の相あい性しようを確かめ始める。


　といってもどの場合も長く迷うことはなく、いかにも最終チェックというように簡潔だ。そしてそれらは次々と、彼の傍かたわらに置かれた空のラックにかけられていく。


　そしてあっという間にそのラックが埋うまってしまうと、堂園はにやりと笑って、手にしていた服を元のラックに戻もどした。


「このくらいあれば当分はいいだろう。とりあえず今夜のための組み合わせは、お前の側から順に並べてある。早く着き替がえろ」


「え……ええっ!?」


　和哉はぎょっとして堂園を見上げた。


　当分って……これから先、このラックの服だけを着て会社に行けってことか!?


　そこにある服はどれも、さすが堂園が選んだだけあって、息を呑のむほど格好いいものばかりだ。見慣れている『voluptas』の商品のはずなのだが、ちょっとした組み合わせの妙みようなのか、遊び心とともに滲にじむ洗練された艶には、ただひたすら、感心するばかりである。


　そしてそんなスタイリングを自分が身に纏まとえるのだと思うだけで、これまでの鬱うつ屈くつなんてすべて吹ふき飛んでしまうほど嬉うれしくなって、気持ちが浮うき立つ。


　しかし、気になることが一つ。


　この代金を誰が払はらうのか、ということだ。今日の分だけでもきついが、ラック一本分にも及およぶ点数ともなれば、社内割り引きで最低限に見積もったとしても一年分の給料が飛んでしまう。


「ほら、早くしろ」


　無造作に急せかす堂園の声に、念のためといった様子で一人だけ控ひかえていた磯山が、気を利きかせて試着スペースのドアを開けてくれる。和哉は、慌てて口を開いた。


「いや、あの！　俺、無理です」


「は？」


「こんなに服を買えるほど、財力無いんで！」


　言い終えたとたんに、堂園が吹き出す。


　……なんだよ。俺に給料払はらってるのは、あんただろ!?


　和哉がむっとして睨むと、堂園は堪こらえきれないとでもいうように、さらに笑えみを深めた。


　すると驚おどろいたことに、そんな彼の表情は、これまで見たことがないほど柔やわらかく人間味にあふれ、びっくりするほど魅み力りよく的だった。そしてなんと、ほんのわずかに、いい人そうに見える。


　いや、いやいやいや!!


　俺はアホか！　今まですげえ仏ぶつ頂ちよう面づらしか見たことなかったもんだから、ちょっと笑え顔がおを見せられただけでいい人そうだと思うなんて、甘いだろう。


　和哉がそう自分を戒いましめたとき、視界の端はしで、磯山までがさりげなく顔をそむけ、肩かたを細かく震ふるわせていることに気づいた。


　……くっそー……。


　憧あこがれの先せん輩ぱい社員の前でも恥はじをかいてしまったことに気づき、一気に両耳のふちが熱くなったのがわかった。もはや半ば自棄やけになり、和哉はさらに語気を荒あららげて言葉を重ねる。


「だって本当に余よ裕ゆうがないんだから、しょうがないじゃないですか！」


　すると堂園はようやく笑いを収めたが、あっさりとは聞き逃のがせない言葉を続ける。


「それなら、出世払ばらいにしてやるよ。そうすりゃちょっとは勤労意欲も湧わくだろう？」


　……俺はいつだって真面目まじめに働いてるっつーの!!


　だいたい、どれだけ出世すりゃこんな金額、ぽんと払えるようになるんだよ？


　和哉がますます眉み間けんの皺しわを深くすると、堂園はからかうようににやにやとして、磯山にちらりと視線を送った。磯山も心得たように、小さく笑って頷いてみせる。


「出世払いですね。では、そのように」


「これでいいな？　ほら、早く着替えろ」


「ええっ、や、ちょっ…………くそっ！」


　それで話は終わりだとばかりに、強ごう引いんに試着スペースに追い立てられてしまい、和哉はラックを運び入れてくれた磯山がまだいることも忘れて、盛大に舌打ちをした。


　すると今度は、磯山が吹き出す。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。気の毒だけど、ちょっとからかわれただけだ。高嗣さんの言う出世払いは、自分につけとけって意味だからね。実際、そうやって店から請せい求きゆうを出すつもりだし」


「な……んだ、そうなんですか」


　磯山の説明に、和哉は、まずは巨きよ額がくの請求を免まぬがれたことに安あん堵どした。


　しかし一いつ拍ぱく置いてから、ようやく堂園にからかわれたことに思い至って、腹を立てる。


「って、それ、かなり意地悪くないですか……!?」


　和哉の憤いきどおりに、磯山は笑いを堪えるような表情をしながら肩を竦すくめた。


「ま、ちょっときついかもしれないけど、それが堂園高嗣だから。仕方がない」


「磯山さんまで…………あんな本ほん性しよう知ってても、ちゃんと尊敬してるんですね……」


　つい准一のことまで思い出しながら、和哉が恨うらみがましい視線を送ると、磯山は端たん整せいな眉まゆをあげるようにして、茶ちや目めっ気けたっぷりに笑った。


「それこそが、堂園高嗣のカリスマ性ってやつじゃないのか？　とにかく、早く着替えろ。我らがカリスマをお待たせすると、また怒おこられるぞ」


　日ひ頃ごろの優ゆう秀しゆうさが偲しのばれるような完かん璧ぺきな笑顔でにっこりと扉を閉められ、和哉はため息をついた。気持ちを切り替かえるように軽く頭を振ってから、堂園から指示されたハンガーを手に取る。


　しかしその瞬しゆん間かんに、気の重さも腹立ちも、何もかもが吹っ飛んだ。


「……ぅわっ……」


　こんなチョイスって、ありか……??


　改めてきちんと目にした堂園の組み合わせは、真っ白で張りのあるシャツに、透すけるように薄うすいペール・ピンクのベスト、オレンジの蛇へび革がわのベルトに、モスグリーンの細めのネクタイ。


　どうやら今着ているライト・グレーのスーツに合わせて着ろということらしいが、いくら外した着こなしが好きとはいえ、こんな奇き抜ばつな組み合わせなど考えたこともなかった。特にピンクなど、かつて色々と試ためした結果からいくと、一番自分に似合わない色のはずなのだ。


　こ…れ、大丈夫か??


　そう戸と惑まどいながらもおそるおそる全すべてを身に着けたとたん、ドンドンとドアを叩たたかれる。


「おい、まだか？　いつまでちんたら着替えてるんだ」


「あ、今！　今終わりました！」


　和哉が焦あせって鏡も見ずにドアを開けると、堂園がにやっと満足げに唇くちびるの端をあげたのが見えた。さらにその背後では、磯山が軽く目を瞠みはり、口笛を吹く真似まねをしてみせる。


「え……」


　驚いて傍らの鏡を覗のぞき込むと、そこには、一いつ瞬しゆん、自分とはわからないような男が映っていた。どこがどうとは言えないのだが、今まで見たことがないほど、どこか艶つややかで印象的なのだ。


「…………俺？」


　和哉が呆然と鏡と向かい合うと、後ろから磯山が感心したように眺ながめているのが見えた。


「さすが、高嗣さんだな。塚本くんはカッコ可愛かわいい顔してるけど、いかにも跳はね馬っぽくて男らしい感じがしたし、肌はだの色との兼かね合いもあるから、いくら薄くてもピンクは似合わないんじゃないかと思ってたんだが……素材や組み合わせのせいか、すごく、いい。素材はいいけど色気がない女の子が、美しいドレスを着たら目が覚めるほどセクシーになったって感じだな」


「俺は女の子ですか……」


　和哉はつい突つっ込んでしまったが、磯山までは届かなかったらしく、彼は尊敬と同時に戸惑ったような表情をして堂園を見やった。


「でも、ちょっと変わったスタイリングですよね。艶やかで格好いいし、うちのブランドの良さはあるんだけど、ぐっと若くて、妙に新しん鮮せんに見える」


　すると堂園は、やはり和哉を眺めながら軽く頷うなずいてみせた。


「そうだろうな。普ふ通つう、これぐらいの小こ僧ぞうがうちのスーツを着ると、下手へたすりゃ野や暮ぼったくなるし、うまくいっても実じつ年ねん齢れいよりは少し上に見えるはずだ」


　……今度は小僧かよ。


　むっとしつつもガキとどっちがいいのかなどと考えていると、にやっとした堂園と鏡の中で視線が合った。


「だが、こいつはユニークにも、元々そう着こなしていたからな。その賜たま物ものってやつだろう」


　え……それって、今、俺、褒ほめられてないか？


　和哉ががばっと振ふり返ると、なんとなく煙けむに巻まかれたといった感じの磯山が、未消化そうな表情をしながら話しかけてくる。


「それはさておき、残りの服はどうする？　まさか全部は持って帰れないだろう。送るか？」


「あ、そうしてもらえると……」


　和哉がそう頷きかけたとたん、堂園があっさりと口を挟はさんだ。


「いや、悪いが、会社の俺の部屋まで全て運んでおいてくれ。閉店後でも構わない」


「は!?」


「社長室に、ですか？」


　さすがの磯山も驚き、二人で一いつ緒しよに目を丸くしたが、和哉だけがじろりと堂園に睨にらまれた。


「ずいぶん自信満々だな。ということは、毎朝必ず、俺が気に入る格好ができるんだな？　もし気に入らなかったらどうするんだ。家まで着き替がえに戻もどるのか？」


　……マジかよ…………。


　もはや何度目かわからなくなったぼやきを呻うめきながら、和哉はまたしても頭を抱かかえた。








　広澤大智の出版記念パーティの会場は、青山にあるビルの最上階にある、空中庭園のようなレストランだった。


　エレベーターの扉とびらが開いたとたんに、華はなやかな音楽と楽しげなパーティの喧けん騒そうに呑のみこまれてしまう。そこはウエイティング・バーのようであったが、全フロアを借り切っているらしい。


　それでもまだスペースが足りないと思われるほど、パーティは盛せい況きようだった。


　いかにもファッション関係者らしいお洒落しやれな人々や、有名なモデルはもちろん、芸能人やミュージシャン、スポーツ選手までがごく当たり前のようにあちらこちらに紛まぎれている。


　それだけでも別世界に来てしまったように緊きん張ちようし、気き後おくれしてしまうというのに、傍かたわらの堂園は、こんなことなど日常だとでもいうように、ごく自然な様子で足を進める。


　するとその王者のような存在感に、あっという間に人々の視線が集まり、当然のように道が開けた。


　さらにＴＶや雑誌でしか見たことがないようなセレブリティが続々と堂園に声をかけてくる。しかも、そんな彼らのほとんどは、『voluptas』で身を包んでいるのだ。


　驚おどろいてふと見み渡わたせば、会場のあちらこちらに様々な趣しゆ向こうを凝こらした『voluptas』の着こなしを見ることができた。


　いまさらだけど……うちのブランドって、やっぱり凄すごいんだな……。


　自分とは住む世界が違ちがうような人々が、こぞって自社ブランドを身につけていることに、和哉は少しじんとしてしまった。


　そういう人をさらに探そうとして、和哉はふともの凄い視線に晒さらされていることに気づく。もちろんそれは堂園の隣となりにいるからなのだろうが、それだけにしては違い和わ感かんがあるのだ。


　少し視線を動かしただけで、何人もの女の子と自分の視線がぶつかる。


　……格好はおかしくないはずだけど……俺、場ば違ちがいな雰ふん囲い気きだしちゃってるとか……？


　そう戸惑って、和哉は向けられた視線を避さけるようにぎこちなく俯うつむいた。たとえそうだったとしても、仕事である以上、まさか逃にげ出すことも出来ない。


　なるべく視線を落としたまま、和哉は足早に、会場の奥に向かう堂園の後に続こうとした。


　そのとたん、彼の胸にぶつかる。いつの間にか足を止めて、こちらを振り向いていたらしい。


「す…みません、社長」


　和哉が慌あわてて謝ると、堂園は堪こらえるように小さく笑った。そしていきなり和哉の二にの腕うでを摑つかむと、自分の方に引き寄せる。


　思わずびくりとすると、微かすかな笑えみを含ふくんだ声で低く囁ささやかれた。


「もっと堂々と胸を張れ、塚本。いくらお前自身が場違いだとしても、俺の服を着てるんだ。余計な無む駄だ口ぐちさえ叩かなければ、騙だまし通せる」


　……あんたは、悪あく魔まか。


　普通部下がこれだけ緊張してたら、解ほぐそうと思わないか……？


　それをそんな……身も蓋ふたもない言い方するな……!!


　和哉が思わず睨み返すと、堂園はさらに笑みを深めて先を続ける。


「それに言い忘れていたが、俺のことを社長と呼ぶな。身近にいる奴やつに連呼されると、馬ば鹿かみたいだろうが」


「……っ、はい」


　とっさにそう頷いたものの、ふと、彼の周りの人はほとんど下の名前で呼んでいたことに気付く。それは彼らの親しさゆえか。和哉は確かめる意味を込めて、もう少し丁てい寧ねいに答えた。


「わかりました、…堂園さん」


　するとやはり小さく舌打ちされて、じろりと顔を覗き込まれる。


「名前で呼べ。高嗣だ。名字で呼ばれるのは何より嫌きらいだ。覚えとけ」


「……はい、高嗣さん」


　和哉が今度こそ本当に頷いたとき、艶のある明るい声とともに、誰かがぎゅっと後ろから堂園に抱だきついたのが見えた。


「たーかつぐさん！　いつまでもこんなところで、何やってんだよ？」


　堂園の肩かた越ごしに、背の高い彼に勝まさるとも劣おとらない、すらりとした白はく皙せきの美男子が、和哉の視界に飛び込んでくる。


　いかにもハーフらしい柔やわらかそうな栗くり色いろの髪かみに、[image: ]りんとした眉まゆ、陰いん翳えいが落ちるほど長く艶つやめいた睫毛まつげや、青みがかってみえる灰はい褐かつ色しよくの瞳ひとみ、高く通った鼻筋に、甘さの滲にじむ形の良い唇。


　うわっ、黒くろ須すロランだ……!!


　日本はもとより、ファッションの本場であるフランスにおいても完かん璧ぺきな美び貌ぼうであると絶賛される、世界的なトップ・モデルである。


　当然のことながら、世界中のブランドから引く手数多あまたで、自らのミューズであると公言する有名デザイナーもいる程ほどだし、『voluptas』にとっても欠かせない存在だ。


　身に纏まとったものを魅み惑わく的に見せ、人を惹ひきつけるモデルとしての彼の技量も素す晴ばらしいが、それ以上に、若いながらも成熟していて艶やか、美しい男の色気を滴したたらせているような雰囲気が、『voluptas』をいっそう魅み力りよく的に見せるのだ。


　そんなロランは、よくインタビューでも自ら話題にするように、プライベートでも『voluptas』が気に入っているらしい。


　この日も『voluptas』の胸むな元もとが深く切れた濃のう紺こんのカットソーを合わせて、極ごく細ぼそで涼すずしげなブルー・グレーのロングストールを巻き、その下から六ろく芒ぼう星せいのペンダントヘッドがついた繊せん細さいなゴールドのネックレスを胸元まで垂らすことで、こういったパーティにふさわしい遊び心のある着き崩くずし方をしていた。


　その素す肌はだがのぞく着こなしは、彼の気品あふれる美貌と絶ぜつ妙みようなバランスを保ち、息を呑むほど蠱こ惑わく的な雰囲気を漂ただよわせていた。それは女性だけにとどまらず、同じ男性の目も惹きつけてしまうらしく、こういった場に慣れているはずの客たちの視線を一身に集めている。


　……さすが……。


　和哉もその例に漏もれず、その見事さに見み惚とれてついまじまじと見つめていると、相手も同じようにしていることに気がついた。澄すみ切って美しい眼まな差ざしで、上から下まで見定めるように眺ながめられている。


　これは先に自己紹しよう介かいをしなくてはと、和哉が慌てて口を開こうとすると、ロランはさりげなく視線を外した。そして堂園の首に長い腕を巻きつけると、まるでキスでもするかのように彼を引き寄せ、その耳元で形のいい唇くちびるの端はしをわずかに上げる。


「見たことない奴、連れてるじゃん。俺が日本を空けた隙すきに、もう別の奴と遊んでるのかよ？」


　男二人に向けるには妙みような言葉に和哉がぎょっとすると、その視線を受けたロランは煽あおるような笑みを浮うかべた。そして見せつけるように、堂園の首筋にちゅっと小さく唇を落とす。


「……!!」


　単なるおふざけにしてはやりすぎだろうと、和哉がぱくぱくと口を開閉すると、視線の先で堂園が、ほんのわずかに苦笑したのが見えた。動じた気配は全くない。


「何をくだらないこと言ってるんだ。こいつはうちの新しいＰＲだし、あまりにも乳ちち臭くさいんで、到とう底ていそんな気にならん」


　堂園は平然とまたしても暴言を吐はくと、それを証明するかのようにロランの腰こしを引き寄せた。


　そうやって二人が寄より添そう姿はまるで映画のワンシーンのようで、つい見惚れてしまうほど様になっている。


　……これって、やっぱり……??


　和哉がおそるおそる疑ぎ惑わくの眼差しを向けると、堂園を見つめるロランの瞳には、愛いとおしい恋こい人びとだけに向けられるような熱っぽい甘さが滲んでいるような気がした。


　この業界はそういう人種が多いと噂うわさには聞いていたが、まさか身近に二人もいるとは。


　あまりにも驚き過ぎて、和哉がその場で固まっていると、ロランはそんな様子を胡う散さん臭くさげに眺めながら、さらに駄だ目め押おしするかのように堂園の肩かたを抱き寄せた。


「ふーん……なら、早いとこ、広澤さんに挨あい拶さつしに行ってやれよ。他ほかの客に囲まれてるのに高嗣さんがいるのに気付いちゃって、そわそわしてた」


「まったくあいつは……まだそんなガキみたいなことやってんのか」


「まーね。つーかあの人、もう一生そうじゃねーの？　だからあんな写真が撮とれるんだよ」


「そのくせ、あんなに色気のある写真を撮りやがって」


「あ、高嗣さんも見た？　あれ、いいよなー。俺もまた撮ってほしいって思った」


　二人の間だけでしか通じないことを話しながら、堂園はロランの腕を振ふり払はらうでもなく、ごく自然な態度で会場の奥に向かって歩き始める。


　そんな彼らの後ろに続きながら、和哉はつい彼らの嗜し好こうを疑うようにじろじろと見つめてしまったのだが、見れば見るほど、確信が持てなくなってしまった。


　というのも、二人とも極ごく上じようの容姿であるせいか、そうしていても妙な邪じや推すいなど撥はねのけてしまうほどに魅力的で、有う無むを言わせぬ迫はく力りよくがあるのだ。そして実際、周囲の人々からも、彼らの様子をそういう意味で気に留とめているような雰囲気はないように見える。


　……黒須ロランなら海外生活も長いんだろうし……さっきのセリフや動作は、やっぱりきわどいジョークで、肩かた抱だいてるのもスキンシップの範はん疇ちゆうなのか？　これがギョーカイ流とか？


　和哉が内心で首をひねっていると、それを後あと押おしするかのような光景が目の前に広がった。


　化け粧しよう品のＣＭやファッション雑誌の表紙を飾かざるような美しい女優やファッションモデルといった女性たちが、人波の中から頻ひん繁ぱんに現れては彼らの足を止めるのだ。そして彼女たちのほとんどが、冗じよう談だんとも本気ともつかないような誘さそいの言葉を投げかけては、思わせぶりに堂園やロランにじゃれつく。


　時にそれは、先ほどのロランよりも露ろ骨こつで際きわどい場合もあったが、堂園はやはり彼にしたのと同じく自然に受け入れ、状じよう況きようによってはそれ以上に魅力的に誘い返してみせるなど、美しい女たちとのおふざけを楽しんでいるようだった。


　そういった姿からは、やはり途と方ほうもない女好きに見える。


　……それともまさか……女も男も、どっちもイケるってやつ……？


　……まあどちらにせよ、とにかく、ものすごく遊び慣れているに違ちがいない。


　和哉が内心でそう肩を竦すくめると、突とつ然ぜん、背後で大きな声が響ひびいた。


「今日の主役をいつまでほったらかしとくつもりなんですか？　相変わらず薄はく情じようだな」


　びっくりして和哉が振り返ると、そこにはいかにも俠おとこ気ぎあふれる顔つきをした逞たくましい男が、快活な笑みを浮かべて立っていた。


　このパーティの主役である、広澤大智だ。


　彼は堂園やロランと並んでもまったく見み劣おとりがしないほど背が高く、才能に裏打ちされたような個性的な迫力がある。さらに厚みのある胸むな板いたと広い肩かた幅はばは、同じ男としても羨うらやましいほどで、その上もちろんファッション・センスも一流とあっては、たまらない。


　今日はいかにも主しゆ賓ひんらしい豪ごう奢しやな装いをして、豪ごう放ほう磊らい落らくな魅力を十二分に惹き立てていた。無ぶ頼らいな雰ふん囲い気きの中にも品の良さと男らしい艶つやが滲にじみ、どこかくだけた人ひと懐なつこさまで感じられる。


　……本物の広澤大智が、俺の目の前で動いてる……。


　思わず和哉が呆ぼう然ぜんとしたとたん、さらに華はなやかな男がくすくすと笑って姿を見せる。


「まったく同じことをあっちで言われていたぞ、大智。主役に挨拶しようとしたら逃にげられたって、日ひ高だかがへそを曲げてる」


　……って、市いち来き喬たか久ひさ、じゃねーか!!


　あまりにもひっきりなしに憧あこがれの有名人に会えるせいで、もはや熱が出そうである。和哉は麻ま痺ひしそうな頭を必死に留とどめて、目の前にいるカリスマ編集長を見つめた。


　彼は日本の流行を決めるとされる超ちよう一いち流りゆうファッション誌『Factio』の編集長であり、業界への影えい響きよう力はもちろん、紙面の刷新によって一大ブームを巻き起こしたり、売り上げ部数を倍増させるなど、新しい試みを次々と成功させるビジネスマンとしても人気を誇ほこる男なのだ。


　その人気には、もちろん類たぐい稀まれな容姿やセンスも含ふくまれている。他の男たちと比べても遜そん色しよくのないすらりとした長身に、涼しげで気品のある容よう貌ぼうとあって、まるで英国貴族のようなのだ。


　それでいて、先ほど大智や堂園に対したときのように、少し笑うと、どきりとするほど柔らかい印象になる。


　……な…んか、俺、夢見てるような気がしてきた……。


　憧れの男たちが一堂に会しているだけでも驚おどろきだというのに、彼らのこれまでは想像すらしたことがなかった、生きた人間としての一面まで見ることができたのだ。


　凄すごい世界に入り込んでしまったとくらくらしながら、和哉はぼんやりと彼らの姿を見つめていた。徐じよ々じよに集まってきた人々に少しずつ押し出され、ゆっくりと彼らとの距きよ離りが開き始める。


　……悔くやしいけど、やっぱすごい人なんだよなあ……。


　誰もが超一流とされる人々の中でも一ひと際きわ周囲の目を惹ひきつけ、さらにロランや大智といった同じアーティストからも尊敬の眼差しを送られる堂園の堂々とした姿を見つめながら、和哉はこっそりとため息をついた。


　プレス担当を引き受けることになっちゃったけど……本当に、俺で大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？


　今さらながらに和哉が不安に苛さいなまれそうになった時、ふと堂園が何かを探すように視線を揺ゆらすのが見えた。視線を集めることなど慣れきったような眼差しが、和哉の目とかち合ったとたんに、ほんの少しの反応を見せる。


　そのとたんに和哉はなぜか、胸むな奥おくのどこかを摑つかまれたような気がした。


「塚本！　何そんなところでぼさっとしてんだ。市来編集長に紹介してやるから、早く来い！」


　しかし次の瞬しゆん間かんには、これまで通りに怒おこられ、我に返る。


　……なんだ、今の……??


　和哉は妙な自分の反応にも首を傾かしげながら、慌あわてて堂園の傍そばに近づいていった。











　やっ、べー……!!


　翌朝、和哉は本社までの道のりを全力で走っていた。表参道駅の階段を駆かけ上がり、路地を使って近道をする。


　実は昨夜のパーティの後、突然本社に呼び出された和哉を心配したかつての同どう僚りようたちに呼び出され、朝まで飲んでしまったのだ。


　新ブランドについてはまだ明かしてはいけないということもあって、異動した事実だけを話した。すると詳くわしい事情を知らない同僚達は皆みな、すごいすごいと手放しで、自分のことのように喜んでくれたのだ。


　そんな温かさに囲まれていると、無む性しように店に戻もどりたくなる。


　けれどもその一方で、心底祝ってくれている彼らの笑え顔がおを眺ながめていると、やはりプレス担当になれたことは幸運なのかもしれないと、前向きな気持ちにもなれた。


　……まあとりあえず今は、遅ち刻こくしないってことに全力を懸かけないとな……!!


　そのかいもあって、就業時間には間に合いそうだ。和哉は六階のエレベーターホールに飛び出すと、そのままフロアに駆け込んだ。


　しかし最悪なことに、准一の席の周りには、堂園と香坂が集まって話をしていた。三人とも、今日も見事に『voluptas』のスーツを着こなしている。


　そんな中でもやはり堂園は一際抜ぬきん出ていて、一分の隙すきもないような豪奢さを漂ただよわせていた。その表情も朝にふさわしく晴れやかで、疲つかれたような気配はまるでない。


　あのパーティの後、いかにも夜はこれからだという感じで黒須ロランと消えたけど……やっぱり、そういう仲なのかな。


　うっかりそんなことを考えかけてしまい、和哉は慌てて頭を振った。精神衛生上、やはりそこには蓋ふたをしておきたい。


「…………お、はようございます……」


　和哉は目立たないよう小さく呟つぶやくと、素す早ばやく准一の向かいにある自分の席に座ろうとした。


　しかしとたんに、堂園の声が響く。


「おい、塚本。こそこそと座るより前に、すべきことがあるだろうが」


「え？」


　意味が分からず和哉が目を丸くすると、堂園は不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめて、無言で顎あごをしゃくってみせた。


　なんだ、それ。今日も朝から偉えらそうだな。


　いかにもこちらを見下したような堂園の態度にむっとしながら、和哉は渋しぶ々しぶ立ちあがる。


　すると堂園はさらに尊大に腕うで組ぐみをして、和哉を上から下まで眺め始めた。どうやら昨日の宣言通り、服装をチェックしているらしい。


　だ…いじょうぶだよな、今日は。


　一応スーツを着て来たものの、昨日のうちに聞いておいた堂園のスケジュールでは社外に出ることはないはずだ。遅刻しそうだったので、いつも通りに組み合わせてしまったのだ。


　どきどきしながら堂園を見上げると、じろりと見つめ返される。


「なぜこの服を選んだ？」


「えっと……今日は社内ばかりだと聞いたので、スーツでも親しみがある雰囲気にしました」


　和哉の答えに、堂園は、ふん、と鼻を鳴らす。


「親しみはあっても、ガキ丸出しじゃどうしようもない。失格」


　あっさりとそうダメ出しされて、和哉は思わずむかっとする。


「白地にオレンジの縞しまが入ったシャツがあるはずだから、替かえて来い」


　くっそー!!


　和哉はそう内心で歯は嚙がみをしたけれど、堂園はそんな瑣さ末まつなことなどすぐに切り替えたように、和哉を見下ろすと片方の眉を跳はね上げた。


「その前に今朝のチェックの結果を聞こうか。報告しろ」


「は？」


　またしても意味不明な堂園の命令に和哉が思わず眉まゆ根ねを寄せると、准一がさりげない口調で引き取ってくれた。


「すみません、高嗣さん。まだプレス担当の仕事は、概がい要ようしか教えていないんです。今朝は、どのメディアにも我が社の記事は掲けい載さいされていませんでした。気になることもありません」


　准一の机の上に数種類の新聞や業界専門紙が積み上げられているところを見ると、そういったメディアに自社情報が出ていないかを毎朝チェックして、報告するという仕事らしい。


　推測ながらも状じよう況きようを理解すると、和哉は小さく唇くちびるを嚙んだ。


　たとえ仕事について知っていたとしても、今出社してきたばかりでそんなこと、報告できるわけがないじゃないか。


　ほんっとこの人、意地が悪いな……！


　そんな腹の中の唸うなりが顔に出てしまっていたのか、堂園が見過ごせないとでもいうように、ゆっくりと瞳ひとみを細めるのが見えた。


「何か文句があるのか？　たとえ概要しか知らなくたって、自社に関する状況をいち早く把は握あくしておくことが必要だということくらい、想像がつくだろうが。ちんたらした仕事をするな！　そもそも今日の出社時間はぎりぎりでいいと、誰に確認したんだ？」


　何だか色々反論したい気はしたが、とっさに言葉が出ない。


　もちろんそれを堂園が待ってくれるはずもなく、彼はちらりと准一を見やった。


「お前はいつも何時に出社してるんだ」


「そうですね……遅おそくてもだいたい始業の一時間くらい前には始めるようにしていますが」


　すると堂園は、じろりと和哉を見つめた。


「それじゃお前は二時間前だな。もちろん明日から、俺がいいと言うまでずっとだ」


「えええっ!?」


「がたがた言うな！　准一、お前も妙みようなフォローをする必要はないぞ。明日からはこいつに任せて、その後でチェックしろ。いいな！」


　……ありえねー!!


　和哉が思わず心の中で絶ぜつ叫きようしていると、またしても堂園にじろりと見られた。


「何か文句があるのか？」


「…………いえ」


「それならさっさと着き替がえに行ったらどうなんだ。俺が部屋を使えないだろうが」


　……くっそー!!


　腹の中で再び悪態をつきながも、和哉は仕方なく社長室までダッシュした。








　そうした堂園とのやり取りは、やはりフロア中の注目の的だったらしく、和哉は誰かとすれ違ちがうたびに声をかけられる羽目となった。


「さっきは朝からご苦労さん」


「あっ、ファッション・チェック受けてた人だ～」


「ほんとにオレンジの方がカッコよく見えるね。さすが高嗣さん」


「経験のない仕事で大変そうだけど、初めはみんなあんなもんだよ。気にするな」


「明日から頑がん張ばってね！」などなど。


　笑顔で声をかけてくるスタッフはみな性格の良い人ばかりらしく、だいたいが同情であったし、からかわれても嫌いやな感じはなかったのだが、情けないし、恥はずかしい。


　……そりゃプレス担当として何にもわかってないわけだけど、いきなり駄だ目めな奴やつとして顔を覚えられるのも辛つらいよなあ……。


　おかげで周囲とぐっと距きよ離りは縮まった気はするが、複雑な気分に和哉はため息をついた。


　……それになんだかんだ言って、みんな結局は堂園さん大好きって感じだし。


「高嗣さんも仕事にはストイックな人だから」


「口が悪くて、容よう赦しやないし」


「あれであそこまで才能がなかったらやばいけど、そうじゃないからなあ。別に美大や専門学校に通ったわけでもないのに、独学であんなに美しい服をつくっちゃうんだもん」


「あのデザインを見てしまうと、仕方がないって思うだろ？　もうあそこまでいくと僕はアートだと思うね。しかも身に纏まとえるなんて実用的な、最高の芸術だ」


「なんだかんだ言っても、やっぱセンス良くて格好良いもんね。彼のデザインに関かかわれてるんだと思うと、それだけで苦労したことが吹ふき飛んじゃうような気がする」


　堂園は口が悪くて、自己中心的な俺様で……みな口を揃そろえてそう悪口を言うわりに、実ににこにこと嬉うれしそうにその話をするのだ。そして最後に、必ず堂園とその才能を手放しで讃たたえる。


　そういった様子からは、みな心の底からファッションが好きで、堂園に憧あこがれ、心しん酔すいしていることがひしひしと感じられた。


　俺も、そうだったはずなんだけどなあ……。


　なんだかよくわからないが割り切れない気持ちをもてあまし、和哉は自分の席に座ったまま、てきぱきと電話応対をしている准一の姿をぼんやりと眺ながめた。これから午後イチで始まるミーティングに准一と一いつ緒しよに参加する予定なのだが、運悪く外から電話がかかってきてしまったため、待機しているのである。


「待たせたな。それじゃ、行くか」


　結局開始時刻ぎりぎりになってしまって、二人は小走りでフロアを出て行くことになった。








　若じやつ干かん遅おくれて入ったミーティングは、ワンフロア下のパタンナー室で行われているものだった。


　フロアが丸々ぶち抜ぬかれているパタンナー室は、素材や道具であふれかえった大きな作業台が整然と並び、その合間にはまだ作業中らしいボディが点々と立てられていて、静かな活気を醸かもしている。しかしそこには誰もおらず、みな、入ってすぐのスペースに集まっていた。


　そこには、白一色でつくられた様々なデザインの服を纏まとったボディがずらりと並んでいる。その様子はいかにもプロトタイプといったふうで、色が無くても美しく、壮そう観かんだった。


　そしてそれらに紛まぎれるように、堂園はもちろん、アシスタント・デザイナーである眞二やチーフ・パタンナーの桂祐、輪から少し距離を置いた場所には香坂の姿まで見ることができる。


「これがいわゆる、『トワル・チェック』ってやつだ」


　ボディを一つずつ丁てい寧ねいにチェックしている堂園の姿を目で示しながら、准一は囁ささやくような口調でそう教えてくれた。


「トワレ？」


　聞きなれない単語に、和哉がオー・ド・トワレを連想すると、苦笑しながら訂てい正せいされる。


「トワレじゃない、トワルだ。トワル地。あの真白で薄うすい布のことだよ」


　そう言いながら、准一はボディが着ている白い服を示す。


「お試ためし用の布地って言うとわかりやすいかな。実際に服をつくるための布でいきなりやって失敗するともったいないからね。まずはトワル地で型をつくって、デザインを形にしたときのバランスやイメージを確認し、必要があれば調整するんだ。だからそうしやすいように、あれは糸で縫ぬうんじゃなくて、細かいピンだけで留とめられている」


「……本当だ……」


　目を凝こらしてみると、真白なトワル地の服はどれも、糸の代わりに華きや奢しやで折れてしまいそうな銀色のピンで留められていた。


　そして眞二と桂祐を両りよう脇わきに従えた堂園が、それらをチェックし指し摘てきするたびに、パタンナーたちはてきぱきとそのピンを引き抜き、細かな調整を繰くり返していく。


「これだと丈たけが長すぎる。あと５ミリあげてくれ。それに左ひだり肩かたのバランスが悪い。傾かたむきすぎだ。そう……いや、あと１ミリ上」


　堂園は無む駄だのない動きでデザインを確かめ、少しでも自分のイメージと違ちがうところがあれば徹てつ底てい的に直させていく。


　明確でけしてぶれない彼の意思と的確な言葉は、素人しろうと目めにも鮮あざやかで、それによって直された服は、ほんのわずかな修正であっても格段に素す晴ばらしくなっていくのがわかった。


　白一色のプロトタイプとはいえ、新ブランド用のデザインはどれも、斬ざん新しんなのに奇き抜ばつすぎず、若いからこその爽さわやかな色気に満ちて、痺しびれるほどに美しく、素晴らしかった。


　そしてその指揮をとる堂園の姿は、これまでのどの瞬しゆん間かんより鮮せん烈れつで男らしく、目を眇すがめたくなるほど格好良く見える。


　すごい…………こうやって、服がつくられるんだな……。


　いかにもこれから新しいものが形づくられていくという静かな熱気と、プロフェッショナルたちのきびきびとした動きによる緊きん張ちよう感かんに、和哉は身が引き締しまるような高こう揚ようを覚えた。


　これまではセールス・スタッフとして、すでにできあがったものから始まる仕事をしてきたわけだけれど、あの裏に、こんな世界があったとは。


　もちろん今までだってわかっていたつもりだったけれど、こうして間近で見て感じてみると、全然、違う。まさしく今、この場所で、堂園の服が生まれているのだ。


　……やっぱ、プレス担当になれて良かった、かも。


　和哉が思わず感かん嘆たんのため息をつくと、それに気づいたらしい准一に微笑ほほえまれ、顔を覗のぞき込まれるように囁かれた。


「感動したか？」


「はい。やっぱりすごい、です」


　素す直なおな気持ちを口にすると、准一はおかしそうな表情を浮うかべて、再び説明を始める。


「ここでの俺たちの仕事は、新しいデザインについての知識はもちろんだが、それにまつわる高嗣さんの考えを知っておくことだ。細かな言動にも注意しておくこと」


　和哉が頷うなずきながら准一に倣ならって堂園たちをさらに目で追いかけていると、視界の端はしで准一が小さく肩かたを竦すくめたのが見えた。


「いつもなら、この段階でボディではなくモデルにトワルを着せて一気に調整してしまうから、もう少し実際に近いイメージが得られるんだが……」


　和哉が准一の説明に振ふり向きかけたとき、ふいにざわりと不ふ穏おんな気配が湧わき起こった。


　驚おどろいてそちらを見ると、堂園とチーフ・パタンナーの桂祐が、一体のボディを挟はさんで睨にらみ合うような雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。どうやらボディが着ているメンズのスーツジャケットに関して、二人の意見が対立しているらしい。


　特に堂園の方は、精せい悍かんな頰ほおを歪ゆがめると、苛いら立だちを隠かくすことなく唇くちびるの端を曲げた。


「この部分をもう少し絞しぼるだけだ。できないわけがないだろうが」


「できないとは言っていません。お勧すすめできない、と言ったんです」


　臆おくすることなく真っ向から堂園の視線を受け止めた桂祐も、きっぱりと言い返す。


　その頑がんとして動かない眼まな差ざしに、堂園はますます忌いま々いましそうに舌打ちをした。


「今必要なのは、もっと洗練されたラインだ。この俺に歯向かってまで邪じや魔まするからには、それなりの理由があるんだろうな」


　半ば脅きよう迫はくのような雰囲気に、周囲のスタッフがしんとするのがわかる。眞二だけが、平然として問題のトワルを眺めている。


　桂祐は少し言葉を選ぶような間を置いたが、やはり決然とした表情のまま、堂園を見上げた。


「一いつ介かいの職人として、僭せん越えつであることはわかっています。ですが、先ほどやはりアームホールも小さくしている。これ以上絞っては、動いたときの着き心地ごこちが格段に悪くなります」


　そこで桂祐はひとつ息をつくと、まっすぐに堂園を見つめた。


「例えばこれがドレスであれば、こんなことは言いません。ある程度の時間しか身に纏わないでしょうし、着心地より見た目を重視する人も多いでしょう。でも、これはスーツだ。新ブランドのコンセプトによるなら、顧こ客きやくにとって初めての、仕事における戦せん闘とう服として選ばれるような服です。それがわかっているのに、明らかに質を低下させるような調整なんて、やりたくない。だからお勧めできないと言ったんです」


　職人としてのプライドが、彼にそこまで言わせているのだろう。桂祐は自身の全すべてを懸かけるような強い眼差しで堂園を見み据すえた。


　しかし堂園の美意識とて、そんなことでゆらぐほど脆ぜい弱じやくではないらしい。


　腕うで組ぐみをしたまま、容赦ない眼差しでじろりと桂祐を睨みつける。


「技術的に考えても、この程度ならそこまで着心地は悪くならないはずだ」


「それは手作業でつくるときの話です。工場に回してしまえば、そこまでの品質は保証できないはずだ。それに」


　そこで桂祐は、初めてちらりと眞二に視線を向けた。無意識らしいが助けを求めるようにも見えるその動きに、眞二も驚いたように小さく片方の眉まゆを上げる。


「……俺は今のままでも十分、新しくて洗練されたフォルムだと思います。高嗣さんが求めている流りゆう麗れいさは、新ブランドのクオリティを落としてまで目指すべきものなんですか？」


「それは俺が決めることだ」


　堂園はにべもなくその箴しん言げんを切り捨て、いっそうの緊きん迫ぱく感かんが高まる。


　するとそのとき、それを崩くずすように、眞二がしれっとした声を出した。


「じゃ、せっかくなんで、ターゲット層の意見でも参考にしてみますか」


　そう言ってにやりと笑った眞二の視線は、まっすぐに和哉に向けられている。


　え……？


　和哉が慌あわてふためいたとたん、堂園たちはもちろん、その場にいる全員の視線が集まっていることに気づいた。


「ターゲット層と同じ年代のうえ、ファッション・センスが新ブランドに合っているから選ばれたという、新しいプレス担当者サマの意見を聞かない手はない」


　いくらこの場を和なごませるためとはいえ、こっちに振ることないだろう……！


　相変わらず悪意を感じる眞二の口調に、和哉は一いつ瞬しゆん鼻白んだが、どうあがいても逃にげられる雰囲気ではない。それに、別に難しいことを聞かれているわけではないのだ。自分の思うところを言えばいい。


　和哉はそう考え直すと、周囲の視線に耐たえながらおずおずと口を開いた。


「俺も……着心地の良さは大事だと思います。自分が初めて社会人になった時は、それまで経験のなかったスーツの着心地に慣れるまでが大変でした。学生時代の友人には、デザインより着心地の良さで選ぶと言い切る奴やつも多いですし、それに今のままでも、十分格好良いです」


　なんとか和哉がそう答えると、眞二はさらに興をそそられたような表情をみせた。


「今のままでも十分格好良い、ね。そう言い切るからには、その格好良さってのが新ブランドの基準を満たしているってことだろうな。それじゃ、新ブランドのコンセプトを言ってみろ」


「えっ……」


　そういえば俺、そのことについてちゃんと聞いてない……！


　今さらながら思い当たって、和哉は内心で青くなった。


　あからさまに口ごもってしまうと、眞二は一気に白けた眼差しをする。


「まさか、マジで知らないのかよ。そんなことでプレス担当が務まるのか？」


　揶や揄ゆするような眞二の口調に和哉が唇の端を嚙かむと、准一が小さく咳せき払ばらいをした。


「塚本は昨日異動して来たばかりで、俺がまだきちんと教えていないんだ。それに半はん端ぱな知識で軽けい率そつな発言をしないということは、むしろプレス担当者として必要不可欠な資質でもある」


　准一はそうフォローしてくれたけれど、眞二はあっさりと鼻先で笑い飛ばす。


「ご高説どうも。ショウ当日になっても、同じ言い訳してなきゃいいけどな」


　辛しん辣らつな言葉を口にすると、眞二は、言いたいことは最後まで言うとばかりに和哉を睨んだ。


「眠ねむたい仕事、してんじゃねーよ。いつまでも新人面は通らねぇぞ？」


「す、みません……」


　思わず和哉が俯うつむきかけてしまうと、堂園の不ふ機き嫌げんそうな低い声がそれを阻はばむように響ひびいた。


「いつまで下らない話を続けるつもりだ、眞二。知識なんか後からつけりゃいいだろうが。それにその新人でさえ、自分の意見を述べてるんだ。お前もいい加減に意思を示せ」


「……それは失礼いたしました」


　そう言いつつたいして気にしていない様子で肩を竦めると、眞二は躊躇ためらいもなく口を開いた。


「確かに、高嗣さんの指し摘てきした部分を直せばもっと洗練された雰囲気になる。でも、そのために着心地の良さを捨ててしまうのは、俺も反対です」


　そこで言葉を切ると、眞二は教えてやるといわんばかりに、ちらりと和哉の方を見やった。


「新ブランドのターゲットは、新社会人になる若い男女だ。いかにも成功しそうな機転と歳相そう応おうの艶つやがあるイメージを目指す。特に『voluptas』を知らない層を狙ねらっているわけだから、デザイン以外にも強みがある方がいい。……とはいえ、もっと洗練されている方が新ブランドのイメージだという高嗣さんの意見もよくわかります。その方が絶対的に格好良い。だから……こうしてみたらどうですか」


　眞二はそう言いながら、ジャケットの襟えり元もとに手を伸のばした。


　デザイナーとはいえ、確かな技術を感じさせる手さばきで、あっという間に右側のラペルの角度を変えてさらに細くしてしまう。ラペルとはジャケットの襟えりのことなのだけれど、これを細くすればするほど一いつ般ぱん的に若々しく、スマートな印象になるのだ。


　さらに眞二はその非ひ凡ぼんな才能を見せ付けるかのように、知的だがどこか艶のある、新ブランドにふさわしい形に整えてみせた。堂園が指摘したラインこそ絞ってはいないけれど、明らかに洗練度が高まっている。


　……すごい。ほんのちょっとの差なのに、全然、違ちがう。


　魔ま法ほうのような眞二の手しゆ腕わんに、先ほどの悔くやしさなど一瞬にして吹ふき飛ばされた。ただ辛辣で生意気なことを言うだけではなく、自身の能力を持って解決策まで示してみせたのだ。


　すると堂園も同じ気持ちだったようで、小気味良さそうな、満足げな笑えみを浮かべる。


「……なるほどな。いいアイディアだ。これで行こう」


　とたんにほっとしたようにあたりの雰囲気も緩ゆるみ、桂祐も安心したような表情を覗のぞかせた。


　そしてやはりプロフェッショナルを思わせるような素す早ばやさで抜ぬかりなく手を動かすと、左側のラペルに眞二のアイディアを活いかす。


　それに触しよく発はつされたかのように、堂園と眞二は再び他ほかの部分を検討し始めた。桂祐は黙だまって二人の会話を聞きながら、時折自らの手を動かしたり、他のパタンナーに指示を与あたえたりして、それがもっと活発になるよう助ける。


　そんな彼らの視界の中に、和哉のことなど、もはや欠片かけらも存在しない。


　そして准一までもが、拾うことなどなさそうな状じよう況きようだというのに、何かメモを取り始めた。


　……やばい。いくら異動二日目とはいえ、今の俺じゃ、完全にお客様じゃん。


　みんなプロフェッショナルとしてのプライドを持って、自立して仕事をしているのに、俺だけが、ずぶの素人しろうとみたいに全然ついていけてない。


　こんなんじゃ、だめだ。


　和哉、はますます遠く感じるようになった堂園たちの姿に目を眇すがめた。


　もちろん自分には、あの人たちみたいに特別な才能はない。


　芸術的な才能はもちろん、圧あつ倒とう的なリーダーシップも、決断力も、確固とした技術も、仕事のための知識すら、ない。


　けれどいつかは、彼らと肩かたを並べられるようなプロフェッショナルになってやる。


　堂園という圧倒的な才能の前でだって、桂祐や眞二、准一のように、自分が誇ほこれる何かがあれば、対等に仕事ができるとわかったのだから。


　今はまだ拙つたなすぎるけれど、いつか、絶対なってやる。


　それには、まずは新ブランドの立ち上げだ。絶対に、全力をかけてやってやる……!!


　胸の奥を焦こがすような熱い想おもいに、和哉は自分で自分に誓ちかってみせた。











　誰もいない早朝のオフィスは、想像以上に気持ちがいい。


　がらんとした開放的な雰ふん囲い気きの中、ガラス・ブロックの壁へき面めんから射し込んでくる柔やわらかいが眩まばゆい光に、和哉は目を細めた。なにせ、堂園に命令されたよりも早く、就業時間より三時間近く前に出社したのだ。


「…っしゃ、まずは着き替がえて来るか」


　昨日自分に誓ったやる気を漲みなぎらせて、和哉は社長室へと向かった。


　これから先は、『voluptas』の服だけを使って、新ブランドにふさわしい着こなしをしようと決めたのだ。そしておそらく今日も受けるであろう堂園のファッション・チェックも、彼と新ブランドのイメージをすり合わせる格好の機会として受け止めることにした。


　まずは、自分のできることから。遠くの道も、一歩から。


　和哉は自分にそう言い聞かせながら、ラックを眺ながめて服を決める。並んだ順番の内に堂園の思おも惑わくが秘ひめられているわけだが、あえてそれは参考にせず、自分なりの組み合わせを考えた。


　今日は、濃のう紺こんのスーツにうっすらとグレーがかったシャツ、艶のある黒地に白のピン・ドットが入ったネクタイを合わせ、シャツと色みを合わせたシックなチーフを挿して、勝負だ。


　そうして着替えて戻もどってきても、やはりまだ誰も来ていなかった。当然ながら時間もある。


　計画通りだと満足しながら、和哉は鞄かばんの他に持ってきたずっしりと重い紙かみ袋ぶくろから、次々と本を取り出した。


　昨日准一に読んでおいた方がいいと教えてもらった、参考文ぶん献けんだ。これまでは行こうと思ったこともなかった大型書店に出向いて、買ってきたのだ。


　それらは一般的なＰＲの仕事を図解した本に、ファッション業界を俯ふ瞰かんした入門書、現げん役えきのプレス担当が書いたビジネス書までと幅はば広ひろい。残念ながら、准一に一番強く勧すすめられた、業界でも伝説といわれるプレス担当者による指南書は手に入らなかったのだが、仕方がない。これだけあればしばらくは困らないはずだ。


　もちろん、昨日のミーティングでのことは、本からの知識で対応できたものではないし、本を読んだだけですぐに仕事ができるわけじゃないということもわかっている。


　けれども、とにかく何か、努力だけでもしたかったのだ。


　昨日は、実力も無いのに努力もしていないことを思い知らされたようで、心底情けなかった。努力もせずに、出来ない奴だと指摘されてふてくされているほど、格好悪いことはない。


　セールス・スタッフをしていたときだって、売り上げにこそ反映させられなかったけれど、いかに『voluptas』に対してもっとたくさんの人に興味を持ってもらえるかと考えたり、自社商品が買えないからこそ、手が届くブランドと組み合わせることで新たな格好良さを模も索さくしたりと、これでも自分なりに努力してきたつもりなのだ。


　暇ひまさえあれば、同じ『voluptas』の他店をチェックしたり、ライバルブランドを始めとするショップをいくつもはしごしたり、街中でトレンドを探さぐったり。


　ファッションのことを考えられるだけで楽しくて、時間を忘れて夢中になった。だから仕事というより趣しゆ味みに近いのかもしれないが、とにかく、ファッションに対する情熱だけは、誰にも負けないつもりでいるのだ。


　それに、絶対、負けてやらねー！


　からかうように唇くちびるの端はしを上げる堂園や眞二の顔を脳のう裏りに思い浮うかべながら、和哉は鼻息も荒あらくデスクに座った。すると、積み上げた本がなかなかの高さになっていることに気づく。


　やっぱり、朝、会社で読むことにして正解だったな……。


　本を読むのは嫌きらいではないが、慣れない環かん境きように疲つかれ果ててしまって、昨夜は家に着くなり寝ねてしまったのだ。


　もちろん先に、プレス担当としての仕事である自社情報の掲けい載さいチェックの仕事はやるが、時間が空いた場合は、有意義に使える。


　和哉は同じ紙袋から、准一に教えられた通りに買ってきた新聞を広げた。一いつ般ぱん紙しが数種類に経済新聞、それに業界新聞などだ。ちなみに業界紙はそのあたりで買えるものではないため、家から持ってきた。セールス・スタッフの頃ころから購こう読どくしているのだ。


　これらを隅すみから隅までチェックして、自社情報や気になる記事があれば切り抜く。


　准一からは気にするポイントもきちんと教えてもらった。慣れれば要領が摑つかめて楽になるとも言われているけれど、目を通すだけでもかなり大変だ。初めのうちはきちんと文字を読んでいるのだけれど、そのうち、ただ字面を眺めているだけのことに気づく。


　……集中力、切れた……。


　久々にかしこまって大量の文字を読んだので、あっという間にわずかな力を使い果たしてしまったらしい。和哉はそんな自分に苦笑すると、気分転てん換かんをしようと立ち上がった。


　ちょっとした体操をしながら、准一の机に積まれた雑誌に気づく。


　ハイ・ステイタスな誌面で人気の高い男性総合誌だ。


　執しつ筆ぴつ者もフォトグラファーも、すべて一流の人を揃そろえていることで幅広い支持を得ている有名誌だが、今回はどうやら堂園を特集したらしい。全身を『voluptas』のスーツで決めた彼が堂々と表紙を飾かざっていた。まだ店頭に並んでいない最新号のようだから、掲載見本として出版社から送られてきたのだろう。


　こんな雑誌にまで特集されるなんて、ほんとすごい人だよな……。


　和哉は感心しながら、雑誌を取り上げるとページをめくった。


　まるでハリウッド・スターのグラビアのような写真に続いて、ロング・インタビューや華はなやかな経歴を紹しよう介かいする記事などが掲載されている。特集というだけあって、これまで和哉が読んだどの情報よりも多た岐きに亘わたっているようだった。


　そこには、今ではファッション界の寵ちよう児じとして認められている堂園だが、実は初め本人にはその気がなく、偏へん差さ値ちが高いことで有名とはいえ、芸術やファッションとは全く関係のない大学に通っていたと書かれていた。


　そのことはもちろん和哉も知ってはいたが、その先を何気なく読んで目を丸くしてしまう。


　高嗣さんが大学時代にデザインに目覚めたってことはどこかで読んだことあったけど……それって、香坂さんと出会ったことがきっかけだったのか……！


　新たな事実に、和哉はつい先を読み進めてしまう。


　なんでも香坂の実家は曾そう祖そ父ふの時代から続く皇室御ご用よう達たしのテーラーだそうで、彼の家に出入りするようになって、仕立て職人である香坂の祖父や父親に可愛かわいがられ、服作りに興味を覚えたことがきっかけだというのだ。


　そして自分でも見よう見み真似まねで服をつくるようになり、その才能に気づいた香坂に何度も熱心に口説かれて、在学中から『voluptas』を立ち上げる運びとなったらしい。もっともその頃はブランド名まではついておらず、音楽をやっている友人にステージ衣装を提供したりする、いかにも学生らしいレベルだったそうだが、そこから音楽業界関係者に注目されて仕事が広がっていったあたり、本当に才能があったのだろう。


　そして大学卒業のタイミングで香坂とともに『voluptas』を起業するのだが、その際も、香坂に説得されて腰こしを上げたというのが本当のところだという。堂園本人としては、どんなに成功しつつあったところで、あくまで学生時代のお遊び的なものとして、卒業後まで続けるつもりはなかったというのだ。


　……へえ、意外だな。


　そこまで読んで、和哉はふと首を傾かしげた。


　昨日のパタンナー室で和哉が目にしたように、自分の中に浮かんでいるデザインをはっきりと掲かかげ、周囲と衝しよう突とつすることも恐おそれずに、許されるぎりぎりまで理想を追いかけていくような堂園の姿を知ってしまうと、ちょっとした違い和わ感かんを覚えたのだ。


　堂園の性格から考えても、もっと幼い頃から抑え難がたいようなファッションへの情熱があって、自ら率そつ先せんして行動し、今の成功を勝ち得たと聞いたほうが納なつ得とくできるような気がした。


　まあ取材だからって全部本当のことを言っているとは限らないけどな……。


　和哉がさらに続きを読もうとしたとき、がちゃりと扉とびらの開く音が響ひびいた。


　こんなに早く出勤する人もいるのかと和哉が何気なく顔を上げると、なんと堂園が立っていた。


　いつものように『voluptas』の涼すずしげなブルー・グレーのスーツを隙すきなく着こなし、鞄の他ほかに、朝食らしき『DEAN&DELUCA』の紙袋を提さげている。


「お…はようございます」


　この人、朝も早いのかよ……。


　敵かなわないなと感心しながら和哉が挨あい拶さつをすると、堂園はいつものように唇の端を上げて、からかうようににやりとした。


「今日はまともに出社できたようだな。そんなに昨日がショックだったのか？」


「……まあ、それなりに。高嗣さんこそ、こんなに早く出社されるんですね」


　ぐっと詰つまりながらも和哉がそう答えると、堂園は小さく苦笑した。


「まあ、それなりにな」


　そして和哉の前で足を止めると、上から下まで視線を動かす。


　うわ、さっそくチェックかよ……！


　どきどきしながら和哉が背筋を伸のばすと、堂園にじろりと見下ろされる。


「なぜこの服を選んだ？」


「今日は、夕方からのインタビューに同行させていただくので、目立ちすぎないビジネス仕様だけれどもそのまま遊びにも行けるような、自分なりの新ブランドのイメージを目指しました」


　するとまたしても、ふん、と鼻を鳴らされてしまう。


「狙ねらいはいいが、色気が足りん。白しろ襟えりにペール・ピンクのシャツがあっただろう。替かえて来い」


「……はいっ」


　くっそー、やっぱ、だめか。


　今日は自分に舌打ちしながら、言われた通りに着き替がえて戻もどってくると、堂園は、和哉のデスクの前で『DEAN&DELUCA』のコーヒーを片手に、積んでおいた本を眺ながめていた。


　和哉が戻ってきたことに気づくと、ちらりとこちらを見やる。


「准一に買えと言われたのか？」


「いえ……読むのならどんなのがいいか、教えてもらっただけです」


　すると堂園は瞳ひとみを眇すがめるようにして、ほんのわずかに笑えみを浮かべた。


「ほとんど、俺があいつに教えた本だ」


「堂園さんが……？」


　和哉が驚おどろいて目を丸くすると、堂園はふっと唇の端を上げた。


「なんだ、意外か？　今はともかく、ブランドを立ち上げた頃は、俺と香坂しかいなかったんだ。なんだってやるさ」


「そう…ですよね。初めはやる気なかったっておっしゃってたんで、つい」


　って、おい！


　うっかりと口を滑すべらせてしまい、和哉はそんな自分に焦あせって突つっ込みを入れた。


「す…みません。さっき雑誌のインタビューを読んで、意外だなって驚いていたので……」


　しどろもどろに言い訳のようなことを口にすると、堂園が小さく苦笑したのが見えた。


「意外、か。お前にどう見えているのかは知らんが、俺にだってそれなりの過去はある」


「え……」


　耳を疑うような彼の言葉に和哉が目を見開くと、堂園はこれ以上その話をするつもりはないというように、積んであった本のうち、現げん役えきのプレス担当者によるビジネス書を手に取った。


「これもいいが、今ならもっといい本があるぞ。ファッション業界でも伝説の人物だといわれている、プレス担当者が書いた指南書だ」


「あっ…それ、探したんですけどなかったんです」


　和哉が思わず声をあげると、堂園はちらりと笑みを覗のぞかせる。


「それじゃ、明日持ってきてやろう」


「え？　あ、ありがとうございます」


　予想外の優やさしさに、和哉は一いつ瞬しゆん、何か裏があるんじゃないかと疑ってしまう。しかし素す直なおに頭を下げると、堂園はたいしたことじゃないとでもいうように片かた頰ほおをわずかに緩ゆるめた。


　そして今度は、デスクの上に広げられた新聞に視線を向ける。


「あっ……そ、れはまだ、全部終わってなくて」


　和哉が慌あわててそう言い添そえると、堂園はじろりとこちらを見やって、唇くちびるの端はしを上げる。


「心配しなくても、ずぶの素人しろうとに今すぐ報告させるほど暇ひまじゃない。准一にきちんとチェックしてもらえ。間ま違ちがった報告など、なんの役にも立たん」


　……やっぱりこういう奴やつだよな……。


　事実とはいえ、言い方ってものがあるだろうが。


　相変わらずの暴言を吐はいて自分のデスクに戻っていく堂園を見ながら、和哉は腹立ちを抑おさえて仕事に戻った。


　すると積み上げた本の傍そばに、『DEAN&DELUCA』のコーヒーと、バゲットらしき包みが置かれていることに気づく。


「……え、これって……」


　和哉が驚いて堂園の方を見やると、堂園はこちらを見ることもなく、自分で持ってきたらしい経済新聞を広げた。


「お前の分に決まってるだろうが。冷めないうちにさっさと食え」


「あ……りがとうございます」


　ぶっきらぼうな口調だからこそ、彼の照れが垣かい間ま見みえるような気がして、和哉は自分も照れ臭くさくなった。なぜか、耳のふちまで熱くなる。


「それじゃ、あの、いただきます」


　なにを動どう揺ようしているんだと内心で慌てながら、和哉はバゲットの包みに手を伸ばした。


　コーヒーの香かおりに誘さそわれたのか、急激におなかが空き始めたのがわかる。実は朝早かったので、家では朝食を食べる気にならなかったのだ。


「………いただきます」


　もう一回だけこっそりと囁ささやき、和哉は薄うすい包装紙をぺりぺりと剝はがした。


　ぱくりと嚙かみつくと、旨うまみのあるバゲットの味がじわりと口中に広がる。挟はさみ込まれているのは何層にも重ねられた薄うす切ぎりのチキンとチーズ、バジルソースというシンプルなサンドウィッチだったけれど、そのために素材の味が際きわ立だつようで、じんとするほど美味おいしかった。


「うっ…めー……」


　思わずそう漏もらしてしまうと、堂園が新聞を眺めたまま、満足そうに瞳を細めたのが見える。


　…………そこまで悪い人じゃない、のかもな。


　餌え付づけされたと思いたくはなかったけれど、じわりと胸に広がるような妙みような温あたたかさとともに、和哉はついそんなことを感じていた。











　その日は夕方から、女性ライフスタイル誌のインタビューが入っていた。


　それにあたって編集部に指定された場所は、なんと超ちよう高こう級きゆうホテルのプレジデンシャル・スイートである。一いつ泊ぱく80万円以上はするといわれるスイートを、取材のためだけに用意する編集部にも驚きだが、それだけ堂園が注目されていて価値があるということなのだろう。


　ゲストルームの中でも最上階の三十六階に位置したこのスイート・ルームは、とにかく広い。通されたリビングルームは、どう狭せまく見積もっても、和哉の部屋の３倍はありそうだ。


　そんなリビングは、黒を基調としたシックでオリエンタルな雰ふん囲い気きでまとめられていた。


　大きなローテーブルを挟むようにして、レトロモダンなデザインの革かわ製せいの長いソファが一脚きやくずつ置かれ、その両りよう端はしには二脚ずつ、同じデザインの一人掛がけ用ソファと、テイストを合わせたアームチェアが置かれている。


　またそれらの向こうには、天てん井じよう近くまである大きな窓が一面に並び、遮さえぎるもののないダイナミックな眺ちよう望ぼうを楽しめるようになっていた。暮れなずむ空の藍あい色いろと橙だいだいがせめぎ合い、そんな中に灯ともり始めた東京のビル群が静かに浮うかび上がっていく様子は、目を奪うばわれるほど美しい。


　景色けしきって、こんなに綺き麗れいなのか……。


　これまでの人生では縁えんがなかったシチュエイションに、和哉は思わず放心してしまった。しかしいかにもファッション関係者らしく洗練された女性編集者による本日の企き画かくの説明を耳にして、ようやく我に返る。


　御み代よ川かわと名乗った彼女によれば、この雑誌は20代から30代の女性をターゲットにしているのだが、前回『voluptas』の服を特集した際、制作者として堂園の写真を小さく掲けい載さいしたところ、それが大だい反はん響きようを巻き起こして今回の企画と相成ったらしい。


　当初はグラビア企画だったのだが、元々取材嫌ぎらいな堂園は断固として拒きよ否ひ、仕方なくスイート・ルームでのインタビューにして、その際撮とった写真を使う予定だと言う。


　確かに、都内の夜景や豪ごう奢しやな部屋を背景とし、革のソファに深く沈しずんで長い脚あしを組んだ堂園の姿は、圧あつ倒とう的な王者のような貫かん禄ろくと大人の男の色気にむせかえるようで、これだけでも十分に絵になっている。


　和哉は感心しながら、御代川の説明に注意深く耳を傾かたむけていた。そして准一から引き継ついだ内容に食い違ちがいがないことを確認すると、ひとまず安あん堵どのため息をつく。


　本来であれば、こういった取材にはきちんとしたプレス担当が同行する。今日も准一が一いつ緒しよに来る予定だったのだが、どうしても至急対応しなければいけない別件が出て、急きゆう遽きよ、和哉だけが送り込まれることになったのである。


　これまでにも『voluptas』とは付き合いがある編集者で、堂園も外面は悪くないから大だい丈じよう夫ぶだと言われたけれど、やはり緊きん張ちようはする。


　どきどきしながら、撮さつ影えいを邪じや魔ましないよう少し離はなれた位置で見守っていると、インタビューが始まった。御代川は慣れた様子で堂園に断ってから、ＩＣレコーダーのスイッチを入れる。


「……もう何百回と聞かれたような質問で申し訳ありませんが、まずはデザイナーになったきっかけを教えてください。あなたの言葉で読者に伝えたいので」


　にっこりと笑う彼女に向かって、堂園はごくフラットな表情のままで答える。


「偶ぐう然ぜん、かな。実際デザインとは無関係な大学に進学していたし、他ほかの仕事に就つこうと考えていた。でもそこで、現在うちの副社長をしている香坂と知り合い、服ふく飾しよくデザインに興味を持つようになったんだ。彼の実家が老舗しにせのテーラーだったから、そこに出入りしているうちにね」


　堂園の言葉に、御代川は少し考えるような瞳の色を覗かせた。


「……実はどのインタビューにもそう答えてらっしゃるようで以前から疑問だったのですが、お父様の影えい響きようではないんですか？　あまり公おおやけにはされていませんが、堂園さんのお父様は、あの鷹たか川がわ寛ひろ嗣つぐさんですよね？　世界的に有名なオートクチュール・ブランド『HIROSHI TAKAGAWA』のトップ・デザイナーで、パリでも五本の指に入ると噂うわさされている」


　ええっ!?　高嗣さんて、あの、鷹川寛嗣の息子むすこなのか……？


　鷹川寛嗣といえば、オートクチュールの本場、パリで認められた由ゆい緒しよ正ただしきクチュリエで、世界中の王室や貴族に顧こ客きやくを持つという大おお御ご所しよなのだ。もし高嗣が彼の息子ということであれば、血筋的にも環かん境きよう的にも、超ちよう一いち流りゆうのサラブレッドであることは間違いがない。


　たとえ父親は注文服であるオートクチュール、息子は既き製せい服ふくのプレタポルテと活かつ躍やくの場が違ったとしても、御代川の疑問はもっともなことだ。


　父親の影響を受けて幼い頃ころからファッションに興味があり、才能を花開かせたという方が和哉としても納なつ得とくできるような気がする。


　和哉はつい、インタビュアーよりも熱心に堂園の言葉を待ってしまった。


　そんな二人の視線の先で、堂園はわずかに苦笑をひらめかせると、あっさりと否定する。


「同意できずに申し訳ないが、父親のことは全く関係がないな。確かに鷹川寛嗣は父親だが、大学進学を機会に自立して、家も出ているんでね」


　堂園はそこで言葉を切ると、御代川を真正面から見つめ直した。


「それに、このことについて公にするつもりはない。名字の件でわかるだろうが、私だけの問題じゃないんでね」


「……わかりました。それでは、次に……」


　一瞬だけ笑えみを見せたものの、内心ではかなり不ふ愉ゆ快かいだと感じているらしい。


　御代川は気づかなかったようだが、ほんのわずかに変わった堂園の雰囲気と、苛いら立だちを抑えるように脚を組み替かえた仕草から、和哉はそのことに気づいて小さく息を呑のんだ。


　今朝、堂園がぽつりと漏らした、過去という言葉も合わせて思い出す。


　やっぱり何か、父親絡がらみの事情があるってことなのかな……。


　和哉がそんなことを考えているうちに、いつの間にか、堂園への質問は、レディスラインの話から好みの女性のタイプといったものに変わっている。


「好みのタイプね……」


　堂園はそこで初めて表情を動かすと、小さく苦笑を浮かべながら、考えるようにちらりと和哉の方に視線を向けた。


　あ……ＮＧってことか!?


　あまりにも個人的な質問は、プレス担当者からストップをかけるようにと准一に言われたことを思い出して、和哉は慌あわてる。しかしそれはどうやら無意識のものだったらしく、堂園はすんなりと先を続けた。インタビュアーを試ためすように眺ながめる。


「ギリシャの哲てつ学がく者、プラトンのイデア論について知識は？」


「え？　あ……はい、ちょっとだけなら。えーっと……例えば美しさで言うと、完全無欠な美というものは現実世界には存在しないのだけれど、その本質として『美』というイデアがあるから、人間はそれがわかる……でしたっけ」


「乱暴に言えばそうだ。それをさらに乱暴に、かつ傲ごう慢まんに引用してしまえば、理想とする女性は自分の中に明確にある。だが、それを表すことはできない。だからこそ、それをなんとか表そうとして、俺は服を創つくっているんだ。つまり、好みのタイプは『voluptas』のデザインを見てもらえればわかる」


　堂園はそこで言葉を切ると、一いつ瞬しゆん鼻白んだ御代川に向かってにやりと笑った。和哉が見慣れた、あの笑い方だ。


「……だが、そこをあえて言葉にしろと言うのなら、次に挙げる条件を満たす女性かな。外見として必要なものは、艶つやや色気。内面的には、強さや決断力があって、才気にあふれ、きちんと自分を知っていること」


「なるほど、ありがとうございます」


　御代川は礼を述べると、にっこりと笑った。


「とても具体的に教えていただきましたが、実際にそういった方とお付き合いされたことがあるんですか？　堂園さんといえば、ずいぶん華はなやかな噂も耳にしますが……」


　冗じよう談だんめかして探さぐろうとするその言い方に、堂園は唇くちびるの端はしを上げるように小さく笑って、肩かたを竦すくめてみせた。


「さあ、どうかな。噂はあくまで噂だと思うが」


　そういえばこの人、ちょっと前に有名な女優とも噂になってたよな……。


　そう思い出したとたんに、先日のパーティで見たロランとの姿も脳のう裏りに浮かんだ。あえてその二人の共通点を探せば、どちらも綺麗系で、極ごく上じようの容姿をしているということだろうか。


　見た目がよければ、男だろうが女だろうが、どっちだっていいってやつか……？


　うっかりその先まで考えそうになってしまい、和哉は慌ててイメージを追おい払はらった。


　どっちだって、どうでもいいって！　どうせ俺には関係ないことなんだから。


　内心で肩を竦めて気持ちを切り替えると、和哉は再び目の前の仕事に意識を集中させた。








「……以上でインタビューは終わりです。ありがとうございました、お疲つかれ様さまでした！」


　無事に目的を遂とげたようで、御代川はにこにこしながら堂園と和哉を交こう互ごに見やった。


「記事ができましたら確認していただきますので、よろしくお願いしますね」


　業務確認に続けて、彼女は感じよく和哉に話しかけてくる。


「いかがでしたか？　塚本さん。インタビューの現場は初めてっておっしゃってましたけど」


「いや、いい経験をさせていただきました。まだプレス担当になったばかりで、知らないことの方が多いので……つい、読者になって聞き入ってしまいました。それに、まさかこんなにすごい部屋でやるなんて想像もしていなかったので、かなりびっくりしました」


　和哉の感想が率そつ直ちよくすぎておかしかったのか、彼女は楽しげに笑い出した。


「そうですよね。私もプレジデンシャル・スイートなんて初めて入りました。凄すごいですよね、ここ。仕事でもなきゃ、絶対縁がないです」


「ですよね！　俺なんてありえなさすぎて、せっかくだから探検しておきたいくらいです」


　和哉がそう軽口を叩たたくと、御代川はますますおかしそうに笑う。


「もしよろしければ、泊とまってくださってもかまいませんよ？　時間帯の都合で、一いつ泊ぱくとして予約してありますから。私たちは仕事の都合で引き上げなくてはいけなくて、本当はちょっともったいないなと思っていたくらいですし」


　堂園と距きよ離りを縮めたいというように微笑ほほえんだ彼女に対して、堂園は機き嫌げんよさげに微笑み返すと、ちらりと和哉の方を見やった。


「え……いや、でも、さすがにそういうわけには……」


　和哉が慌てて首を振ふると、堂園はますます瞳ひとみを眇すがめる。


「御代川さんがいいとおっしゃってるんだ。厚こう意いはありがたく受け取るのが大人としての礼れい儀ぎだろうが」


「ええっ!?　で、でも」


　和哉が真面目まじめに受け止めてしまったとたん、堂園がにやっと笑ってさらに先を続ける。


「もちろんこの場合は、俺と二人で、だがな」


「なっ……！　泊まるわけないじゃないですか！　いくらなんでもこんな部屋に、男二人で！」


　しかも、堂園となんて。


　和哉が半ば本気で慌てると、堂園や御代川はもちろん、カメラマンまでが笑い出した。


「お前、アホか。冗談に決まってるだろう。探検するなら、早くしろ」


「……え、いいんですか？」


　和哉が再び目を丸くすると、御代川が笑いながら立ち上がる。


「せっかくですし、ぜひ見て行ってください。私たちはこの後もアポがあるので、そろそろ失礼します」


「あっ、そうですか。なんかすみません、はしゃいじゃって……お疲れさまでした」


　慌てて二人を見送り、帰ってくると、堂園は相変わらずどっかりとソファに座ってコーヒーを飲んでいた。本気で和哉に時間をくれるつもりらしい。


「あ……じゃあ、ちょっと行ってきます」


　なんとなく後が怖こわいような気がしたが、せっかくだし、見てみたい。


　和哉はぺこりと頭を下げると、足早にその場を離はなれた。


　リビングルームに入っただけでも広そうだと驚おどろいたプレジデンシャル・スイートの豪ごう奢しやさは、やはり信じられないほどであった。総大理石で造られたバスルームも広々として見事だったが、それ以外にも、ダイニングルームにミニキッチン、パントリーに書しよ斎さいまでが含ふくめられているのだ。


　中でも特に驚いたのが、ベッドルームだ。


　やはり黒を基調としてオリエンタル風にまとめられたこの部屋は、窓まど際ぎわにしつらえられた真白のソファセットや肌はだ触ざわりの良さそうなリネン、ベッドの幅はばいっぱいに並べられた大小のクッションなどによって、リビングよりも柔やわらかな印象になっている。


　さらにそれをいや増しているのは、ベッドの四よ隅すみにある黒こく檀たんの柱で支えられる天てん蓋がいだ。


　白く上品なレース布がたっぷりとしたドレープを保って優やさしげに垂れ、ベッドの上から下げられたランプの光を穏おだやかに遮さえぎっている様は、たとえようもなく美しい。


　さらにそんなベッドヘッドには、白のオリエンタルリリーやカラーが零こぼれんばかりに活いけられた漆しつ黒こくの花か瓶びんが飾かざられており、部屋の優美な雰ふん囲い気きと相まって、まるで別世界に誘さそわれるような風ふ情ぜいがあった。


「す…げえな……これ……」


　思わずため息をついてしまうと、突とつ然ぜん背後で、笑みを含んだ低い声が響ひびいた。


「確かに、これはなかなか雰囲気がいいな」


「ぅわっ!?」


　びくんとしながら飛びのくように振り返ると、堂園が吹ふき出す。


「そんなに驚くことはないだろう。ずいぶん熱心に見ているようだから、気になってな」


「びっ…くりしましたよ。いきなり声かけないでください」


　和哉が口を尖とがらせるように抗こう議ぎすると、堂園がふと、おかしそうに瞳を緩ゆるめた。


「な……んすか」


「いや……これだけ雰囲気のあるベッドルームだというのに、一いつ緒しよにいるのがお前だと思うと、ちょっとな」


　それは、こっちのセリフだっつーの！


　残念ながら今は意中の女の子などいないけれど、もしいたとしたらこっそり呼びたいくらいの、必殺のシチュエイションである。


「でも、まあ……確かに男二人じゃ不毛ですよね」


　渋しぶ々しぶながら言葉を返すと、堂園は笑しよう止しとばかりに形のいい口元を緩めた。


「俺じゃなくて女がいれば、この雰囲気に馴な染じめるとでも言いたげな口ぶりだな」


「あ…たりまえじゃないですか」


　いまひとつ自信がなかったが、もはや後にはひけず、和哉は精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいを張ってみせた。


　しかし堂園は喉のど奥おくで低く笑うと、ばっさりとそれを切って捨てる。


「俺にはまったく想像できないがな……どんなに想像力を逞たくましくしてみても、あのベッドで飛び跳はねてはしゃぐ、ガキみたいな姿しか浮うかんでこない」


　……それは確かに、あのベッド見た時にちょこっとだけ、思わないでもなかったですが。


　図星をつかれて和哉は頰ほおを赤らめたが、それと同時に相変わらず理り不ふ尽じんな扱あつかいをされていることにも気づき、今さらながら腹を立てる。


　だけどそんなこと、マジでやるわけないだろうが。


　どんだけ俺のことをガキ扱いしてるんだよ!?


　そりゃ、社会人になってすぐ別れてから、彼女はずっといないけど、これでも大学時代はそこそこ、もてたんだぞ。女性経験だって、それなりにちゃんとあるんだからな……！


　腹の中でそう言い返しながら睨にらもうとして、堂園に見つめられていることに気づいた。


　からかうような甘い微笑を唇の端に浮かべながら、目が合ったものすべて惹ひき込んでしまうような、凶きよう悪あくな色気をその瞳に湛たたえている。頰から首にかけての精せい悍かんで男っぽいラインが、なぜかぞくっとするほど蟲こ惑わく的に見える。


　……な…んか、これ……やばく、ないか……？


　急にどきどきし始めた鼓こ動どうとともに、本能が逃にげろと必死で告げているような気がした。


　とにかくまずは距離を置かなくてはと、和哉がさりげなく後ずさろうとすると、堂園の唇くちびるの端はしがさらにゆっくりと上がったのが見えた。


　それに弾はじかれたように身を翻ひるがえして逃げ出そうとすると、ものすごい力で二の腕うでを摑つかまれ、引き摺ずるように抱だき寄よせられる。


「何だ、いきなり。怯おびえているのか？」


　痛いほどの力に和哉がつい顔を歪ゆがめてしまったとたん、ぐい、と顔を上げさせられた。堂園の大きな手で顎あごを摑まれ、掬すくわれたのだ。


　視線の先に、甘く微笑む堂園の表情が見えた。その眼まな差ざしは熱を帯びたように扇せん情じよう的で、どこか野生の獣けもののような獰どう猛もうさまで感じさせる。


　そして和哉は、射い竦すくめられてしまった小動物のように動けなくなる。頭の隅すみに、ロランの腰こしを抱き寄せていた堂園の姿が蘇よみがえった。


　しまった……油断、した。


　でも、こういう場合、そういうことになるのか……？


　だって俺は腐くさっても部下なわけだし……それにそもそも俺なんて、乳ちち臭くさくてその気にならないとか言ってだだろうが……！


　突然のことに言葉にはならず、和哉が微かすかに喉のどを震ふるわせると、堂園の笑えみがますます深くなったような気がした。


「それともこうして……誘って欲しいのか？」


　顎を上げさせられたまま、彼の形のいい長い指先で顎の先から喉までなぞられていく。そしてきっちりとした襟えり元もとを暴あばかれるように、鎖さ骨こつまでを確かめられてしまう。


　その感かん触しよくに思わずぴくりと反応してしまうと、からかうように低く笑われた。


　そして唆そそのかすように堂園の男らしく整った貌かおが寄せられ、まさに支配者のような雄おすの魅み力りよくに、目を奪うばわれて動けない。


　和哉がこくりと息を呑のむと、ゆっくりとネクタイのノットに指先をかけられた。


　煽あおるような甘い笑みを零こぼされ、艶つやのある低い声で囁ささやかれる。


「ほら……もっと色気のある表情をしろ。俺をその気にさせるんだ」


　その瞬しゆん間かん、今までは気にしていなかった堂園の香かおりが強く立ち昇のぼった。その匂におい立つような濃のう厚こうさに、和哉の視界は酔よったようにけぶる。


　すると低い喉声とともに、ネクタイがゆっくりと引き下ろされた。そしてそのまま引き抜ぬかれ、首の後ろが摩ま擦さつによって熱くなる。


「……!!」


　その熱でようやく我に返り、和哉は慌あわてて堂園からネクタイを奪い返そうとした。


　そのとたんに、ふと、先ほどの堂園の囁きが耳元に蘇る。


　──もっと色気のある表情をしろ。


　それって……。


　和哉が堂園を見つめ返すと、その瞳の中に、こちらの反応を笑うような、悪戯いたずらめいた色が滲にじんでいることに気づいた。


　からかわれた……!!


　そう思ったとたんに、一気に頰に血が上ったのがわかる。


　堂園は日ひ頃ごろから、色気がないと和哉を馬ば鹿かにして、ダメ出しをするような男だ。


　今もその延長で、和哉の経験値を試ためしてやろうと企たくらんだのだろう。


　それを和哉が真に受けて、みっともなくも流されてしまっただけなのだ。


　……俺、ほんと、馬鹿だ……!!


　自ら幼さをさらけ出してしまったことに腹を立てながら、和哉は目の前の意地悪すぎる上司を突つき飛ばしたいような衝しよう動どうにかられる。


「もう、これで十分でしょう！　こんなの社員教育の範はん囲い外がいですよ、悪あく趣しゆ味みだな!!」


　腹はら立だち紛まぎれに視線を逸そらして怒ど鳴なるように言うと、一いつ瞬しゆん、二の腕を摑む力が緩んだ。


　しかし次の瞬間、それは再び痛いほど強まり、頭上からは、微笑ほほえみの中にもなぜか苦みが混じったような堂園の低い声が落ちてくる。


「社員教育か……だとしたら、まだ足りないな。仕方ない。社員の能力を最大限に引き出すのも、俺の役目だろうからな」


「なっ…ん、んんっ……!!」


　抗議の声をあげかけたとたんにぬるりと舌を入れられ、口中を嬲なぶるように犯おかされた。


　熱く濡ぬれた舌で捏こねられて絡からめられ、舌先で喉奥近くまで愛されては、上うわ顎あごをしごくように擦こすられてしまう。


「……ンっ……ぁっ……」


　めちゃくちゃにされてしまうような激しいくちづけに呼吸まで奪われ、和哉は苦しさのあまりに、堂園を引き剝はがそうと彼の背中を両手で摑む。


　しかしそれは逆効果だったらしく、ふっと笑う気配とともにさらに深く抱きこまれて唇を使われ、まるでそこから蕩とかしたいとでもいうように、ますます濃厚に愛されてしまった。


「ん……ふ……」


　唇の端はしから飲み込みきれない唾だ液えきが滴したたって視界を霞かすませ、それと同時にもどかしい熱が下半身に溜たまりつつあるのがわかる。


　……やば…い、こいつ……キス、上手うま過ぎ……!!


　和哉が焦あせって堂園の髪かみの毛を摑むと、ようやくキスが緩められた。


「……乱暴な奴やつだ」


　名残なごり惜おしそうに離はなされた唇との間を、透とう明めいな唾液の糸が繫つなぐのが見える。


「……っ」


　拭ぬぐおうとしたとたんに愛いとおしそうにぺろりと舐なめられ、和哉はそのいやらしさに頭をくらくらとさせた。


　すると抱きしめられたまま、そんな純情ぶりをからかうように顔中にキスを落とされ、和哉は慌あわてて堂園の胸を押し返す。


「や…めろって！　俺には、こういう趣しゆ味みはない……!!」


　もはや社長だとかそういうことはふっとび、ただひたすら彼の腕の中から逃げ出そうとすると、耳元に低く這はうような笑い声が響ひびいた。


「じゃあ、これは何だ？」


「んぁっ……!!」


　痛いほど強く自身を摑まれ、和哉は思わず呻うめいてしまった。自分で思っていた以上に、先ほどのキスに煽られてしまっているのがわかる。


「あ…やめっ……!!」


　そのままぐりぐりと愛され、和哉は反射的に、腰を引きながら堂園のからだを摑んだ。肩かた口ぐちに頭を押し付け、やり過ごそうとする。


　すると小さく笑われ、耳たぶを舌で舐められてしまう。


「こうするとだいぶ、色っぽい表情になるな……」


「…ぁ……っ」


　ぐちゅりと耳穴を犯され、びくびくと全身が震えて腰が揺ゆれてしまう。


　堂園の手のひらの中で、自身が完全に勃たちあがって先せん端たんが熱くなったのがわかった。


「やっ……」


　いくら憧あこがれの相手とはいえ、男にされているのに。


　和哉が思わず泣き出しそうになると、あやすように顎を掬われ、なだめるようにくちづけられる。


「……誘さそっているのか？　もっと可愛かわいらしく、啼なかせたくなる」


「あ、っ……!!」


　そのまま豪ごう奢しやなダブルベッドの上に押し倒たおされて、和哉は上質なリネンと堂園の胸の狭はざ間まで小さく喘あえいだ。


　抵てい抗こうしようとしたけれど、両手をシーツに縫ぬいとめられ、逞たくましい腰で脚あしを割り開くように覆おおいかぶさられて、もう撥はね除のけられない。


　そのまま再びくちづけられて、和哉は大きく胸を喘がせた。


　これまでとは全く違ちがう、優やさしく甘やかすようなくちづけと、やはり硬かたく勃ち上がっている堂園のものを擦りつけられる快感に、からだが蕩けてしまいそうになる。


　口が悪くて才能があって、他ほかの誰をも必要としないような男が、自分を求めて欲情しているのだ。そう思ったとたん、腰こし骨ぼねが痺しびれるような恥はずかしさを覚えた。自身がじんじんと疼うずき始めたのがわかる。


「や…めろって……この、変態……っ!!」


　その恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように和哉は声を張り上げて、堂園を押しのけようとした。


　しかし次の瞬間、それを煩うるさがるように容よう赦しやなく、口の中に堂園の指を突っ込まれてしまう。


「お前はどこまで馬鹿なんだ……そういう態度が男を煽ると、わからないのか？」


「っ……ンンッ……んぁ」


　そこから犯すような指の動きに、理性までが侵しん食しよくされていくのがわかる。嬲られるまま、飲み込みきれない唾液が零こぼれた。それを舐め取るように舌を這わされ、唆そそのかすように柔やわらかく、何度もくちづけられていく。


「……ほら、舌を出せ……蕩けるほどに愛してやるよ…………和哉」


「んぁっ……!!」


　くちづけの合間に唆すように甘く下の名前で呼ばれてしまい、その瞬間に和哉の全身はびくびくと跳ね上がった。


　とたんに堂園の刺し激げき的な香りがさらに濃厚になり、和哉は完全に理性を千切られた。


　あ……も……だめ、だっ……!!


　甘く苦しいような快楽に、押し流されてしまう。


　ほんのわずかな躊躇ためらいを残しながらも、和哉が彼の舌を押し返すように自分の舌を差し出すと、低く笑った気配とともに、その先を甘く嚙かまれた。


「ン……！」


　とたんにびりびりとした甘い痺れに支配され、和哉は反射的に腰こしを蠢うごめかせる。


　するとそのご褒ほう美びだとでも言うように、深いくちづけでぐしょぐしょに愛され、硬い腰を擦こすり付けられて煽られた。


「ン、ぁっ、あ、ふ、ぅんっ……!!」


　それだけで先端に熱が集まり、もどかしくてたまらなくなる。


　ねだるように腰を擦りつけたとたん、ぐにゅりと下着が滑すべったのがわかった。先走りを大量に噴ふき出してしまったのだ。


「っ……!!」


　堂園の口の中で声をあげると、彼が小さく笑ったのがわかる。シーツに縫いつけていた彼の手が外され、パンツの前が開かれてしまう。


「ぁっ……!!」


　腹から手のひらを伝わせるように下着の中まで差し込まれて、ぬるりと滑ったのがわかる。


「これだけでもう、こんなに濡らしているのか？」


　喉のど奥おくでくぐもったように笑われ、和哉は恥ずかしさのあまり身を捩よじろうとした。


　するとそれを阻はばむかのようにそこを握にぎられ、扱しごかれてしまう。


「あ、やっ……!!」


「噓うそつけ。また先が蕩け始めているだろうが。……もう根元まで、ぐしょぐしょだ」


「やっ……変なこと、い、うなっ……!!」


　片かた腕うででからだを起こした堂園に擦られながら耳元で囁ささやかれて、和哉は悲鳴のような喘ぎ声をあげた。しかしそんな自分をも裏切るように、下半身は堂園の手によって煽あおられるがまま、ぐずぐずに溶とけて蠢き始める。もどかしく焦じれるような熱が、中心を震ふるわせていく。


「も、や、やだっ……俺、なん、でっ……あっ、…あ…！」


　熱を、吐はき出したい。


　乱れすぎる吐と息いきの中で、和哉はもはや完全に理性を失い、泣き声をあげながら、内うち腿ももと腰をびくびくと不規則に震わせ始めた。


「なんだ、もう、か？」


「んっ、んんっ、も……もう」


　低く笑われ、和哉は羞しゆう恥ちに脳が焼き切れそうだったけれど、腰から下を舐め尽つくすような快感には勝てず、従順に頷うなずいてみせる。


　すると期待に反して堂園の手の速度が落ちた。生かさず殺さず、というような生ぬるさで玩もてあそぶようにあやされる。


「え……？……なん…で」


　もどかしすぎる愛あい撫ぶに焦れて涙なみだに霞んだ眼まな差ざしで見上げると、小さく笑ってくちづけられる。


「んん……」


　誘うような彼の舌に擦りつけるようにして応こたえたとたん、びりっとするような奇き妙みような感覚に襲おそわれた。スーツの前を開かれ、シャツの上から胸の粒つぶを弄いじられたのだ。


「ぁう……そ…れ、やめ……!!」


　熱いような痺れるような妙みような感覚から逃のがれたくて和哉は背を仰のけ反らせたけれど、容赦なく捻ひねるように嬲なぶられてしまう。


「ぃ……あ!!」


　爪つめを立てられ、その痛みに悲鳴をあげると、癒いやすように舐なめられた。


　きっちりと着込んだシャツの上から胸の先を尖とがらせるように舐められ、唇くちびるで愛されて、そこだけが丸く、しとどに濡ぬれていくのがわかる。


「は……あぁっ……」


　そうやって交こう互ごに両方を嬲られ、さらに握られた手までを再び動かされてしまうと、どうしようもない官能に襲われる。


　胸と自身のどちらの刺激で感じているのか、わからなくなる。ごちゃまぜになって煽られ、ぐしょぐしょになる。胸と一いつ緒しよに自身を舐められ、愛されていると錯さつ覚かくするほど、快感に呑のみつくされてしまう。


「あ……ああ、ああっ……も、出る、でるっ……!!」


　もはや和哉は理性どころかすべてを投げ出し、全身を仰け反らせるようにしてねだるように腰を揺らした。


　すると煽るような言葉とともに激しく扱きあげられ、頭の芯しんを焼ききるような快感がもたらされる。


「いいぞ、達いけ……！」


「あ、ああ、ああああんっ……!!」


　和哉はシーツを摑つかんで絶ぜつ叫きように近い喘ぎ声をあげながら、びくびくと内腿や腰を震わせ、白く粘ねばついた液体を勢いよく迸ほとばしらせた。


「あ……は、あ……」


　……俺…………。


　あまりにもその快感が深く激しかったせいか、白はく濁だくと一緒にすべてを吐き出してしまったように考えがうまくまとまらない。


　荒あらく乱れた息の中、くたりとベッドに沈しずみ込んだ和哉の唇に、よくできたとでもいうように、甘いくちづけが落とされた。


「ん……」


　もはや抵抗する気力もなくてされるがままになっていると、引き剝はがした上質なシーツで当然のように下半身を拭ぬぐわれた。


「少しはいい表情ができるようになったようだな。これなら、新ブランドのプレス担当として使えないこともない」


「……っ!!」


　堂園の言葉に一気に現実に引き戻もどされ、和哉は頭に血を上らせた。


　もはや遠えん慮りよもくそもなく、足元にいる堂園を蹴け飛とばすのも構わずに跳ね起おきる。シーツをかき集めて剝むき出しの下半身を隠かくしながら、ベッドヘッドの方にずり上がろうとする。


「ふざけんなよ、この……けだもの！　野や獣じゆう！　変態っ……!!　自分の部下に向かって、何考えてんだ!!」


　和哉は真っ赤になって怒ど鳴なったのだけれど、堂園はまったく動じないどころか、にやりと笑うと、和哉の肩かたを素す早ばやく摑んで再び引き倒たおした。


「は…なせって……!!」


　和哉は動どう揺ようのあまり無む茶ちや苦く茶ちやに堂園のからだを押しのけようとしたが、力の差がありすぎるのか、ぴくりともしなかった。それどころか、からかうように顎あごを摑まれ、無理やり瞳ひとみを覗のぞき込まれてしまう。


「なんだ……照れてるのか？　まさか、女とも経験がなかったわけじゃないだろうな」


「……っ！　んなわけないだろ！　離はなせよ、こんなの……セクハラだ!!」


　いつにも増して子供扱あつかいする彼の態度にますます頭に血をのぼらせ、和哉は唾だ棄きしそうな勢いで睨にらみつける。


　すると堂園は何かを見定めるような眼差しをして、にやりと唇の端はしをあげてみせた。


「セクハラだ？　それはこっちのセリフだ。ここまでしてお前の乳ちち臭くささを何とかしてやろうとしてるんだ、むしろ感謝すべきだろうが。減るもんじゃあるまいし」


　……やっぱりこいつ、人としておかしい……!!


　そりゃあんたは誰とでもこういうことやってんだろうけど、普ふ通つうはそうじゃねーんだよ!!


　怒いかりのあまりに和哉が口をぱくぱくとさせると、堂園は笑いを堪こらえきれないというように、唇を歪ゆがめる。


「なんだ、キスでもしてほしいのか？」


「アホか……!!」


　これ以上、一秒だってやってられるか！　辞やめてやる!!


　和哉は両手両りよう脚あしを力いっぱい使って今度こそ堂園を突つき飛ばし、さっさと服を整え始めた。


　すると爆ばく笑しようしながらベッドに転がった堂園は、横たわって肘ひじをつき、そんな和哉をさらにからかうような眼差しで見つめる。


「いいか、これから俺の服を着るときは、必ず今日のことを思い出せ。そうすれば少しはましな色気が出るだろう。もちろん、その度たびごとにやって欲しければ考えてやってもいいが」


　しれっとそんなことを言われ、和哉は渾こん身しんの力を込めて睨み返した。


「……こんなことされて、俺が辞めないとでも思うんですか」


　しかし堂園は真正面からそれを受け止めると、動じるどころか、吹ふき出すように小さく笑う。


「お前が辞める？　まさか。そんなことはできないはずだ」


「なっ……」


　あまりにも自信たっぷりの態度に和哉が言葉を失うと、堂園は笑えみを含ふくんだ眼差しのまま、和哉をまっすぐに見つめてきた。


「この俺が創つくり出す新ラインだぞ。その設立に関かかわる機会を捨てられるのか？　正直なところ、もうすでに、かなり仕事が面おも白しろくなってきてるだろう。それに今のお前じゃ、辞めたところで負け犬にすらなれない」


　和哉は思わず唇を嚙かんだ。


　相変わらずひどいことを言われて悔くやしかったせいもある。


　しかしそれ以上に、図星だったからだ。


　まだ何もできないけれど、『voluptas』のプレス担当という仕事に魅み了りようされ始めている。


　顔を合わせる人々は、超ちよう一いち流りゆうで才能あふれる人々ばかり。


　わからないことだらけの中、そんな彼らの背中を猛もうスピードで追いかけなくてはいけない。それはもちろん辛つらいし、情けない思いをすることが多い。


　しかしだからこそ、何もかもが新しん鮮せんで刺し激げき的、ひりひりするほど面白いのだ。


　それにたとえ他ほかのブランドに転職し、運良くプレス担当になれたとしても、新ブランドの設立に関われる機会などめったにないだろう。


　さらに和哉の頭の中には、かつて見た真白なプロトタイプが鮮あざやかに蘇よみがえっている。


　あれがどうなっていくのか、知りたい。


　完成した姿を見たい。


　そして、世の中に送り出したい。


　自分にはあんなに素す晴ばらしいデザインを創り出す才能はないけれど、もし、自分の力が少しでも、あの素晴らしさをたくさんの人にわからせる手助けになるのだとしたら。


　そう思うと、わくわくし過ぎて堪たまらなくなる。


　それはセールス・スタッフとして一番に商品を手に取り、顧こ客きやくに紹しよう介かいしていたときにも感じていた気持ちだった。


　けれどもそれを、ますます大きな規模で押し進められるチャンスなのだ。


　…………辞めたく、ない。


　和哉がばつの悪い気持ちで視線を戻すと、堂園はそれを表情から読み取ったかのように、小さく笑った。


「だろう？」


　そして和哉を見つめ直すと、性しよう懲こりもなくからかうように、にやりと笑う。


「それに、お前だって本当は嫌いやじゃなかったはずだ。じゃなきゃあんなにエロくならない」


「……!!　ほんっと、最低だな、あんた！　ふざけんな!!」


　咄とつ嗟さに手にしていたスーツのジャケットを投げつけると、げらげらと笑う堂園の声を背に、和哉は足音も荒く部屋を飛び出した。











　とはいえやはりそのまま辞めてしまう気にはなれず、和哉は翌日もいつも通りに出社した。


　昨日よりは少し遅おそくなってしまったのだが、やはりまだ誰も来ていない。


　堂園がまだだったことにほっとしながら、和哉は社長室に行って着き替がえ、席に戻って今日の分の新聞をチェックし始めた。


　しかし意識はいつの間にか入り口の方を向いてしまって、落ち着かない。気がつくと堂園が来たときのシミュレーションをしている。


　……どんな顔して、会えばいいんだ。


　もちろん、何もなかったふりをすればいいだけなのはわかっているのだが、できる自信がまったくない。堂園の顔を見ただけでも、昨夜の出来事を思い出して挙動不ふ審しんになってしまいそうだし、もしどこかに触ふれられたとしたら、奇き声せいをあげて逃にげ出してしまいそうである。


　……いや、大だい丈じよう夫ぶだ。かつて苦手な顧客やクレームに対応したときの要領でいこう。


　いつも以上に仕事モードに切り替かえてしまえば、とりあえず挙動不審はそこまでひどくはならないだろうし、あいつがもし変なことを言ったりやったりしてきたら、顔色を変えずにあしらって、セクハラだってみんなの前で糾きゆう弾だんしてやればいい。


　それでもだめなら、今度こそ本当に、辞めてやる。


　平常心だ、平常心……。


　和哉は心の中で自分にそう言い聞かせていたけれど、フロアのドアが開いたとたんに、びくんとからだを震ふるわせてしまった。


　それでもあえて手元の新聞に没ぼつ頭とうしているポーズを取ると、屈くつ託たくのない明るい声が響ひびく。


「おはようございます、和哉さん。今日も早いんですね。偉えらいなあ」


　驚おどろいて目を上げると、慶がにこにこと笑っている。


「あ……おはよう」


　堂園よりも先に人がやってきたことに安心しつつ、和哉が取り繕つくろうように挨あい拶さつすると、慶はふと堂園の席を見て、おかしそうな表情をした。


「高嗣さんは、やっぱり昨日だけみたいですね。三みつ日か坊ぼう主ずにもならなかったって香坂さんががっかりするな、きっと」


　慶はそう言いながら、和哉とは背向かいにある自分の席に鞄かばんを置いた。デスクトップの電源を入れると、椅い子すに座ってくるりとこちらを向く。


　なぜかなんとなく後ろめたさを感じてしまいながら、和哉はふと口を開いた。


「そういえば、末永は入社して以来ずっと高嗣さんと香坂さんのアシスタントなんだっけ？」


　突とつ然ぜんの問いに大きな瞳をしばたかせながら、慶はにこっと笑った。


「慶でいいですよ。みんなそう呼びますから。そうですね、僕はずっと二人のアシスタントをしてます。研修として短い間セールス・スタッフをやったことはありますけど」


「俺がまだよくわかってないのかもしれないけど、香坂さんの仕事をしている方が多いイメージがあるな」


　和哉の言葉に、慶は小さく首をかしげた。


「うーん、実質的にはそうですからね。一応二人のアシストが仕事ってことになってますけど、僕ができるのは実務的なことだけだし、高嗣さんは基本的に一人で動きたいタイプなので」


　慶はそこでふと目を輝かがやかせると、和哉を見つめ直してにっこりと笑った。


「あ、だから、そういう意味でも和哉さんは凄すごいなって思いました。あの高嗣さんが一いつ緒しよに行動させるなんて」


「や、それは香坂さんが強く言ったからで……」


　和哉が慌あわてて否定すると、慶は微笑ほほえみながら首を横に振ふってみせる。


「それは僕も聞いてますけど、でも凄いですよ。もし本当に少しも気に入らなかったとしたら、いくら香坂さんが仕事のためだって説得しても聞かないですもん、高嗣さんって」


「え……」


　……そう、なのかな。まあ、嫌きらわれてはいない…のかもしれないけど。


　なんたってあんなことまでしちゃったわけだし。


　……いや、まてよ。もしかしてあれ、嫌がらせってことはないよな!?


　一いつ瞬しゆんにしてぐるぐると考え、顔を赤らめ、青ざめさせると、慶はふと表情を曇らせた。


「……もしかして何か、ありました？」


「い、や……あ、ほら、けっこうあの人、口悪いからさ。あんまり気にしないようにはしてるんだけど、時々さすがに、へこむっつーか」


　まさか本当のことは言えず、和哉が当たり障さわりのないことを答えると、慶はほっとしたように微笑んだ。


「ああ、そうですよね。でも、それたぶん、見込まれてるってことだと思いますよ。高嗣さんは、どうでもよくなればなるほど、オトナの対応でスマートにやり過ごしちゃうタイプですから。まあ、いじられてる和哉さんとしては大変でしょうし、こんなこと言ってもあんまり助けにならないかもしれませんけど……」


「いや、けっこう励はげまされた……ありがとう」


　頑がん張ばってくださいね、と慶が笑いかけてくれたとき、突然音を立ててドアが開き、足音も荒あらく堂園がフロアに入ってきた。


「あ、おはようございます、高嗣さん」


「お…はようございます」


　びくんとしつつもなんとか平常心を保ち、和哉がいつものように立ち上がると、堂園はちらりと和哉を見下ろし、唇くちびるの端はしを上げた。


「今日はなぜその服を選んだ？」


「えっ…と……今日は外に出る予定がないので、少しくだけた感じにしましたが、もし突とつ発ぱつ的なことがあってもジャケットさえ羽織れば大丈夫なように考えました」


「なるほど。では、もし羽織るなら？」


「ネイビーのジャケットです。もちろんうちの」


　和哉の答えに、堂園は小さく笑う。


「最後まで外すか。お前らしいな。まあいいだろう」


　堂園はそう言うと、和哉の反応も待たずにさっさと自分のデスクに向かってしまった。


　……ええ？


　和哉は思わずぽかんとした。


　あまりにもあっさりＯＫが出たことにももちろん驚いたが、それ以上に、昨夜のことを記き憶おくしているのかも怪あやしい彼の態度に、肩かた透すかしを食くらったような気分にさせられたのだ。


　さらになぜか、ほんのわずかに苛いら立だっている自分にも気付く。


　……だってあれ、本当に俺なんて、眼中にないって感じじゃねーか。


　こんな状じよう況きようなんて当たり前ってほど、慣れてるとか？


　男好きだか女好きだか知らねーけど、どんだけ遊んでるんだよ。


　やっぱり、完かん璧ぺきにからかわれてたんだな。


　俺だけがすごく色々考えて、覚悟決めて……馬ば鹿かみたいだ。


　考えれば考えるほどむかついてしまいながら、和哉が憮ぶ然ぜんとして席に座ったとたん、今度は香坂と一緒に准一が出社してきた。どちらも、いつもより早い。


　珍めずらしいこともあるもんだなと和哉が小さく目を瞠みはると、いつも冷静で穏おだやかな香坂が珍しく、自分のデスクにたどり着く前から口を開いた。


「高嗣。今、准一とも話したんだが、やはり知っている人間は、集めて先に状況を共有しておこう。今の時点でのメディアへの露ろ出しゆつはまだないようだが、それも時間の問題だし、いくつかの内部ルートで情報が入ってくる可能性がある。騒さわぎが大きくなってしまうと、面めん倒どうだ」


　何やら大事が起きたらしいその様子に、一瞬にしてその場の空気が張り詰つめたのを感じた。


　和哉がぎょっとして准一を見やると、いつも余よ裕ゆうのある男にしては珍しく、少し強こわ張ばったような表情をして説明してくれる。


「『HIROSHI TAKAGAWA』というオートクチュール・ブランドが、うちとまったく同時期に、同じターゲット層を狙ねらったラインを立ち上げるらしい。もちろん、プレタポルテだ。詳しよう細さいはまだ不明だが、おそらくコンセプトも似たようなものだと考えていいだろう」


『HIROSHI TAKAGAWA』って……高嗣さんの父親のブランド、だろ!?


　なのに、なんで……父親が、自分の息子むすこを潰つぶすようなことするんだよ!?


　和哉が目を丸くすると、一緒に話を聞いていたらしい慶も呆ぼう然ぜんとしたような声をあげる。


「そんな……『HIROSHI TAKAGAWA』のデザイナー、鷹川寛嗣といえば、既製服プレタポルテ嫌ぎらいで有名じゃないですか。そんな人が、なんで……ガセの可能性はないんですか？」


「残念ながら、本当らしい。信しん頼らいできる筋に確認してあるんだ」


　准一がそう答えたとき、再び荒あら々あらしい音がしてドアが開き、今度は眞二と桂祐が駆かけ込んできた。どうやら二人とも走ってきたようで、息が荒い。


「た、かつぐさん！　鷹川寛嗣の話聞きましたか……！　って、もうみんな知ってるみたいだな。で、どうするんです。ターゲットやコンセプトはもちろん、発表時期までぶつけてくるなんて、明らかに嫌いやがらせだ。つーか、どこの馬鹿がうちの情報流したんだよ！　くそっ……!!」


　眞二は猛もう烈れつに腹を立てているようで、苛立ちを抑おさえきれないとでもいうように、手近にあったデスクの脚あしを蹴け飛とばした。傍かたわらの桂祐は一瞬それを諫いさめるような視線を向けたが、すぐに自分も憤ふん懣まんやるかたないといった表情になって、一同を見み渡わたす。


「念のために確認しますけど、信しん憑ぴよう性せいのある話なんですよね？　向こうにとってもメリットがある計画だとは思えないけど」


　すると准一が先ほど慶にしたのと同じ、確かだろうという説明を繰くり返して、肩かたを竦すくめた。


「それに、全くメリットがないわけじゃない。単純な話、話題性で言えば、頑かたくなにオートクチュールを守ってきたブランドがプレタポルテに進出するとなれば、邪じや魔まなライバルとなるうちの話題を潰す形で露出できる。さらに対決じゃないかと憶おく測そくされるだろうから、うちの人気を下した敷じきにして広くアピールできる。……俺が向こうのＰＲ担当者なら、こう考えるだろうな」


「そんな……ひどい」


「卑ひ怯きような手口だ」


「そうですよ…！　それにそんなことをしたら、自分のブランドにだって泥どろ塗ぬることにならないんですか？」


　和哉や桂祐、慶が口々に怒いかりや動どう揺ようを吐はき出すと、あからさまに苛いら々いらとして聞いていた眞二が、さらに強くデスクの脚を蹴けりつけた。


「ふっざけんな……!!」


　まるで准一がそれを考えた張本人であるかのように、ぎりぎりと睨にらみつける。


「准一、お前、何冷静に分ぶん析せきしてんだよ!?　そんなことする暇ひまがあるなら、切り抜ぬける方法を考えるべきだろうが!!」


　いつもならそれくらい受け流すだろう准一も、さすがに苛立っているのか、怒りに満ちた眼まな差ざしをした。


「……さっきから必死に考えてるよ。当たり前だろう。お前こそふざけんなよ、眞二。この事態にむかついてるのは、お前だけじゃないんだぞ」


　まさしく売り言葉に買い言葉といった調子で、二人の間の緊きん張ちよう感かんが一気に高まったのがわかった。そのまま殴なぐり合いの喧けん嘩かが始まってもおかしくないような緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きに、和哉はからだを硬かたくする。


　しかし次の瞬しゆん間かん、その険悪さなどばっさりと切って捨てるかのように、堂園の低く揺ゆるぎない声が響ひびいた。


「いい加減にしろ。いつまでくだらないことを言ってるんだ」


「……っ」


　とたんに眞二と准一は同時に我に返ったような表情になり、自分たちの未熟を羞はじるようにうっすらと頰ほおを染めた。


　しかしそれだけでは治まらないのか、照てれ隠かくしか、眞二は堂園をも乱暴に睨みつける。


「じゃあ、どうするんだよ？」


　いつもなら怒りそうなその不ぶ躾しつけな口調にも、堂園はまったく表情を変えなかった。


　ただまっすぐに眞二を見み据すえたまま、小さく片方の眉まゆを上げてみせる。


「どうもしない」


「……は？」


　愕がく然ぜんとした眞二はもちろん、似たような表情を浮うかべる和哉たちに対して、堂園はゆっくりと視線を投げかけてきた。どこまでも揺るぎのないそのまっすぐな眼差しに、心の底まで射貫かれるように感じる。


「よく聞け。俺たちは今、最高のものを創つくってるんだ。どこが何をしようとも、関係がない。いいものは必ず、選ばれる。これまでもそうやってきただろうが。がたがた言わずに、ただ、自分たちの力を信じろ」


　……!!


　確固とした自信を湛たたえてそう言い切った、圧あつ倒とう的な堂園の姿に、和哉は打ちのめされたような気がした。痺しびれるように震ふるえた胸むな奥おくとともに、動揺が、ゆっくりと治まっていくのがわかる。


　それは周囲も同じらしく、緊迫していた雰囲気が鎮しずまっていくのが感じられた。


　眞二がひゅっと音を立てて息を抜くと、桂祐も気分を切り替かえるように息を吐く。准一はやられたというように唇の端を小さく上げて、慶がほっと胸を撫なで下ろしたのが見える。


　そんな様子を見て取ると、堂園は満足げに瞳ひとみを眇すがめた。


「よし、落ち着いたな。では今後の動きについて話すが、他ほかのスタッフが出社したら、新ブランドについて知っている人間を集めて状況を説明する。それまでは何も言うな。動揺しているスタッフがいたら、俺から説明があるとだけ言ってやれ。いいな？」


　全員が頷いて見せると、堂園はちらりと准一と和哉に視線を投げる。


「今の段階では可能性は低いだろうが、もし外部から問い合わせがあったら、すべてノーコメントと応こたえろ」


「わかりました」


　即そく座ざに応えた准一と一いつ緒しよに和哉が慌あわてて頷いて見せると、堂園は、今度は慶に向かって視線を向けた。


「慶、すぐに関係者全員が集まれるよう手配しろ。時間は……午後イチでいいか。社内とはいえ、全員を集めるとなったらそれぐらいが妥だ当とうだろう」


　最後の部分は香坂と確認し合うと、堂園はさらに指示を出す。


「それから集合をかける際には、簡単な状況説明をつけて、何か影えい響きようが出そうなことがあればその場に持ち込めと伝えてくれ。すぐに解決できることはしておきたい。デリケートな案件だから、詳細は雅人にチェックしてもらえ」


「はいっ」


　慶が勢いよく頷うなずくと、堂園は最後に、にやっとして香坂の方を見やった。


　すると香坂も心得たような表情をして、小さな笑えみを口元に浮かべる。


「慶や准一のフォローはもちろんだが、すぐに業界やマーケットの動向を探さぐって、適切な処置を検討するつもりだ。私の通常業務の一部だからな。それでいいんだろう？」


「ああ」


　堂園はますます笑みを深めると、再び和哉たちをゆっくりと見渡す。


「わかったな？　今まで通り、自分の仕事をしっかりとやれば何も恐おそれることはない」


「……はい！」


　全面戦争というわけではないにせよ、それなりの対応はきちんと考えるつもりらしい。


　和哉たちはその点にも安心して頷くと、それぞれの持ち場に戻もどっていった。和哉も自分のデスクに座り、再び新聞に目を通そうとしたけれど、思考はまた、別のところに向かってしまう。


　いくらビジネスとはいえ……親子でこんなことになるなんて、やっぱりそれなりの事情があるんだろうか。


　よく考えれば、いくら家を出てからファッションに興味をもったからって、高嗣さんほどの才能があれば、世界的なブランドの跡あとを継つがないっていうのもおかしい気がする。たとえ父親と喧嘩していたんだとしても、周囲が放っておかないんじゃないだろうか。いや、そもそも、名字が違ちがうってことは……。


　和哉がついそんなことを考えていると、自分に届いた郵便物を確認していた准一が、顔をあげて堂園たちに声をかけた。


「高嗣さん、香坂さん。こんな状じよう況きようの中、急で申し訳ありませんが、今から少し時間をもらえませんか？　高たか津つさんから『VIセクス』のラフ案が来たので、先に確認していただきたいんです。こんな状況だからこそ、この手のものは少しでも早く進めておいたほうがいいと思いますので」


『VI』とは、『voluptas』がシーズン毎ごとの新製品を並べる時期に合わせて発行している大判の雑誌で、高津とは、『voluptas』のアート・ディレクションをすべて担当する高津泰やす士しのことだ。


　彼は、20代後半にしてクリエイティブの世界では知らぬ者なしと称しようされる超ちよう一いち流りゆうのアート・ディレクターで、堂園が彼の作品をひと目で気に入ったことから、外部スタッフとしてチームに配されている。新ブランドのアート・ディレクションに関しても、彼が担当する予定だ。


　今回の『VI』は、新ブランドのために発行する特別版だが、従来と同様、カタログというよりは、イメージを集めたビジュアル・ブックに近いつくりになっている。


　というのも『VI』というタイトルは第六感を意味し、見る者に確固としたイメージを投げかけることを狙ねらって創られた雑誌なのだ。そのため、製品の紹しよう介かいというより、その時々のブランドの世界観を象しよう徴ちようするような写真やグラフィック表現で構成される。


　ちなみにこれは、主にファッション・ジャーナリストや編集者、大口の顧こ客きやくに配られるものなのだが、堂園の美意識で鮮あざやかに貫つらぬかれたような、詩的な誌面はもはや芸術だと絶賛されていて、ファンも多い。つまり、宣伝用の素材として大きな影響力を持っているのである。


　堂園たちもそこはすぐ理解したようで、話し合いを止めて頷いてみせる。


「ああ、それはすぐに見たいな。俺の部屋でやろう。先に行っててくれ」


　そうか、あの『VI』だって一番先に見られるんだ。


　この仕事、やっぱいいよな……!!


　和哉はついわくわくしながら、堂園に指示された通りに准一と一緒に社長室へと向かった。








　准一を手伝い、皆みなでラフを見られるようにソファ前のローテーブルの上に広げていると、香坂や堂園がやって来る。


　表紙に使いたいと呈ていされているのは、太く長い茎くきを持つ瑞みず々みずしいブロッコリーの拡大写真だ。


　そのこんもりした鮮やかな緑の部分には、大おお粒つぶの淡たん水すいパールやピンクパール、ダイヤモンドなどが組み合わされた美しいネックレスが飾かざるように幾いく重えにも巻かれ、爽さわやかだが妙みように艶つやめいた不思議な色気を醸かもしている。


「少し前の広澤大智の作品ですね……僕は好きだな。インパクトがあるし、新ブランドのイメージにも合う」


　准一が感かん嘆たんしたように呟つぶやくと、堂園はざっと全体を眺ながめながら、薄うすく眉み間けんに皺しわを寄せた。


「ああ、表紙はな。だが、他の部分はばらつきがある。使えるものは素す晴ばらしいが、そうでないものは外れすぎている」


　堂園が軽く舌打ちをすると、香坂がその矛ほこ先さきを変えるように口を開く。


「だが叩たたき台としては十分だろう。まだこちらから新ブランドの名前も提示できていないんだ。高嗣、ネーミングはお前に一任しているが、どうなっているんだ？　状況も変わったし、できれば早く欲しいんだが。この作品の刺し激げきで浮かばないのか？」


　冗じよう談だんめかした香坂の言葉に、堂園はちらりと一同を見み渡わたした。


「いや、昨夜決まった」


　……マジ!?


　あんなことがあった後に、そんなに重大な仕事をしていたのかと和哉が目を丸くしていると、香坂が焦じれたように先をたずねた。


「それで？　もったいぶらずに、早く言え」


　すると堂園はジャケットの胸ポケットの中から紙し片へんを取り出し、三人に見せる。


　そこには、『novus』という単語と、見慣れない外国語の一文が書き付けられていた。


　何て読むんだ？　英語…じゃないよな？


　戸と惑まどった和哉が視線を上げると、他の二人も同様だったようで、堂園がにやりと笑う。


「『novusノウス』だ」


「『novus』？　意味は」


「『新しい』。その下にあるのは、Vinumウイーヌム novumノウム inイン utresウトレース novosノウオース mittendumミツテンドウム est.エスト新しい葡萄ぶどう酒しゆは新しい革かわ袋ぶくろに入れなければならない、というラテン語の諺ことわざで、そこから取った。新ブランドのメッセージとして、『VI』のどこかに載のせてもいいかと考えている」


「なるほどね……『voluptas』もラテン語だし、バランスもいいな」


　にっこりと笑った香坂に、堂園も満足げに頷く。


　それからじろりと和哉を見ると、その紙片を差し出してきた。


「高津にも伝えておいてくれ。それから『VI』のラフ案に関しては、女性的なイメージに外れているものが多いから、再考して次の打ち合わせに臨いどむように、ともな。さらに可能であれば、スケジュールを全すべて前まえ倒だおしで調整してくれ。准一の言う通り、できるだけ早く進めておきたい」


「あ、はいっ」


　和哉が紙片を受け取りながら慌ててメモを取ると、准一がさりげなくフォローしてくれる。


「再考に関してですが、他ほかに何か指針となるようなイメージや言葉はありませんか？　再考の助けにしてもらいたいので」


「そうだな……大智の写真で、濡れて真っ赤な熱帯系の花と半貴石を組み合わせたものがあっただろう。あれとクリムトの『接せつ吻ぷん』だな。あの狭はざ間まで期待させる感じが欲しい」


「ああ……なるほど。わかりました、伝えます」


　くりむとの接吻??


　大智の写真はともかく、初めて耳にする単語に和哉は首をかしげた。


　ラフ案を見ながら他の話を始めた堂園と香坂を横目に、和哉はこっそりと准一に話しかけた。


「あの……くりむとの接吻って、何ですか。やっぱり、誰かの写真……？」


「ああ、それは絵画で」


「おい、塚本……お前はそんなことも知らないのか」


　准一が教えてくれようとしたとたん、一番聞かれたくなかった人物の呆あきれた大声が響ひびく。


「……すみません」


　渋しぶ々しぶながらも和哉が反省してみせると、堂園はため息をついて准一を見やった。


「准一、悪いが、高津への連れん絡らくはお前がしてくれ。クリムトを知らない奴やつにさせても仕事にならん。二度手間になるだけだ」


「……っ」


「わかりました」


　准一は頷うなずきながら、悔くやしさに俯うつむきかけた和哉を宥なだめ、そっと励はげますようにぽんぽんと軽く背中を叩いてくれる。


　その優やさしさを嚙かみしめながら顔をあげると、視線の先で堂園がいっそう不ふ機き嫌げんな顔をしてこちらを見つめているのに気付く。


　……なんだよ。


　そりゃ有名なのかもしれないけど、本当に知らなかったんだから仕方ないだろ。


「……知識が足りずにすみませんでした。ちゃんと調べておきます」


　それでも早く堂園の視線から逃にげたくて、和哉が仕方なく反省の言葉を述べると、堂園はわずかに目を眇すがめて、香坂と准一を見やった。


「『VI』の件はこれでいいな？　それなら少し出かけたい。トラブルに関するミーティングにはもちろん間に合うように戻るし、連絡もつくようにしておくから、後を頼たのむ」


「突とつ然ぜん、何だ？　例の件以外は打ち合わせもないことだし、どうせすぐに動けることはないから構わないが……今日は一人でじっくりデザインを煮に詰つめたいとか言ってなかったか？」


　さすがに驚おどろいたような香坂に、堂園は軽く肩かたを竦すくめてみせる。


「お前らに任された教育とやらだ。下らないトラブルのせいでこれからそんな暇ひまなど無くなるかもしれんし、今ちょうどクリムトをやっているところがあるから、連れて行く。確か『接吻』があったはずだからな。おら、行くぞ、塚本」


　……ええ!?　仕事中に、いきなり？


　突然のことに驚きながらも、和哉は慌あわてて颯さつ爽そうと歩き出した堂園の跡を追いかけた。








　連れて行かれたのは、都心ながらも閑かん静せいな住宅街にほど近い瀟しよう洒しやな美術館だった。


　本社のある南青山からあまり離はなれていなかったことに安心しながら、緑あふれる敷しき地ちに足を踏ふみ入れると、個人の邸てい宅たくのような雰ふん囲い気きの前庭が目の前に広がる。


　真白な建物はゆったりと横に長く、開放感を保ちながら木々が生おい茂しげって、まるで南なん欧おうの別べつ荘そうといった雰囲気だ。


「ここは小さいながらも、いつも良い企き画かくをやっているから、気に入ってるんだ」


　エントランスに向かう石いし畳だたみの小道を歩きながら、堂園は気持ち良さそうに空を仰あおぐ。


　そしてこちらを振ふり向くと、遠えん慮りよがちな和哉に向かって軽く眉まゆをあげてみせた。


「何をそんなに浮うかない顔をしてるんだ」


「や……こんなときにいいのかな、と思って。『HIROSHI TAKAGAWA』の新ブランドの件で社内もばたばたしていたし、高嗣さんの貴重な作業時間を割さいてもらっちゃったみたいだし、仕事中でもあるし……ここまで来ておいて今さらだとは思いますけど」


　それに昨日、あんな別れ方もしちゃってるし。


　その後は完全に、無かったことにされてるし。


　様々なことが気にかかり、和哉が歯切れ悪く答えると、堂園はふと苦笑を浮かべた。


「なんだ、ずいぶん殊しゆ勝しようなことを言うな。そう思うんだったら、しっかり吸収して、少しでも美的感覚を磨みがけ。芸術に対する感性や知識は、なるべくあった方がいいんだ。クリエイターたちとの共通の言語や話題になるし、プレス担当としてチェックやジャッジをする際にも必要となることがあるからな。わかったか？」


「……はい」


　和哉が素す直なおに頷くと、満足げに笑った堂園に、ぐしゃぐしゃと頭を撫なでられる。


「いい返事だ。それにもう一つ付け加えておくと、絵を見るのならなるべく本物、それも人が少ないときに自分のペースでじっくりみるのがいい。となると平日の午前中、今がベストだ」


　堂園の言葉はまさにその通りで、広々とした展示スペースにはほとんど人がいなかった。


　天てん井じようが高く明るい空間は穏おだやかな静せい寂じやくに満ち、白い壁かべには様々な大きさの絵画がほどよい間かん隔かくでずらりと並んで、来場者を出で迎むかえている。


　う、わ……。


　和哉は入り口に立ったまま、全体を見渡した。


　人の流れに従う必要もなく、こうしてどこから見ようか迷えるなんて贅ぜい沢たくだということは、絵画鑑かん賞しようなどあまり縁えんのない和哉でも想像がつく。


　状じよう況きようが状況だけに不ふ謹きん慎しんかもしれないと思っていたが、堂園の言葉で気が楽になったこともあり、和哉はようやくその場を楽しみ始めた。自由に絵を選んでは、様々な角度や距きよ離りから眺ながめてみる。


　そうやって好きにやってみると、絵がどんどん美しく、面おも白しろくなるような気がした。


　やはり好きに眺めている堂園と、時折出会う形になるのも面白い。そして同じ絵を眺めてたわいない感想を言い合ったり、彼から絵に関する知識を教えてもらったりするのだ。


　堂園の芸術に対する造ぞう詣けいはさすがに深く、嫌いや味みや妙みような薀うん蓄ちくに思えないほど多た岐きに亘わたって洗練されていたから、和哉は素直に尊敬しながら耳を傾かたむけることになった。


　そこからは、先ほどの堂園の言葉と同じく、和哉を育てようとしてくれる彼の気持ちが感じられるせいか、そうしているだけで嬉うれしく、今まで経験したことがないほど楽しかった。


　なんだ……こういうのって、けっこう楽しいんだな。


　すっかり新しん鮮せんな気持ちになった頃ころ、ひときわ煌きらめくような美しい絵に視界を奪うばわれた。


　渋く複雑な色みを背景に、浮かび上がるような黄金の繭まゆの中、一人の女がひざまずいて頰ほおにくちづけられているというものだ。


　近づいてみると、黄金の繭に見えたものは、こちらに背を向けるようにして彼女を抱だきしめている男のマントか服のようなものらしい。絵に貼はり込まれて輝かがやくような金きん箔ぱくには装そう飾しよく的な幾き何か学がく模様が描えがかれ、背景には金きん砂さまで撒まかれている。


　さらに足元には花はな園ぞのまで描かれていたから、彼らはまるで満天の星空の下もと、大地の祝福を受けながら抱き合っているように見えた。


　そんな中で彼女は、幸福に恍こう惚こつとするような表情を浮かべている。自分を包む男の大きな手にそっと手を添そえ、彼の頭を引き寄せるようにくちづけを受け入れている。


「……これが、クリムトの『接吻』……？」


　和哉がすっかり心を奪われてしまいながら、やってきた堂園の気配に問いかけると、笑えみを含ふくんで柔やわらかくなった彼の声が聞こえた。


「そうだ。美しく、官能的だろう」


「はい。それに……すっげー気持ち良さそうだ……」


　でも、わかる。


　愛されるのって、気持ちいいもんな。


　そんなことを考えたとたん、昨夜の記き憶おくが鮮あざやかに蘇よみがえりそうになった。


「……っ!!」


　俺は、何を思い出そうとしてるんだ！


　別にあれは愛されたわけでもなんでもないし、完全になかったことになってるだろうが！


　和哉が慌てて頭かぶりを振ってそれを追い払はらうと、堂園が小さく吹ふき出し、顔を覗のぞき込んでくる。


「どうした？」


「や……えっと、この絵を基に『novus』のイメージを創つくり上げたんですか？　もう少しデザインの方が艶つやっぽいとは思いますけど、よく合ってるから」


　誤ご魔ま化かすためとはいえ、その次に感じたことを口にすると、堂園はゆっくりと瞳ひとみを眇めた。


「いや、これはさっきイメージを伝えるために思いついただけだ。とはいえ、昔から好きな絵ではあるから、何かしら関係はあるかもしれないが」


　堂園はそこで言葉を切ると、ふと微笑ほほえんだ。


「ガキの頃に画集で見たのが初めてだったが……この雰囲気に憧あこがれてな。何度も眺めたもんだ」


　へえ……けっこう可愛かわいいとこがあったんだな。


　和哉が思わず目を瞠みはると、堂園は照れたようににやりと笑う。


「仕方がないだろう。なにしろ金箔が壮そう麗れいだし、モザイク模様も美しい。それになにより、お前と同じく、なんて気持ちが良さそうなんだと憧れたんだ。まだ見ぬ愛の世界を想像してな」


「……この絵からは純じゆん粋すいな愛の世界を感じますけど、ちゃんとそっちに憧れたんでしょうね？」


　つい釣つられて和哉が軽口を叩たたくと、堂園はさらに機嫌を良くしたように笑う。


「当たり前だろうが。まだ画集の方が大きいくらい、幼い頃だぞ。その画集だって、買ってもらっただけで嬉しくて、毎日抱かかえて寝ねてたくらいだ」


「うわっ、高嗣さんにもそんな時期が……」


　……って、あれ？


　さらに続けようとしたとたん、堂園が怖こわいほどの真顔になって黙だまり込んだことに気づいた。


　……俺、ふざけすぎたか？　いや、それで怒おこってるんでもなさそうだけど……子供の頃の話がまずかったとか。やっぱり何か……お父さんに関かかわることだったんだろうか？


　和哉は色々考えを廻めぐらせたけれど、触ふれてはいけないような雰囲気にすぐに言葉を失った。


　とはいえ無視するわけにもいかず、和哉がおそるおそる声をかけると、堂園はふと我に返ったような表情をした。そして改めて和哉に気づくと、またしてもふと苦笑いを浮かべる。


「……不思議だな。喋しやべり過ぎた」


「え……？」


　和哉は思わず尋たずね返したが、またしても髪かみをぐしゃぐしゃとかき混ぜられて、あっさりとうやむやにされてしまった。


　そしてそれと同時に、今までの雰囲気までもが消えてしまったことにも気付く。


　別に堂園の態度が変わったわけではない。絵を見るペースは今まで通り和哉に合わせてくれていたし、解説もしてくれる。


　けれど、絵を見て回ることで二人の間に出来上がりつつあった、打ち解けたような楽しい空気がなくなってしまったのだ。どこか一線を引かれてしまったような寂さびしさすら覚えてしまう。


　そしてそれが、なぜかすごく惜おしいことのように感じられて、和哉は全すべてを見終わった後、堂園と並んで歩きながら彼を見上げた。


「あの……今日はありがとうございました。すごく、ためになりました。それで、他ほかにもセンスを磨くいい方法があったら、せっかくの機会なのでアドバイスをいただきたいのですが……」


　いつになくどぎまぎして和哉が頼たのむと、堂園は小さく笑ってこちらを見やる。


「学んだことをさっそく活いかそうとするのは良いことだ。そうだな……」


　しかしそこにはこれまでのようにからかうような口ぶりはなく、和哉はまたしても寂しいような気持ちになった。


　……いやいやいや、それ、おかしいだろ。


　これが、普ふ通つう。ようやく、普通の上司と部下になったってことだ。


　和哉がそう自分に言い聞かせたとたん、今日の朝に慶と交かわした会話が思い出される。


　──高嗣さんは、どうでもよくなればなるほど、オトナの対応でスマートにやり過ごしちゃうタイプですから。


　…………俺、今、オトナの対応ってやつでやり過ごされてるのかな。


　そう思ったとたん、ずん、と胸の奥が重くなったような気がした。そんな気分になるのはおかしいと頭ではわかっているのだけれど、なぜかすぐには振ふり払えない。


　その重苦しさにいつの間にか視線まで落としてしまっていたらしく、アドバイスをしている堂園にとうとう名前を呼ばれてしまった。


「塚本？」


「あ……す、みません」


　和哉が慌あわてて顔を上げると、堂園は少し目を細めるようにしてこちらを見つめた。


　そして何かをふっきるように、微笑みながらも小さくため息をつく。


「……本当は、画集を眺めるのが一番実行しやすい。せっかくだから、これから買いに行くか」


「はい！」


　その一言で重苦しさが吹き飛ばされたような気がして、和哉は思わず顔を輝かせてしまった。








「こんなに買っていただいて、ありがとうございました」


　メルセデス・ベンツの助手席に座らされた和哉は、運転している堂園に向かって改めて頭を下げた。膝ひざの上に抱えている紙かみ袋ぶくろには、何冊もの画集や美術書が入っていてずしりと重い。


　和哉としては、もちろん自分で買うつもりでいたのだが、堂園が教材として投資してやると全部買ってくれたのだ。


「今の俺の好みで偏かたよってはいるが、基き礎そとなるものばかりだからな。しっかり学べよ」


「はい」


　和哉が紙袋に入った画集を腕うでに抱え直すようにして頷うなずくと、堂園は微笑みながら、何かを堪こらえるようにうっすらと瞳を眇すがめた。そして黙ったまま、正面を向いてしまう。何かに揺ゆれているような横顔が見えた。


　……何だ？


　和哉は戸と惑まどいながらも、堂園の言葉を促うながすように、黙っていた。


　交通量が激しいはずの騒そう音おんは薄うすれ、低いエンジン音だけが静かに車内の空気を繫つないでいる。


　やがて堂園は、何かを堪え切れなくなったようにため息をつき、今まで見たことがないような皮肉げな表情を浮うかべて、笑みを零こぼした。


「いや……俺もガキの頃ころ、よく親父おやじに連れられて美術館に行ったんだが、その後は必ず、こうやって画集やら美術書やらを買い与あたえられたことを思い出してな」


「うわ、さすが世界的なデザイナーのお父さんですね。英才教育ってやつですか」


　和哉が場を和なごませようと明るく言うと、堂園は反射的に反論するように口を開いた。しかしすぐにその仕草を後こう悔かいしたような表情を浮かべて、小さく軽い舌打ちをする。


「……いや、確かに、そうだな。腹立たしいが仕方ない」


「……すみません」


　つい和哉が謝ると、堂園は我に返ったような表情をして、こちらを見やった。


「いや、今のは俺が悪い。自分から言い出したくせに、完全に八つ当たりだ。すまなかった」


「あ……いえ」


　これまでの堂園とのやりとりからは信じられないほど素す直なおに謝られてしまい、和哉は思わずうろうろと言葉を探した。


　先ほどの美術館での一件といい、才能はあるが傲ごう慢まんで、殺しても死なないようなふてぶてしい男だと思っていた堂園に、こんなに脆もろさを感じさせる一面があったなんて。そしてそのどれもに父親の影かげが滲にじみ、あの堂園が、どこか葛かつ藤とうしているような表情を見せる。


　高嗣さんにこんな表情させるなんて、お父さんとの間に、いったい何があるんだろう……？


　気にならないわけがなかったけれど、これ以上、そこに触れてはいけない気がする。


　和哉はひとつ息を吸い込むと、運転している堂園の方にからだごと向き直った。


「高嗣さん、あの、俺」


「ん？」


「プレス担当として、これからもっと頑がん張ばりますから。投資してもらった分、絶対に後悔させませんから！」


　まるで誓ちかうように和哉がそう言い放つと、堂園は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を瞠ったが、すぐに柔やわらかな眼まな差ざしをしてにやりと笑った。


「ああ、わかった。楽しみにしてやるから、思いっきり、好きなようにやってみろ」


「……はい！」


　その人を食ったような微笑みは、ようやくいつもの彼のものだ。


　そのことでなぜか和哉は安心してしまい、つい小学生のような返事をして、さらに笑われた。











　そんな宣せん誓せいをしたせいか、ようやく自分の中の歯車が嚙かみ合った気がする。


　和哉は、早朝出勤や服装、准一に教わる業務以外でも、思いつくことは片かた端はしからやってみることにした。例のトラブルの件で関係者が集まったときは、慶に頼んで彼らのリストをもらって顔を覚える機会にしたし、ＩＣレコーダーを買って持ち歩くようになったこともその一つだ。


　ついていけない打ち合わせをこっそり録音しては時間があるときに聞き直し、准一にわからない部分を質問したり、これから先に役立つようにノートに書き付けておく。


　また、堂園のインタビューや会食といった場に同席するときも、メモが取れないことを想定して忍しのばせ、やはり後で聞き直しては彼の思想を理解しようと努める。それと同時に、堂園の言動を細かく観察しながら、彼の気持ちを考える癖くせもつけるように心がけた。


　自分でも若じやつ干かんストーカーめいてはいるなと思って苦笑してしまうが、プレス担当者としてそこを押さえていた方が他の仕事も進めやすいことがわかってきたので、続けることにした。


　さらには、かつての同どう僚りようや旗き艦かん店てんの磯山に会いに行って顧こ客きやくの動向を聞いたり、慶に頼んで他の部署のスタッフの話を聞いて社内の知識を深めたり。


　どれもたわいない工く夫ふうかもしれなかったが、やればやるほど仕事が面おも白しろくなり、夢中になればなるほど、『novus』はもちろん、『voluptas』に対する愛着が増していくのがわかる。するとまた、仕事が別の顔を見せてくれるようにわかってきて、のめり込んでしまうのだ。


　これってちょっと……恋れん愛あいの初期と似てないか？


　仕事が終わった後、深夜の部屋で堂園の語る声を聞きながらメモを取っている時、ふとそんな考えが芽生えた。


　こんなに何かにのめり込み、誰かのことを考え続けているのは、久しぶりだったからだ。たぶん、最後の彼女と出会ったとき以来。もしかしたら、それ以上かもしれない。


　……いや、別にそういう意味で考えてるわけじゃねーし!!


　いくら考えたとしても『novus』とか『voluptas』と同列、あくまで仕事の範はん囲いだっつーの!!


　和哉は自分で自分に突つっ込み、必死で妙みような雰ふん囲い気きを追おい払はらった。











　そういった日々は瞬またたく間に過ぎていき、和哉はようやくプレス担当になったんだという実感を得られるようになってきていた。


　そうは言っても残念ながら、急に仕事ができるようになったわけではない。


　今も、堂園に言いつけられていたデータを間ま違ちがった切り口から集めて提出してしまい、散々怒おこられて馬ば鹿かにされた後、その修正をしていたせいで一人出で遅おくれてしまったくらいなのだ。


　しかし、今日は初めて『novus』の試作品とご対面する日なのである。もちろん反省はするが、そんなことで落ち込んでなどいられない。


　和哉は浮き立った足取りで、飛ぶように四階にある仮かり縫ぬい室を目指した。


　前回、パタンナー室でのトワル・チェックには参加したけれど、その次の段階である、実際にモデルがトワルを着て確認していくところや、生き地じを選ぶところには同席できなかった。


　それは准一の急ぎの仕事を手伝わなくてはいけなかったからなのだが、その後、あのトワルたちがどうなったのだろうと、気が気ではなかったのだ。


　そんな中、ようやく実際の服地で出来あがった試作品を見られるのである。


　今日はまだメンズだけだが、ちゃんとしたモデルに着てもらって確認するらしいから、ちょっとしたショウめいた雰囲気もあるという。ますます楽しみだ。


「せっかくの機会だっていうのに、これじゃ完かん璧ぺき遅ち刻こくだよ、くそっ……!!」


　エレベーターを待つ時間も惜おしくて非常階段を駆かけ下り、四階のフロアに飛び出すと、エレベーターホールからも誰かが急いで歩いて来るのが見えた。


　いかにもファッション関係者らしくセンスのいい服装、柔らかそうな栗くり色いろの髪かみに青みがかってみえる灰はい褐かつ色しよくの瞳ひとみ、完かん璧ぺきなルックスの男。……黒須ロラン、だ。


「あっ……ご、ご無ぶ沙さ汰たしてます。先日のパーティでお目にかかった……」


「……ああ、あの時の新人か」


　和哉が軽く頭を下げると、ロランは胡う散さん臭くさそうにこちらを見やった。


「なに不ふ審しん者扱あつかいしてんだよ。自分のブランドが起用しているモデルも知らないのか？」


「ええ!?　だ…って」


　いくらプレタポルテで仮縫いの回数が少ないとはいえ、通常であればこういった仕事は中ちゆう堅けんモデルか新人がやるはずなのだ。まさか世界的なトップ・モデルであるロランが、この段階で起用され、しかも本人もそれを引き受けるとは。


　和哉が目を白黒させると、ロランは煩うるさげに手を振ふり、さっさと仮縫い室に入ってしまった。


　びっくりしたまま後に続くと、すでにロランが部屋の隅すみで着き替がえ始めているのが見える。


　仮縫い室とはその名の通り、仮縫いのために設けられた場所だ。四階フロアの半分ほどを占しめるこのスペースは、服を身に纏まとったモデルたちがちょっとしたウォーキングをできるくらいの広さがあるが、他ほかのオフィス部分と同様、モダンで洗練された雰囲気に保たれていた。


　床ゆかには、モデルたちが素す足あしで歩いても大だい丈じよう夫ぶなように、上品な明るい銀ぎん灰はい色いろの絨じゆう緞たんが敷しかれ、やはりガラス・ブロックの壁かべ一面から、ふんだんな太陽光が差し込んでいる。壁かべ際ぎわには様々な椅い子すが置かれ、仮縫いの様子を見ようと集まったパタンナーたちが思い思いに腰こしを下ろしていた。


　そしてそんな部屋の最さい奥おうには巨きよ大だいなデスクが据すえられ、堂園と香坂がゆったりと座って準備ができるのを待っている。また堂園の傍かたわらには椅子を移動させた眞二と桂祐、その隣となりには准一が、控ひかえるように座っている。


　和哉は目立たないように准一の脇わきに座ると、こっそりと囁ささやいた。


「うちの仮縫いのモデルって……あの黒須ロランがやるんですね」


　すると准一もおかしそうに瞳を細める。


「ああ。言ってなかったか？　ロランも高嗣さんの大ファンなんだ。だから、あの堂園高嗣が新しいラインを立ち上げるなら、ぜひ自分を使って欲しいと向こうから売り込んできたんだよ。あの黒須ロランが、トワルまで着たんだぞ。贅ぜい沢たくの極きわみだよな。ま、事務所は相当渋しぶい顔をしていたが」


　そりゃそうだろう……。でもそれって、ほんとにただのファンってだけか……？


　またしても和哉がそんな邪じや推すいをしてしまったとき、部屋の端はし々ばしから、どよめくような感かん嘆たんの声があがった。


　その高こう揚ようした雰囲気に我に返ると、部屋の中央に向かって、着替え終えたロランが歩いてくるところだった。


　艶つやのあるチャコール・グレーのスーツジャケットに同色のベスト、ほどよい深さのブルー・グレーの立襟えりシャツを合わせた彼は、なんと色みこそ完璧に釣つりあっているとはいえ、黒に近い灰色地に黒やグレーのタータンチェックが入った、カジュアルな膝ひざ丈たけのパンツを穿はいている。


　あんなデザイン、だったのか……!!


　ひと目見ただけで目を奪うばわれてしまい、和哉はその場で呆ぼう然ぜんとした。


　白一色のトワル地でつくられていたときも新ブランドにふさわしい斬ざん新しんさがあると思ってはいたが、実際に材質のわかる服地で作られ、色がつくと、次元が変わったように見える。


　……悪い魔ま法ほう使つかいにかけられていた呪のろいが、祝福によって解けたみたいだ……。


　思わずそんなことまで考えてしまいながら、和哉はそのディテールがわかるにつれて、ますます目が釘くぎ付づけになってしまう。


　その斬新な着こなしは、ショウの構成と関係のない順で着ていることもあるのか、初めは新ブランドのビジネス用よう途とだけを考えると、少し戸と惑まどってしまうようなデザインに思われる。


　しかしロランが歩く間、一つ一つのアイテムを見れば見るほど、少なくとも膝丈のパンツ意外は、普ふ通つうに職場に着ていけるものだとわかる。


　それなのに、ここまで洒落しやれた格好ができてしまうのだ。そう思うと嬉うれしくなって、わくわくしてくる。限られたお金でここまで変わった着こなしができるとなると、もっとファッションが楽しくなるような気がする。


　そしてそう思わせるのは、けして堂園の才能だけではないことにも気づく。


　ロランが、彼自身の非ひ凡ぼんさを示すように、『voluptas』のときとは明らかに服の魅みせ方を変えていたからだ。綺き麗れいな男の色気に目を奪われるのは変わらないが、いつもよりずっと爽さわやかで、和哉のような一いつ般ぱん人でも手が届きそうな魅み力りよくを醸かもし出している。


　プライベートだと感じが悪い人だけど、仕事となると、やっぱりすごいな……。


　たとえ仮縫いという場であっても、観みている者にそこまで感じさせることができるのは、ロランが惜しげもなくきちんと才能を遣つかっているからだ。


　全く手を抜ぬいていない彼の姿勢にずば抜けたプロ意識を感じて、和哉は密ひそかに感心した。


　俺も、もっと頑がん張ばらなきゃな。


　改めて自分に気合いを入れ直しながら、和哉は立ち上がった堂園を目で追いかける。


　いつものように眞二と桂祐を両りよう脇わきに従わせた堂園は、ロランに様々な動きをさせながら、微び妙みようだが重要な調整を施ほどこし始めた。そうして堂園が納なつ得とくすると、堂園たちの背後、和哉の傍らに控えている慶が資料のためにポラロイド写真を撮とる。そして次の服に移るのだ。


　相変わらず堂園のイメージは明確でぶれないようで、チェックは順調に進んでいったが、ふと、その手が止まった。腰に手を当て、顎あごの先を大きな手のひらで摑つかむ。


　……ああやってるときは、悪くはないけど、何かが気になってるときなんだよな。


　何気なくそう思って堂園を見ると、ロランの腰の辺りを中心に見ていることに気づいた。


　……もしかして。


　ふとあることを思い立ち、和哉がデスクの上で乾かわかしているたくさんのポラロイドの中から気になるものをいくつかピックアップしていると、堂園に名前を呼ばれる。


「ついでにこのベルトと似た色を探してくれ、塚本」


「あ、でしたらこの三枚です」


　あらかじめ指示されていたかのように即そく座ざに渡わたすと、堂園はさすがに驚おどろいたような表情を見せた。しかし何も言わずに、ロランがしているベルトと色みを比べ始める。


「駄だ目めだ。塚本、次」


　……次??


　なんじゃそりゃ、と思いながらも、ダメ元で、和哉はもし次に確認するとしたらこれだろうと思ってすでに選んであったインナーのポラ四枚を渡してみる。


　すると堂園は小さく唇くちびるの端はしをあげて、指先で玩もてあそぶように自身の顎の下を弾はじいた。その仕草は、予想外の満足を得られたときのものだ。


　お、当たったらしいぞ。やった……！


　別にお褒ほめの言葉があったわけではないけれど、和哉は自己満足して、日ひ頃ごろの溜りゆう飲いんが下がる。


　ちっぽけなことだろうが、こうでもしないと堂園のしごきについていけないのだ。


　……しごきだか、本当に性格が悪いんだかは、相変わらずわかんないけどな。


　和哉が内心で肩かたを竦すくめながら席に戻もどると、隣に座っていた准一が、自分のことのように嬉しそうな表情で微笑ほほえみかけてくれた。


「驚くくらいの絶ぜつ妙みような呼吸で、よかったぞ。あれだけ高嗣さんのことが読めるようになっていれば、プレス担当者として合格だ」


「ありがとうございます…！　でも、まだまだ頑張ります」


　和哉は謙けん遜そんしながらも、尊敬する准一に手放しで褒められた嬉しさに鼻の下を伸のばした。


　それに気づいた准一は、笑いを嚙かみ殺すような表情をして先を続ける。


「いや、マジで。今のはよく、気がついたよ。俺はそこまでわからなかったし」


「いやあ……偶ぐう然ぜんですよ、偶然」


　照れもあってそう否定したけれど、しつこく観察してみると、堂園は実はけっこう単純なことに気づいたのだ。


　先ほどのように、迷ったときや満足げなときもそうだが、苛いら立だっていれば目立たぬ程度に指先でどこかを叩たたいているし、疲つかれたときは、口元を手のひらで覆おおって肘ひじをついていることが多い。そして不ふ機き嫌げんそうにしているときの大半は、お腹なかが空いているときなのだ。


　……腹が減ったらふてくされるって、子供かよ。


　現代のアイコンとまで讃たたえられる、あの堂園高嗣からは想像もつかないことに気づいた時には、あまりのギャップに我が慢まんできず、ひと目こそ避さけたがげらげらと腹が痛くなるまで笑った。


　しかもどうやら、そのことについては、さすがの准一も気がついていないようなのだ。そう知ったときはなんだか妙みように嬉しくもあった。


　とはいえ、今までの自分だったら、准一と同じように気がつかなかっただろう。


　堂園と一いつ緒しよにクリムトの『接せつ吻ぷん』を観たとき、彼に対する自分の見方が変わったのだ。


　才能にあふれ、全すべてに恵めぐまれているがゆえに傲ごう慢まんだと思っていた男が、幼くて可愛かわいらしい記き憶おくを覗のぞかせ、今まで周囲に見せていた姿を保てないほどの脆もろさを感じさせた。


　それは意外すぎて初めは動どう揺ようしたのだけれど、一方で、実は密かにほっとしたのだ。


　妙な言い方かもしれないが、この人も、自分と同じ人間なのだと。


　普ふ段だんは社会的で頑がん強きような外面を持っているけれど、その内側には、自分と同じ、柔やわらかで弱いところがある。


　そう思ったとたんに、今まで目にしていたのとは違ちがう堂園の姿が次々と見えてきたのだ。そしてなぜかどうしようもなく気になってしまって、ふと気がつけば、目で追っている。


　だから彼の仕草にも気づくようになったし、堂園が考えていることもなんとなくわかるようになってしまったのだ。


　和哉が堂園たちを眺ながめながらそんなことを考えていると、視線の先で堂園がこちらを振ふり返ったのが見えた。


「何をぼんやりしてる。次だ」


「……へ？」


　さすがにその意味まではわからず、和哉が間ま抜ぬけな声を漏もらしてしまうと、堂園は形のいい唇の端に意地悪そうな笑えみを浮うかべる。


「インナーまで確認したら、次は靴くつを考え直すに決まってるだろうが。俺の部屋に追加があるから、取って来い」


　そんなの、知るか……!!


　和哉は思わず内心で言い返したが、あまりにも当然だというように睨にらまれてしまって、反論できる雰ふん囲い気きではない。堂園の言動により一身に集まっている周囲の視線も、かなり痛い。


　くっそー……!!


　仕方なく、和哉は急いで仮かり縫ぬい室を飛び出した。


　絶対、あれで終わりだと思ってたのにな……まだまだってことか……。


　つい悔くやしがりながら、和哉はなかなか来ないエレベーターに焦じれて階段を駆かけ上がった。








　そこからは終始その調子で、散々こきつかわれてしまった。


　疲れた……俺はあんたの小間使いじゃないっつーの……!!


　仮かり縫ぬいが終わってもすぐには動く気にならず、すっかり暗くなったガラス・ブロックの外を見ながら、和哉が椅い子すにぐったりと倒たおれこんでいると、長時間に亘ったことなど感じさせないような足取りで堂園がやってきた。


　和哉が警けい戒かいしてつい飛び起きると、堂園は笑いを嚙み殺すような表情をして見下ろしてくる。


「おら、行くぞ」


「ど…こですか、今度は」


　二の腕うでを摑まれ、無理やり引っ張られながら、和哉が焦あせってそう聞くと、堂園が喉のど奥おくで小さく笑ったのが聞こえる。


「お前はこれであがりだろうが。せっかくだから、付き合え」


「だから、どこにですか……」


　もはや抗あらがう気力もなく、和哉は堂園に引き摺ずられるまま、ついていくことになった。








　そうして連れて行かれたのは、東京タワーにほど近い場所にある、落ち着いた雰囲気のレストランだった。どうやら、堂園の夕食に付き合えということらしい。


　大使館や公園に囲まれたその店は、一見すると個人宅のようで目立たない。しかし店内に一歩足を踏ふみ入れると、そこには日常の煩はん雑ざつさを忘れてしまうような空間が広がっていた。


　観葉植物が置かれた入り口付近には、ウエイティング・バーを兼かねたようなマホガニー製のバーカウンターがあり、その背後一面を占しめるような飾かざり棚だなには、ありとあらゆる種類の酒さけ壜びんとともに、バカラグラスが美しくディスプレイされ、柔らかな灯あかりに照らし出されている。


　その他ほかのインテリアは全てダーク・ブラウンを基調にしつらえられ、深しん紅くのソファや色いろ鮮あざやかな抽ちゆう象しよう画ががアクセントとしてモダン・シックに調ととのえられている。そして店内の最さい奥おうには、見事な庭に面したテラス席があり、東京タワーを眺めながら食事が楽しめるようになっていた。


　うっわ……こんな場所、あるんだ……。


　和哉が思わず呆ぼう然ぜんとしていると、堂園はウエイターと気さくに言葉を交かわしながら、当然のようにテラス席へと案内させた。その雰囲気からすると、かなり頻ひん繁ぱんに訪おとずれる店らしい。


　堂園と向かい合うようにソファに座ると、夜の空気が頰ほおを撫なでる。ほんのわずかに冷めたような爽さわやかさが、心地ここち良い。


「すごく素す敵てきな店ですね。よく来るんですか？」


　差し出されたメニューを開きながら和哉が尋たずねると、堂園は小さく笑って頷うなずいてみせる。


「まあな。ここは酒も食べ物も文句なく美味うまいし、大たい抵ていが常連客かその知り合いだから、妙な騒さわがれ方をすることもなくて気に入ってるんだ」


　そこで言葉を切ると、堂園はふと悪戯いたずらっぽい眼まな差ざしをする。


「そういえば、『voluptas』の人間を連れてきたのは初めてだな。お前、秘密にしとけよ？　プライベートでまで、わざわざ社員と顔を合わせたくない」


「あ……はい」


　でも、それって……俺はいいってことだよな？


　ちょっと特別みたいで、やばい、かなり気分いい。


　思わず嬉うれしくなってしまって頰を緩ゆるめたとたんに、苦笑される。


「何をにやにやしてるんだ。奢おごってやるから、早く好きな料理を選べ」


「あ……ありがとうございます。でも、俺が全部選んじゃっていいんですか？」


「ここは何を食べても美味いからな。好きにしろ」


「……はい」


　なんか俺……いつになく、丁てい寧ねいに扱あつかわれてないか？


　つい嬉しくなってしまいながら、和哉は堂園にアドバイスを求めつつ、料理を選んでいった。


　そうして出てきたものはどれも絶品で、和哉は一口食べたとたんに、弾はじかれたように堂園の顔を見つめてしまう。


「！　すっげー美味い、ですね」


　すると堂園はいつになく柔らかな眼差しをして、小さく笑った。


「だろう？　しかしお前は、何を食べさせても、気持ちがいいほど美味そうに食べるな」


「そう…ですかね。でも、マジで美味いですから」


　美味おいしい料理のおかげか、ほのかな酔よいのせいなのか、いつものようにからかわれても、なんだかそれが、ちょっと嬉しい。


　和哉はそのくすぐったさに首を竦すくめながら、堂園に勧すすめられるまま、次々と運ばれてくるプレートに手を伸のばした。


　するとなぜか、次々と話したいことが湧わき起こってくる。新ブランドに関かかわり感かん銘めいを受けたこと。覚え始めた仕事のこと。そして堂園から教わって興味を持ち始めた、アートについて。


　和哉はそれに衝つかれたように口を開きながら、そんな自分に内心で驚おどろいていた。


　これまでは、たとえ彼女に対しても、ここまで話をしたいと感じたことはなかったからだ。いつも相手の話を聞いていたし、それが不満だと感じたこともない。


　けれど今は、話したくてたまらないのだ。


　自分が話すことに堂園が応こたえてくれるだけで嬉しいし、それで彼の知らなかった一面に触ふれられると、たまらなく楽しい。


　なぜなんだろうと密ひそかに首をかしげたとき、こちらを見つめている堂園の表情に気がついた。


　おかしそうに笑いを堪こらえたり、からかうようにあげ足を取ったりはするけれど、その眼差しは、目を奪うばわれてしまうほど優やさしい。まるで和哉のことをもっと知りたいとでもいうように、穏おだやかな表情をして、面おも白しろそうに見つめているのだ。


　そんな堂園が漂ただよわせる雰囲気にすっかり安心して、いつも以上に素すになっている自分がいる。


　和哉はそう思い当たったとたんに、妙みように気き恥はずかしくなった。


　これじゃ、初めてのデートで浮かれてる奴やつみたいじゃないか。


　そんな想おもいについ頰が染まってしまい、ぎこちなくプレートに視線を落として料理を口に運ぶと、それに気付いたらしい堂園が、ふっと笑って、間を繫つなぐように口を開いた。


「突とつ然ぜん、どうした。おかしな奴だな……そういえばお前、さっきから熱心にアートの話をしているが、例の画集や美術書は読んでるのか？」


「もちろん読んでますよ！　美術書…はまだですけど、画集は寝ねる前にベッドで眺めてます。やっぱりクリムトが好きになりました。『接せつ吻ぷん』以外にも綺き麗れいで詩的な絵をたくさん描かいてるし」


　和哉がそう答えると、堂園は笑みを深めてワイングラスを口元に運ぶ。


「そうか。『novus』のイメージに近いものの一つでもあるし、何よりだな。イメージといえば、広澤大智の写真はちゃんとチェックしてるんだろうな？　俺が指示したものだけじゃなくて、最新の写真集もだぞ」


「あ、いや……そこまでは、まだ……高嗣さんが指示した写真も、准一さんに見せてもらう約束はしてるんですけど、ばたばたしてて、ちょっと」


　頭をかきながら和哉がつい正直に答えると、堂園が半ば本気で眉まゆを跳はね上げるのが見えた。


「お前、ふざけてんのか？」


「……すみません。すぐ、確認します」


　和哉が本気でしゅんとすると、堂園は苦笑まじりにため息をつく。


「俺のを貸してやるから、この後、俺の部屋に寄れ。そこに指示した写真も入っている」


「ありがとうございます…！」


　素す直なおにぱっと顔を輝かがやかせると、堂園はおかしそうに吹ふき出した。


「現金な奴」


「あ、ひっでー。でも、いいです、写真集貸してもらうんで。ありがとうございます」


　そんなやり取りに笑いながらデザートとコーヒーを楽しんでいると、隣となりのテーブルに新しい客が案内されて来たことに気付いた。どちらも自然と目が惹ひき寄せられてしまうような華はなやかな容姿をしている、20代後半らしき美男美女だ。


　女の方は、綺麗なペール・ピンクのカシュクール風ワンピースを纏まとい、長く艶つややかな髪かみをしどけなく結ゆい上げた知的な美人だったが、男の方はそれ以上に圧あつ倒とう的な存在感がある。


　おそらく堂園と並んでも見み劣おとりしない背の高さもあるが、シャイニー・グレーのスーツを嫌いや味みなく着こなすスタイルの良さと、艶のあるパープルのネクタイに同色のチーフ、茶の革かわ靴ぐつを合わせるという色気のあるセンスが、彼の洗練された雰ふん囲い気きをさらに惹き立てている。


　さらにその精せい悍かんな顔立ちは男らしく[image: ]りんとしていて、揺ゆるがない意志の強さや確固とした自信が滲にじみ、若くして成功しているビジネスマンといった風ふう貌ぼうである。


　……すげー格好のいいカップルだな。高嗣さんの行きつけの店だし、やっぱ類るいは友を呼ぶってやつで、似たような人種が集まるのか？


　和哉はもちろん、他の客の視線も彼らに集まっているのがわかる。


　しかし二人はいかにも慣れているといったふうで、平然と案内されていた。女の方が親しげにウエイターと笑い合っているところを見ると、彼女が常連客で男を連れてきたらしい。


　すると和哉の視線を感じたのか、男の方がふとこちらを見た。


　もちろん和哉は視線を外そうとしたが、その瞬しゆん間かん、男が顔を強こわ張ばらせたのがわかる。


　驚いて彼の視線を追いかけると、そこには、なんと堂園の姿があった。


　……え？　知り合いか？


　そう思った和哉の視線の先で、男の視線に気付いた堂園も、一瞬にして表情を引き締しめたのが見えた。そしてゆっくりと、口元だけで微かすかに笑う。


「久しぶりだな、寛ひろ貴たか」


　低く呟つぶやくような堂園の声に、寛貴と呼ばれた男は返事もせず、答えの代わりだとでもいうようにちらりと和哉を見やった。そのとたんに、唇くちびるの端はしを歪ゆがめるような笑えみを浮うかべる。


「まさか宗しゆう旨し変えじゃないだろうな。これ以上家名に傷をつけることは、やめて欲しいんだが」


　……はあ!?


　詳くわしい事情は知らないが、突然の上、あまりにも不ぶ躾しつけ過ぎる男の態度に、和哉は思わず眉を跳ね上げた。しかし堂園は平然として、和哉に向かって男を示す。


「塚本、こいつは俺の義理の弟だ。例の『HIROSHI TAKAGAWA』というオートクチュール・ブランドでオーナーをやっている」


　……えええっ!?


　うちの新ブランドを潰つぶそうとしている、あの『HIROSHI TAKAGAWA』の、オーナー!?


　まさかこんなところで顔を合わせるとは思っていなかった上、堂園の義ぎ弟ていだと紹しよう介かいされて、和哉は目を白黒させた。


　しかし堂園は気にしない様子で、今度はいかにも儀ぎ礼れい的に寛貴に向かって和哉を紹介する。


「うちの新しいプレス担当者の、塚本だ」


「……塚本です。初めまして」


　一応和哉が丁寧に挨あい拶さつをすると、寛貴は渋しぶ々しぶと言った様子ではあったが、さすがに挨拶を返してきた。しかしすぐに、嘲あざけるような笑みを浮かべる。


「新しい担当者って、とうとうあの有能なプレス担当に見捨てられたのか？　桐島准一といったか。ま、彼にしてみれば、ようやく正気に戻もどったってところだろうが」


　な……！


　思わず和哉が反論しようとすると、堂園がそれを制するように冷静な態度で口を開いた。


「准一は今まで通りやってくれている。あいつ一人では手が足りなくなってきたんで、新しくこいつを入れただけだ。お前は相変わらず読みが浅いようだが、経営に響ひびかないのか？」


「っ……！」


　堂園のさりげない揶や揄ゆに、寛貴は真っ赤になって言葉に詰つまる。


　……っしゃあ！　さすが高嗣さん!!


　相手の口くち汚ぎたない態度にすっかり興奮してしまい、和哉が内心でガッツポーズを取っていると、それを悟さとられたかのように相手にじろりと睨にらまれた。


　むっとして睨み返すと、寛貴は、今度は挑ちよう発はつするように、堂園を真正面から睨みつける。


「そんなことより自分の心配をしたらどうなんだ？　人手はもちろん、新しいラインまで作ってあのくだらないブランドをさらに発展させようとするなんて、世間はもちろん、美に対する冒ぼう瀆とくだ。もちろん、うちに対してもね。あの堂園寛嗣の息子むすこが、世界的なオートクチュール・ブランドを継つがずにプレタポルテに夢中だなんて、親父おやじの顔に泥どろを塗ぬるも同然だ」


　……って、お前……。


　あまりにも口さがない侮ぶ辱じよくに和哉が頭に血を上らせると、堂園がじろりと彼を見やるのがわかった。組んだ脚あしの上で小刻みに彼の指が動いているところをみると、まったく表には出さないけれどもやはり腹を立てているらしい。


「そういうわりには、プレタポルテに進出しようとしているようだが」


　堂園の言葉に、寛貴はますます嘲るような表情を見せた。


「目め障ざわりなブランドを潰すために決まってるだろう。親父には多少嫌いやな顔をされたが、あんたがいつまでもくだらない世界にいるからな。あのくそったれなブランドが首しゆ尾びよく潰れた暁あかつきには、いくらでだって、うちが雇やとってやるよ」


　お前なあ!!


　吐はき捨てるような寛貴の言葉に、和哉の理性はとうとう切れた。


　もはや周囲の状じよう況きようなどは吹っ飛び、椅い子すを蹴け立たてるようにして立ち上がる。


「『voluptas』のどこがくだらねぇんだよ！　もし本気でそう思ってんのなら、あんたの目は節穴だ!!　俺はもちろん、うちのスタッフはみんな高嗣さんの才能に心底惚ほれてるし、尊敬してる。お客さんにだって熱ねつ狂きよう的なファンはたくさんいる。世間への冒瀆どころか、たくさんの人たちに、心の底から求められてるんだよ！　オートクチュールがどんだけ上だか知らないが、そっちはそっちで勝手にやってろ！　わけのわかんねぇこといって、卑ひ怯きような手を使いやがって!!　一いつ生しよう懸けん命めいやってる人間の邪じや魔まするなんて、最低だ!!」


　和哉は高嗣を誇ほこるように胸を張ると、視線で相手を焼き殺したいというように、さらに寛貴を睨みつけた。


　寛貴は始め予想外の反はん撃げきに驚おどろいていたようだったが、やがて我に返ったらしく、じわりと眉み間けんに深い皺しわを寄せる。そして悪意を持った表情のまま、わざとらしく堂園を見やった。


「いったいあんたは社員にどういう教育をしてるんだ？　ささやかな兄弟きようだい喧げん嘩かに口を挟はさませることで、それ以上のものにしたいというなら受けて立つが」


　…………しまった……。


　名めい誉よ毀き損そんで自分が訴うつたえられるのももちろん嫌だが、会社間のいざこざにまで発展してしまったら大変だ。今さらながら自分の浅はかさに気付き、和哉は悔くやしさと不ふ甲斐がい無なさで項うな垂だれた。


　すると傍かたわらで堂園がふっと小さく息をつき、静かに立ち上がったのがわかる。


　そして低く真しん摯しな声が、まるで頭を下げるように、上から下へと揺れて聞こえた。


「うちの社員が、大変失礼な言動をしてしまって申し訳ない。この通りだ」


　和哉ががばっと顔を上げると、堂園が寛貴に向かって深々と頭を下げているのが見えた。


　彼の表情こそ見えなかったけれど、その向こうには、大きなガラス窓越ごしに、こちらをさりげなく伺うかがっている店内の客たちの姿が見える。


　尊敬し憧あこがれている男に、衆人の前で頭を下げさせてしまっている。しかも、自分たちの大切なブランドを潰そうとしている上に、堂園を侮辱までした、最低な男に向かって。


「～～～っ…!!」


　自分でも情けないと思ったけれど、反射的に子供のように泣き出しそうになってしまい、和哉は慌あわてて唇を嚙かみしめた。


　すると寛貴はすっかり興を削そがれたような表情で堂園を見下ろし、ほんのわずかに苛いら立だった眼まな差ざしをして横を向く。


「あっさり頭下げやがって……俺が本気でそんなことすると思ってるのかよ、兄貴は」


　呟くようなその言葉に、堂園はゆっくりとからだを起こして、小さく笑った。


「俺がこうするまでは、半分以上本気だっただろうが」


　寛貴が軽く舌打ちをして肩かたを竦すくめると、堂園は苦笑して和哉の方をちらりと見やる。


「では、これで失礼する。いくぞ、塚本」


「あ、はいっ……！」


　今まで頭を下げていたことなど忘れさせてしまうかのように、堂園は鮮あざやかに歩き出し、和哉はそんな彼を慌てて追いかけた。








「あのっ……すみませんでした!!」


　レストランを出てしばらく行った大通りで、堂園が家に帰るためにタクシーを止めようとしたとたん、和哉はがばっと頭を下げた。これだけで済むとはもちろん思っていないが、謝りもしないうちに堂園を帰すわけにはいかない。


　すると頭の上でふっと笑うような気配がして、そのままぐいっと二の腕うでを摑つかまれ、止まったタクシーの中に押し込まれた。


「あ、の…？」


　状況についていけずにぽかんとすると、隣となりに乗り込んできた堂園は、じろりと睨むようにしてシートにもたれる。


「広澤大智の写真集を貸すと約束しただろう。話は家に帰ってからだ」


「ぅう、はい……」


　やっぱ、怒おこられるよな。


　いや、むしろ今は、すっげーむちゃくちゃ、怒ってほしい。


　自分の不甲斐無さや罪悪感に苛さいなまれながら、和哉は思わずそう願った。


　堂園の家は、そこからタクシーで十五分ほど行ったところだった。


　大通りで車を降りて数分入っただけのはずなのに、都心であることを忘れてしまいそうなほど緑にあふれた、閑かん静せいな高級住宅街がある。しかも行き交かうのは、これから家族の待つ家に帰るらしい身なりの良い外国人ビジネスマンばかりで、ふと外国に来たような錯さつ覚かくまで感じてしまう場所だ。


　そんな中でも、一ひと際きわプライバシーに配はい慮りよしたような高級集合邸てい宅たくの前まで連れて行かれた。


　最近流行りの高層マンションではないが、日当たりがよく、周囲の落ち着いた景観に品良く溶とけ込んでいて、緑が多い。集合エントランスからして、表からすぐには見通せないように樹木を配した前庭がしっかりと造られているのだ。


　なんでも外国人向けにつくられたヴィンテージ・マンションだそうで、その前庭はちょっとした日本庭園のようになっており、オートロックを解除してエントランスに入ると、中国の毛もう氈せんが敷しかれた石の床ゆかが広がっている。


　そのオリエンタルな雰ふん囲い気きは、ひんやりした石の風ふ情ぜいと相まって、別世界のような平へい穏おんな静せい謐ひつさを漂わせていた。もしここに住んでいたとしたら、ここで下界と切り離はなされ、帰って来たと安心するに違ちがいない。


　さすが高嗣が選んだ場所だと感心しながら、和哉は最さい奥おうにあるエレベーターに乗り込んだ。


　エレベーターホールに出ると、これだけ広いフロアなのに、戸数が少なく、各部屋が相当ゆったりと作られているのがわかる。


　そしてもちろん各人のエントランスも見通せないよう、しっかりと前庭がつけられていた。ここまで来ると、マンションというより一戸建ての雰囲気がある。


　堂園に促うながされるままそこを抜ぬけると、いきなり広々とした玄げん関かんが広がった。いかにも外国人仕様らしく靴くつを脱ぬぐスペースが区切られておらず、下手へたをしたら和哉の部屋の半分はありそうな広さだ。そして天てん井じようもかなり高く、いかにも彼らしい趣しゆ味みの、色いろ遣づかいの美しい現代アートが飾かざってあることもあって、ちょっとしたギャラリーのようにも見える。


　……マジかよ……。


　和哉がついたじろぐと、堂園はふと気がついたように足元に並んでいるスリッパを指した。


「一応、靴は脱ぐことにしているから、適当なところで履はき替かえてくれ」


「あ、はい」


　慌てて和哉が履き替えると、突つき当たりのドアから、リビングに案内される。


　うっ、わ……。


　入った瞬しゆん間かん、まだカーテンの閉まっていないガラス戸を通して、ライトアップされた東京タワーとレインボーブリッジが見えた。


　和哉は呆ぼう然ぜんとしながらテラスに面したガラス戸に近づき、透すかすように外を眺ながめる。


　……あれって、同時に見られるものなんだ……しかも、個人の部屋から。


　驚きのあまりに妙みようなことを考えてしまいながら、和哉はため息をつき、改めてリビングを振ふり返った。


　広々としたリビングは、もはや自分の部屋との比ひ較かくが虚むなしくなるほどの大きさである。ダイニングスペースと繫つながっていることもあって、１８０度、東京の夜景が見み渡わたせた。


　そしてリビングの右側には、巨きよ大だいなプラズマテレビが壁かべにかけられ、その下にはＤＶＤや機材が入っているらしい磨すりガラスの細長いチェスト、その手前にはコレクションケースを兼かねたようなデザイン性の高いガラステーブル、座り心地ごこちの良さそうなカッシーナの白いソファなどが並んでいる。


「今、写真集を持ってくるが、待っている間、何か飲んでろ。大抵の酒はあるぞ」


「いえ……お構いなく！」


　怒られに来たのにのんびり酒を飲んでいる場合ではないと和哉が慌てると、堂園はキッチンとの境にあるバーカウンターの前で小さく笑えみを零こぼした。


　そしてゆったりとした足取りで和哉の前まで戻もどってくると、にやっと笑って腕を組む。


「では、先に懺ざん悔げを聞こうか？」


「っ……すいません、でしたっ……!!」


　その言葉に弾はじかれたように、和哉は再び深々と頭を下げる。


「あんな公おおやけの場で、後先も考えずに喧けん嘩かして、すみませんでした！　プレス担当者として紹しよう介かいもされていたのに、会社の看板しょってることも忘れて喧嘩して、結局高嗣さんに頭下げさせて、恥はじをかかせてしまって……」


　あの時の情けなさを思い出して、和哉が頭を下げたままぎゅっと目をつぶると、頭上から堂園の厳しく冷静な声が落ちてきた。


「確かに、そうだな。俺に頭を下げさせた云うん々ぬんはどうでもいいが、理性を飛ばして喧嘩を買ったのは、職業人として失格だ。よく反省して、次からは二度とするな」


「はい！　本当にすみませんでした……!!」


　からだを二つ折りにしそうなほどの勢いで和哉がさらに頭を下げると、ふっと笑うような気配とともに、予想外の言葉が響ひびく。


「……だが、個人的には嬉うれしかった」


「え……？」


　びっくりして上半身を起こすと、堂園が腕うで組ぐみをしたまま柔やわらかく微笑ほほえんでいるのが見えた。


「お前のプライドを懸かけるように、真しん剣けんに怒ってくれただろう？　それに他ほかのスタッフや客の気持ちまで引き合いに出して、俺のことを誇ほこってくれた」


「あ……」


　今さらながらに照てれ臭くさくなって、和哉が顔を茹ゆでられたように真っ赤にすると、堂園の表情がますます和やわらぎ、小さな微笑みがゆっくりと浮うかぶ。


　な…んだよ、その顔……反則、だろう……!!


　見たことがないほど甘く優やさしげなその表情に、和哉はますます頭に血を上らせながら、言葉に詰つまった。


　すると視線の先で腕組みがゆったりと解かれ、片手でするりと頰ほおを撫なでられる。


　びくりとはしたが、堂園の蕩とろけるような表情に惹ひき込まれてしまったようで、動けない。


　するとそのまま柔らかく引き寄せられ、深く抱だきしめられた。


　堂園の香かおりが、強く薫かおる。


「っ……！」


　突とつ然ぜんのことに動どう揺ようしすぎて、和哉が思わず固まってしまうと、ゆったりと頭のてっぺんにくちづけられた。そしてそのまま、囁ささやかれる。


「不思議だな…………お前といると、孤こ独どくが少し、和らぐ気がする……」


　え……？


　堂園のものとは思えない言葉に、和哉が驚おどろいて顔を上げると、わずかな笑みを浮かべた彼と視線がぶつかる。


　しかしそこには、日ひ頃ごろ、傲ごう慢まんなほど強気で自信に満みち溢あふれている堂園からは想像もできないほど、繊せん細さいかつ儚はかなげな表情が浮かんでいた。


　深く激しい絶望のようなものを呑のみ込んでしまい、吐はき出したいと懇こん願がんしているような切なげな瞳ひとみ。しかしその一方で、そんなことは無理なのだと諦あきらめてしまったかのような、自じ虐ぎやく的な笑みに歪ゆがむ唇くちびる。


　なぜかそれを認めたとたんに、胸の奥が引き絞しぼられるように苦しくなった。


　和哉はその気持ちを堪こらえるように堂園の肩かた口ぐちに額を押しつけ、彼のからだを抱きしめ返す。


　そしてなんとか彼を楽に出来ないかと祈いのるような気持ちで、背の高い堂園の頭や背中を、そっと手のひらで撫で擦さすった。


　するとまるで甘えるように、こめかみに鼻先を擦すりつけられる。


「なんだ……慰なぐさめてくれるのか……？」


　笑みを含ふくんで掠かすれたような声でそう囁かれ、照れ臭いような恥はずかしいような妙な気持ちに耳の縁ふちが熱くなっていくのを感じる。


「わ…かんないですけど……でも、なんか……」


　……こうしたかったから。


　最後までは呟つぶやかず、和哉が視線を合わせないままぎこちなく手を止めると、まるで幼い子供がむずがるように、ますます深く抱きしめられた。


「そうされていると気持ちがいい……もう少しだけ、やってくれ」


「……っ」


　そんな堂園の言葉に逆らえず、和哉が再びそろそろと手を動かすと、感謝の気持ちを表すかのように、こめかみにくちづけられた。


　そして撫でられる気持ちよさを分かち合いたいとでもいうかのように、そのまま耳から頰、唇の端はしに至るまで、ゆっくりとくちづけられていく。


　やばい……なんか……気持ちいい……。


　自分が撫でているはずなのに、撫でられているように感じる。


　そのせいか、慰めるというには一線を越こえているような気がしたけれど、抗あらがえなかった。


「…………和哉……」


　誘さそうように名前を呼ばれて、和哉はぴくんとからだを攣つらせる。


　するとゆっくりと唇のそばにくちづけられて、唆そそのかすように微笑まれたのを感じた。


　だ…めだって……。


　頭ではわかっているのに、なぜか、引き摺ずられてしまう。


「ほら……こっちを向け」


　甘えてねだるように囁かれながら唇の端にキスを落とされ、和哉は理性の箍たがが緩ゆるんでいくのを感じた。


　目を伏ふせたままでおずおずと、ほんのわずかに顔の向きをそちらに向けると、視界の隅すみで堂園の口元に満足げな笑みが浮うかんだのが見える。


　大きな手のひらでゆっくりと顔をあげさせられると、そっと柔らかくくちづけられた。


　そのとたんに、息苦しいほどの熱い痺しびれが、震ふるえるように全身をはしる。


　……や…ばい、これ……っ。


　数回に分けて確かめるように、軽いキスを落とされているだけだというのに、ぞくぞくとして、頭の芯しんが霞かすみ始める。逃にげ出したいはずなのに、頭が蕩けてしまったように、うまくからだが動かせない。


「……っ」


　ほんのわずかに息を漏もらしたとたんに、ぬるりと唇の隙すき間まに舌を差し込まれた。熱く濡ぬれたその感かん触しよくに、和哉はからだをびくびくとさせる。


　すると愛いとおしむように口中を嘗なめ回されて、舌を捏こねられ、溶とけ合うように絡からめられた。堂園の手で優しく髪かみを撫でられ、指先で梳すくようにして柔らかくかき混ぜられていく。


「ン……」


　その甘いような刺し激げきと時折耳元やうなじを指先が掠る感触に痺れ、和哉は微かすかに鼻にかかった声を漏らした。


　すると微笑むような気配とともに愛あい撫ぶが深まり、もう片方の手がゆっくりと背中のラインを確かめるように下りていく。その気持ちよさに腰こしを震わせ、和哉は小さく喉のどを鳴らす。


　そのとき、尻しりを丸く撫でられるようにして引き寄せられた。和哉の腰に、はっきりと熱を持ち始めている堂園のものがあたる。


「ぁ……」


　反射的に和哉がびくりとからだを離はなそうとすると、逃がさないというように腰に腕うでが回された。そして次の瞬しゆん間かん、これまでの堂園からは想像できないほど硬かたく、掠れた声が耳元に響く。


「……俺から、逃げるな」


　その声こわ音ねに和哉が驚いたとたん、顎あごを摑つかまれ、無理やり視線を合わせられた。


　するとそこには、息を呑むほど真剣な眼まな差ざしがあった。男らしく彫ほりの深い顔は怖こわいほどに引き締しまり、瞳だけが燃えるような熱を宿している。和哉をからかうような気配はみじんもない。全すべてを奪うばい尽つくしたいとでもいうような獰どう猛もうさが押し殺されているのを感じる。


　……今までと、なんか、違ちがう。


　そう気け圧おされたとたん、和哉は本能的な恐きよう怖ふを感じた。


　堂園が、見たこともないような別の人間に見える。その熱を帯びた眼差しは妙みように生々しく、獣けものめいた圧あつ倒とう的な存在感に息苦しくなる。自分の全てを引き剝はがされ、骨の髄ずいまでめちゃくちゃに侵しん食しよくされてしまうような予感をおぼえる。


　そしてそれがわかっているのに、堂園に手を伸のばしてしまいそうな自分を、感じる。


「……和哉」


「ぅわぁっ……!!」


　静かに名前を呼ばれたとたんにわけのわからない衝しよう動どうを感じ、和哉はそれに弾はじかれるように堂園を突つき飛ばした。


「和哉……!?」


「も…俺、帰ります……!!」


　さすがに驚いたような声をあげた堂園を一いつ顧こだにせず、和哉は全速力で逃げ出した。











　…………なんであんなことしちゃったんだろう……。


　いつもの朝の新聞チェックを行いながら、和哉はぐったりとデスクの上に突っ伏ぷした。昨晩堂園の部屋を逃げ出してから、何度も襲おそってくる後こう悔かいとまたしても戦う。


　そうして何回考えても、昨夜の堂園の様子はいつもと違っていた。かつてされたのと同じ、冗じよう談だんや嫌いやがらせとは思えない。


　でも……ってことは、あの人が俺のことを好き、ってことか……？


　そう考えた瞬間、頭が茹ゆだったように感じてくらくらとした。ついでにそんな彼に惹かれていた自分まで思い出してしまい、じっと座っていられないほど、いたたまれなくなる。


　それで、俺も……あの人のことが好き、なのか……？


　思わず自分に確認すると、それを肯こう定ていするかのような妙な胸むな騒さわぎを感じて焦あせってしまう。


　いや、好き、ではないよな？　ちょっと同情して流されたっていうか……妙にあの人が真しん剣けんだったから、びっくりしすぎたっていうか。


　だって相手はあの堂園高嗣じゃないか。いくら才能があるとはいえ、傲慢なほど自信満々な俺様で、むかつくほどに口が悪くて、男女を問わず遊びまくってそうで…………そりゃ昨夜は優やさしかったし、悪い人ではないと思うし、ずっと憧あこがれてた人だけど……って、ちょっと待て。


　考えれば考えるほど妙な方向に行きそうな気がして、和哉は慌あわてて頭を振ふった。


　するとそのとき、仕し事ごと柄がら早い出社を心がけているらしい慶が、にこやかにやってくる。


「おはようございます、和哉さん。いつもながら早いですね」


「いや、まあ……そうだよな。おはよう」


　なんとなく後ろめたくて、和哉は引き攣った笑え顔がおを浮かべながら挨あい拶さつを返した。そしてすぐに自分の席に座って何かを始めた慶の後ろ姿を見て、こっそりと胸を撫なで下ろす。とても、いつものように雑談をする気分ではなかったからだ。


　しかし、慶が出社してきたということは、じきに堂園もやって来てしまうだろう。


　……どうしよう。


　和哉は思わず途と方ほうに暮れた。


　もし、昨晩の真しん摯しさが本気になった表れだとしたら、皆みなの前ではこれまでのように何もなかったような態度を取ってくれたとしても、次にまた似たような状じよう況きようが訪おとずれてしまうかもしれない。そうなったとき、自分はどう応こたえるのか。


　……そういう状況は絶対に作らないよう、頑がん張ばるしかないな……。


　はっきりと拒こばめないような自分が浮うかんでしまい、和哉は小さくため息をついた。考えれば考えるほど、怖いことになりそうな気がする。


　和哉は自分の思考を停とめるように肩かたを竦すくめると、気持ちを切り替かえるためにぐるぐると首や腕を回した。そのときふと、いつの間にか慶がこちらを振り返っていることに気づく。


「和哉さん…………大だい丈じよう夫ぶですか？　僕でよかったら、相談に乗りますよ」


「……や、たぶん大丈夫……ありがとう。それより、何？　俺に用があるんだろ」


　真剣に心配しているような慶の表情を見るに、よほど挙動不ふ審しんだったらしい。


　恥はずかしさに顔を赤らめながら和哉がぼそぼそと返すと、慶は切り替えたような表情をした。


「あ、そうなんです。あの……『novus』のお披ひ露ろ目めパーティの招待客のことなんですけど、今から四名追加ってできますか？　香坂さんから昨日指示が入っちゃって」


　お披露目パーティとは、新ブランドである『novus』を、マスコミや重要顧こ客きやくに紹しよう介かいするために計画されているものだ。今準備が進んでいるショウは、このパーティの一いつ環かんである。


　会場としては『novus』のターゲット層に人気があるデザイナーズ・ホテルのアートスペースを予定していて、ファッションショウ形式のため座席数も限られているのだが、それなりの余よ裕ゆうも考こう慮りよされているし構わないだろう。


　和哉は少し考えてから、慶ににっこり笑い返した。


「たぶん大丈夫だと思うけど、一応、准一さんに確認してからでいいかな」


「ええ、もちろん」


「ちなみにその人たちの名前と連れん絡らく先って手元にある？　もしあるなら、ＯＫ取れたらすぐ、招待客のリストに入れて作業しちゃいたいんだけど」


「あ、そうか。そういえば今日、招待状の準備するって言ってましたもんね。念のため確認してから、なるべく早く渡わたしますね」


　慶はそう言うと、ふと何かに気づいたような表情をみせた。


「ってことは、もしかして、今日のショウには参加されないんですか？」


「今日のショウ？」


　なんのことかわからなくて問い返すと、慶は自分の言い方が悪かったと照れ笑いをする。


「午後からやる打ち合わせのことです。本番に服を着るモデルさんたちのサイズ合わせと、メイクやヘアを考えるための打ち合わせを兼かねたものですけど、イメージを確認するためにちょっとしたショウのようなやり方をするので、時々そう呼んじゃって」


「ああ、それか。もちろん参加したいと思ってるんだけど、招待状の準備がうまく運べばってとこかな。ちょっと色々と微び妙みようだから。慶は？」


「もちろん行きます！　けっこう頑張って仕事を繰くり上げられたので。まあ急な用が入っちゃったら駄だ目めですけど……」


　そうだ、俺もそのために、招待状の準備を早くやっちゃわなきゃと思ってたんだっけ。


　新ブランドに関かかわれることが嬉うれしくてたまらないといったような慶の表情に、背筋を正されるような気持ちになって、和哉は再び気合いを入れ直した。








　それが功を奏したのか、招待状の準備は予想以上に順調に進んだ。


　その大半は招待状の体てい裁さいや文面の確認、発送先のリスト作成といった事務作業であったが、こうもさくさくと進むと、自分が出来る男になったようで気持ちがいい。


　しかもそうやって忙いそがしそうにしているせいか、堂園に雑用をいいつけられそうになっても、気を利きかせた慶が率そつ先せんして引き受けてくれるのだ。今朝、例のショウに参加したいと言い合った会話を覚えていて、気を遣つかってくれているらしい。


　おかげでほとんど言葉を交かわさずに済み、助かっていた。順調に進んでいるとはいえ、膨ぼう大だいな量を片付けなくてはいけないため、妙なことに頭を煩わずらわせている余裕はないからだ。


　改めて慶の性格の良さに感謝していると、当人が数枚の名めい刺しを持ってやって来た。


「和哉さん、今、ちょっとだけいいですか？」


「もちろん。何？」


　椅い子すを揺ゆらすようにして和哉がそちらにからだを向けると、慶がにっこりと笑う。


「准一さんに確認していただいてありがとうございました。データじゃなくて申し訳ないんですけど、これ、朝お話しした追加したい人たちの連絡先です。お願いします」


「了りよう解かい。こっちこそありがとうな。色々代わりにやってもらって」


「いいえ、全然。せっかくの機会なんですから、頑張って作業を終わらせないと。それで一いつ緒しよにショウを見ましょうね！」


　人の良いにこやかな慶の笑顔に釣つられて、和哉も大きな笑顔を浮かべながらそれらを受け取ったとき、フロアのドアが開く音がした。とたんに周囲がざわついたのがわかる。


　不思議に思ってそちらを見ると、黒須ロランがスタッフに案内されて来たところだった。相変わらずセンスが際きわ立だったような着こなしをして、優ゆう雅がな笑みを浮かべている。


「ぅわ……黒須さんだ。相変わらず、格好いいですよね」


　興奮したように呟つぶやく慶に頷うなずき返しながら、和哉はわずかに首をかしげた。


「でも、打ち合わせが始まるまでには、まだけっこう時間があるよな？」


「そう言われればそうですね。まだあと一時間近くは……」


　そんな和哉たちの疑問を代弁するかのように、デスクで香坂と話をしていた堂園が、意外そうな表情を見せて口を開いた。


「なんだ、ロランじゃないか。随ずい分ぶんと早く来たな」


　するとロランは、完かん璧ぺきな美び貌ぼうをわずかに笑みでほころばせた。


「前の仕事が予想以上に早く終わっちゃってさ。ショウについて、個人的に高嗣さんと確認しておきたいこともあったし。邪じや魔まだったかな」


　すると忙しくしていたはずの堂園は、唇くちびるの端はしを曲げるように小さな笑みを浮かべてみせる。


「邪魔ではないが……個人的に話があるというなら、俺の部屋に行くか」


「うん」


　堂園は、あたかもロランを優先するのが当たり前とでもいうように、香坂をちらりと見やっただけで了解させた。そしてロランを出で迎むかえるように歩み寄ると、エスコートするかのように彼の肩に手を回す。


　するとロランは満足げな表情を浮かべて、なぜかちらりとこちらを見やった。青みがかった灰はい褐かつ色しよくの瞳ひとみがゆっくりと微笑ほほえみ、堂園の腰こしに腕うでが回る。


「……っ」


　単なる友人同士にしては艶なまめかしく見えるその動作に、和哉は思わず顔を赤くした。


　あの二人に対して妙みような妄もう想そうをしてしまいそうになるのは、自分だけなのだろうか。


「な…あ、慶。あの二人って、かなり仲がいいのかな」


　妙な重圧に耐たえかねて、和哉は慶に視線を向けた。すると彼は驚おどろいたように、頷く。


「そうですよ。黒須さんが高嗣さんに心しん酔すいしているのは業界内でも有名ですし、高嗣さんがあれだけ手放しで誰かを気に入るのも珍めずらしいですよね」


「でも、単なる友達……なんだよな？」


　正直に口にするのは躊躇ためらわれるが、慶ならば大丈夫だろう。


　和哉はそう計算すると、さりげなく疑ぎ惑わくを確かめてみた。


　すると慶はようやく合が点てんがいったように、小さく吹ふき出す。


「ああ……そういうことですか。たぶん、そうだと思いますよ。高嗣さんは派手に遊んでることでも有名ですけど、相手はみんな女性の方ですし」


　いや……そういう裏で、実はあの人、意外と男にも手ぇ出してるんだよ。


　つい自分がされたことを思い出してしまいながら、和哉は暗いような気持ちになった。


　彼らがどういう関係であれ、自分が気を揉もむのはおかしいと頭ではわかっているのだが、なぜかどこかがもやもやとする。


　……いやいやいや……俺は何も感じていない。感じてないぞ！


　そこを深く追及してしまうのは怖こわい気がして、和哉は慌あわててぶるぶると頭かぶりを振ふった。








　しかし、気がつくと時計を見ている。


　堂園とロランが社長室に行ってから、どれくらい経たっているのか、無意識のうちに考えてしまっているらしい。


　和哉は我ながら情けなくなりながら、手元の仕事に集中しようと努めた。


　まずは慶に渡された名刺の連絡先を発送先リストに打ち込み、追加してしまわなくては。ここで間ま違ちがった送り先にしてしまったら、大変なことになる。


　和哉は軽く頭を振って気持ちを切り替かえ、再び作業を進めようとした。


　けれど気がつくと、またしても時計を見ている自分がいる。


　くそっ……何だよ。


　これじゃほんとに、俺があの人のことを好きみたいじゃないか。


　むしろ、それは嫌いやだと思っているはずなのに。


　手が届かないような凄すごい世界の人で、性格だって面めん倒どうくさくて、遊びまくってるっていうし、実際そんな感じだし、好きになんか、なりたくない。


　それにだいたい、男じゃねーか。


　そりゃちょっと色々……やっちゃったけど。しかもかなり、気持ちよかったけど。


　────っ!!


　和哉はまた妙なことを考え始めた自分を叱しかるように、ぐしゃぐしゃと前まえ髪がみをかき混ぜた。


　だめだ。ちょっと気分転てん換かんしてこよう。


　煙草たばこを吸わない和哉としては、選せん択たく肢しは限られている。ひとまずトイレに行ってみようと席を立つと、それに気づいたらしい香坂に呼び止められた。


「塚本！　どこに行くのかわからないのに頼たのんで悪いが、ついでにこれを堂園に届けて、確認してすぐに返事をしろと伝えてくれ。ちょっと急ぎなんだ」


「あ……はい。わかりました」


　慶が席を外しているので、白羽の矢が立ったらしい。


　堂園とロランが二人きりでいるところになど、行きたくないけど、すごく気になる。


　天から降ってきたような指令に戸と惑まどいつつも、和哉は香坂の気が変わるのを恐おそれるように書類を受け取り、慌てて廊ろう下かに出て行った。


　社長室は、堂園の作業部屋も兼かねているため、あまり人通りのない場所にある。


　そのため廊下は当然ながら、しんとしていて、和哉はなぜか息を潜ひそめるような気持ちで歩いていった。


　別に……妙なことなんてしてるはずないって。


　いくらあの人が男もオッケーだっていったって、まさかこんなとこではしないだろう。


　それに、黒須ロランがマジでそういう趣しゆ味みの人かもわからないし。


　さっきのだって、外国生活で培つちかったスキンシップだって言われれば、そんなものかなって思う程度だろうし。


　ついぐるぐると自分に言い聞かせるかのように考えているうちに、社長室の前までたどり着いてしまった。


　だーっ、もう！　早いとこノックして声かけたら、それで終りじゃねーか。


　和哉は吹っ切ったように顔を上げたが、次の瞬しゆん間かん、再びその場で固まった。


　目の前のドアが、完全に閉まりきってはいないのだ。


　ほんのわずかに力を込めれば、音もなくうっすらと開き、中が覗のぞけそうである。


　…………何かに試ためされてるのかよ、これ……。


　実はどっかに隠かくしカメラがあるとか。


　動どう揺ようのあまり妙なことを考えてしまい、和哉が思わずきょろきょろしかけたとたん、がたん、と中で音がした。


　反射的にぴくんと反応してしまい、和哉は何かに背中を押されたようにドアをそっと押し広げてしまう。


　するとうっすらと開いたドアの隙すき間まから、堂園がロランを抱だき止め、その勢いのまま、互たがいをソファに押し倒たおしたのが見えた。


「…………!!!」


　和哉は反射的に口を塞ふさいで、慌ててドアから飛びのいた。


　……マジ……かよ……。


　まさしく誰かに頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきがあって、息が、苦しい。


　頭の中に心臓があるのかと思うほど、鼓こ動どうが激しくなっていくのがわかる。


　それを鎮しずめようと、和哉は意識的に大きく息を吸った。


　できることなら、このまま何も見なかったことにして、逃にげ出したい。


　しかし香坂の指示を受けて来た以上、このまま帰れば、目もく撃げきしたことを悟さとらせるだけだ。


　和哉はぎゅっと目を瞑つぶり、ゆっくりと深呼吸をした。


　心臓が少しはましになったことを確認できるようになってから、開いていたドアをそっと引き寄せる。そして不用意に開かないようノブを押さえると、ゆっくりと強くノックした。


　予想通り、すぐに返事は……ない。


　和哉はもう一度深呼吸をし直すと、さらにノックを繰くり返した。


　するとようやく応こたえがあって、和哉は目をつぶるような気持ちでドアを開ける。


「……お話し中に、すみません」


「何だ」


　視線の先には、なんの変へん哲てつもない状じよう況きようがあった。


　堂園もロランもソファに座ってはいるが、ローテーブルを挟はさむように離はなれた位置で、服も乱れてはいない。


　そこだけを見れば、先ほど目撃してしまったことも、ノックに応えるまでの不自然な間も、すべてがまるで幻まぼろしのようだ。


　でも、だからこそ、妙なリアリティがある。


　和哉は乾かわいた口を必死で開いた。


「あの…香坂さんから書類を預かってきました。すぐに確認して、返事が欲しいそうです」


　堂園は何事もなかったかのように平然として、和哉から受け取った書類を一読した。


「わかった。返事は内線で済ませるから、お前は戻もどっていい」


「……はい」


　その落ち着き払はらった態度に、全身をうちのめされた気がした。


　ロランとあんなことをしていた直後に自分を見ても、全く動揺しないなんて。


　やっぱり俺のことなんて、どうでもいいってことじゃないか。俺……馬ば鹿かみたいだ。


「……失礼、します」


　和哉もいつものように頭を下げると、静かに、そして今度こそしっかりとドアを閉めた。








　……やばい。けっこう、ショックみたいだ。


　頭が働いていないことを証明するように、気がつくと自分のデスクに戻ってきていた。


　そして平常心を装うように、先ほどと同じく招待状の発送先リストを作っている……はずなのだが、打ち込まれている文字は見事にめちゃくちゃ。猫ねこか何かが歩いた跡あとのようである。頭とからだが、ばらばらなのだ。


　何やってんだ、俺……。


　和哉はようやくため息をつくと、組んだ両手を口元に当てた。


　アホか……なんでこんなに、動揺してんだ。


　今まで疑っていたことが、当たっただけじゃないか。


　それに初めから遊んでそうだなと思っていたことを、身をもって知っただけだ。


　ああいうことをしたから、即そく恋こい人びとってわけじゃない。


　たまたま手近にいたから、からかいついでに手を出した、ちょっとした遊び相手だったんだ。本気を見せられたって思ったのは、俺の馬鹿な勘かん違ちがい。


　それがはっきりしただけじゃないか。


　そもそもあんな奴やつ、好きになりたくないって思ってたんだろうが。


　あんなに傲ごう慢まんで俺様で、強気でいつも自信満々で、悪あく魔まみたいに口が悪くて、男女を問わずにめちゃくちゃ遊んでて……あんな奴と恋れん愛あいなんて、絶対無理だって思ってたじゃないか。


　なのになんで…………。


　…………なんでこんなに、泣きそうなんだよ……。


　和哉はぐしゃりと前髪をかきあげ、肘ひじをついて頭を抱かかえた。


　そんな自分が信じられなくなりながらも、必死で考え直して、言い聞かせる。


　いや…………大だい丈じよう夫ぶ。あんな最低の男、好きなはずがない。


　泣きそうなのは、ただ、ちょっと傷ついただけだ。


　だってこんなの、めちゃくちゃ一方的に遊ばれてたってことじゃないか。


　人として、こんなことをされたら傷つくのは当たり前だ。


　しかも男にされちゃったわけだし。


　前の彼女と別れて以来、あそこまで誰かと近づいたのも久しぶりだったわけだし。からだはもちろん……精神的にも。


　それに一応……………昔からすごく憧あこがれてた人だったわけだし。


　…………くそっ……。


　そう言い聞かせつつも、予想以上に傷ついている自分を持て余してしまい、和哉は胸の奥底そこでよくわからない誰かを強く罵ののしった。











　しかしありがたいことに、新ブランドに関する準備はますます忙いそがしくなっていった。


　そのため和哉は堂園と完全に切り離され、プレス担当としての本来の仕事に専念することになった。堂園は堂園で忙しく、最終的な調整や打ち合わせばかりでほとんどフロアの席に戻ってくることはない。


　そうなってくると、顔を合わせる機会はないも同然だった。


　たとえあっても、他ほかにもスタッフが同席する大きな打ち合わせばかりだったし、用があると呼び出されても、忙しさを理由に別の人に対応してもらい、ほぼ完かん璧ぺきに避さけることができた。


　それでも初めは、堂園の姿を見るだけで落ち着かない気持ちになった。しかしショウが近づくにつれて、加速度的に仕事が忙しくなったおかげで、すぐに紛まぎれるようになったのだ。


　各メディアへの対応はもちろん、自分は招待されているのかという顧こ客きやくからの問い合わせや、当日おみやげとして渡わたすノベルティの準備、会場での招待客の席順、受け入れる際の動きなど、ここまでやるのかというほど細かな仕事が次々と湧わいてくる。


　さらに慣れない上に差さし迫せまったスケジュールが重なってきてしまい、終電が無くなることなど気にしていられない勢いで残業をする日々が増えた。下手へたをすれば明け方近くにタクシーで帰り、翌朝はこれまで通り早く出勤をして、前日の仕事をフォローしたり、その日に必要な準備や知識を詰つめ込んでいく。


　体力的には辛つらい毎日だったけれど、とにかく毎日もの凄すごい量の仕事があって、それ以外のことは何一つ考えなくていいことには、救われるような気がしていた。


　あの人とのことも、今は考えなくてもいい。気にしている余よ裕ゆうなんて、ない。そんな暇ひまがあったら、どんどん仕事を片付けろ。


　そう自分に言い聞かせ、それが正しいことだと思える状況にいられるだけで、ずいぶん楽になっていたのだ。


　膨ぼう大だいな範はん囲いに亘わたるＰＲという仕事において、動くのは准一と自分だけ。


　それは仕事量としては非常にハードで辛かったけれど、やればやっただけ、自分が関かかわった仕事が会社の内外に対して大きく波は及きゆうしていくのを見るのは、たまらなく面おも白しろかった。


　さらに濃のう密みつで刺し激げき的な日々を乗り越こえていくことで、昨日はどうしていいかわからなかったことが、今日は捌さばけるようになっていく。毎日自分が、成長していくのがわかる。


　それに准一はもちろん、慶や他のスタッフとの関係がぐんぐんと熱く、濃こくなっていくのも楽しかった。お互いの仕事に刺激を受けて、自分の分野で頑がん張ばる。ときには弱った自分を笑い飛ばしてもらって、助け合う。


　それらはもちろん、セールス・スタッフとして働いていたときにもあったことだったけれど、それよりも速いスピードで、熱量が大きかったのだ。


　そして自分を滅めつするにも最適だったから、和哉はどんどん仕事にのめり込んで行った。











　そんな日々を繰り返すうち、ようやくお披ひ露ろ目めパーティの前日となった。


　その日も当然、朝からばたばたしていた。准一が出社するなり、念のために営業に確認して欲しいことができたと指示を受ける。午後の最終チェックをする際に報告すればいいと言われたけれど、他に至急の案件がないこともあって、和哉はすぐに電話を取り上げた。


　すぐに本人が捕つかまったので、二階にある営業のフロアまで出向くことにする。資料を見ながら聞いた方が、話が早い。


　……もう、明日なんだな……。


　六階の静まり返ったエレベーターホールで一人、エレベーターを待ちながら、和哉は小さくため息をついた。ばたばたしている中で静かな場所に来ると、やり忘れていることがあるんじゃないかと急に不安になってしまう。


　そのときようやく、エレベーターが上がってきた。


　何気なく扉とびらが開くのを眺ながめた瞬しゆん間かん、凍こおりつく。


　やはり一人で降りてきた堂園と、鉢はち合あわせしてしまったのだ。


　突とつ然ぜんのことに堂園も驚おどろいたのか、弾はじかれたように眼めを見開いたのが見える。


「お……疲つかれさまです！」


　反射的にそう言って和哉がエレベーターに逃にげ込もうとしたとたん、二の腕うでに痛みが走った。


　すれ違ちがいざま、堂園に摑つかまれたのだ。


「っ……離はなして、下さい……！」


「いいから、来い」


　振ふり払はらう間もなくエレベーターから降ろされ、引き摺ずられるようにして歩かされてしまう。


　そして社長室に連れ込まれると、突つき飛ばすようにして放された。


「な…にするんですか!!」


　乱暴に扱あつかわれたことでかっとした和哉が堂園を睨にらみあげると、彼はまったく反省する様子もみせず、ふんと鼻でせせら笑った。


「それはこっちのセリフだ。一体どういうつもりなんだ？　これ見よがしに避けやがって」


「……って、今のは、営業のフロアに行かなきゃいけなかったからで……」


　痛いところを突かれたために、噓うそじゃないのにしどろもどろになってしまうと、堂園はさらに苛いら立だったような瞳ひとみの色をした。腹に据すえかねたというように、組んだ腕を指先で叩たたく。


「今だけの話じゃない。ここしばらく、ずっとそうだろうが。話しかけようとすると逃げる。打ち合わせでは目を合わせない。用を頼たのもうとすれば他の奴に振りやがって。いったいどういうつもりなんだ？」


　ど…ういうつもりって、なんだよ。


　あんたこそ、いったいどういうつもりなんだよ!?


　あんなに真しん剣けんな表情を見せておいて、結局遊びだったなんて。


　そりゃ俺だって気持ちよくなってたわけだし、そのつもりがなかったとはいえ、お互たがいの合意の上ってことになるんだろうけど。


　でも、それでもマナーってもんがあるだろうが。


　和哉はぐしゃぐしゃと考えていたが、ふとあることに思い当たって唇くちびるを嚙かんだ。


　……仕事にプライベートを持ち込んでいるせいで、周りに迷めい惑わくをかけてるってことか？


　そう言われてしまえば、確かに、そうだ。


　今のところミスこそ犯おかしていないが、仕事に支障をきたしていると言われれば、否定できない。


「……すみませんでした。以後、気をつけます」


　謝りたくなどなかったけれど、和哉は筋を通すつもりになって、頭を下げた。


　すると堂園は、ますます不ふ機き嫌げんになって声を荒あららげる。


「なんだそれは。答えになってないだろうが。どういうつもりだと聞いてるんだ。俺を振り回して、楽しんでるのか？　だとしたらお前、ガキの上に性格が悪いぞ」


「なっ……!!」


　オトナとして不本意ながら頭を下げたところにそんな言いがかりをつけられ、和哉は反射的に頭に血を上らせた。


「ガキで性格が悪いのは、あんただろうが！」


「何だと……？　どういう意味だ」


「知るか！　自分の胸に聞けばいいだろ!!」


　間かん髪はつ容れずにそう言い返したところで、ドンドンと強くドアが叩かれた。


「高嗣、俺だ。話がある」


　そのあまりの激しさと珍めずらしく大きく張られた香坂の声に、和哉はびくんと口を閉とざした。


　堂園がため息をつくように入室を許すと、真剣な表情をした香坂が足早に部屋に入ってくる。その背後には、准一と、なぜか眞二の姿まであった。


「どうした」


　いつになく緊きん迫ぱくした彼らの様子に堂園が眉まゆを顰ひそめると、香坂は冷静な口調で見つめ返した。


「残念ながら、トラブルだ。明日のパーティの招待客のうち、最重要ランクの顧客数名に招待状が送られていない」


　……ええっ!?　大変な事態ってのはもちろんだけど、招待状の発送って……。


　俺がやった仕事じゃないか!!


　和哉が仰ぎよう天てんして准一を見やると、小さく目だけで頷うなずかれる。


「旗き艦かん店てんの磯山が、送られていない顧こ客きやくの一人からクレームを受けたことで発覚したんだ。それで俺が確認した」


　准一はそこで視線を堂園に向けると、改めて説明を始める。


「今回の招待客リストは、過去のリストに新しい情報を付け加える形で準備したのですが、その際、作業ミスにより数人分が消えてしまっていました。過去のデータとして顧客情報は完全に残ってはいますが、今回使用したリストからは漏もれてしまっています。俺の確認ミスです。申し訳ありません」


　……噓……だろ……？


　最重要顧客とはもちろん、『voluptas』の商品を熱ねつ烈れつに愛し、シーズン毎ごとに、しかも大量に購こう入にゆうしてくれる個人客のことだ。そういった顧客は当然のことながら特別扱いされるのを喜ぶし、ショウを見ながら誰よりも早く、気に入ったものを選んで買うことがほとんどである。


　それなのに、いくら『novus』に彼らが興味を持つかはわからないとはいえ、新ブランドの初めての招待状が届かないとなったら……。


　それがどんなに大変な痛手となるか、セールス・スタッフをやっていた和哉には、ぞっとするほどよくわかる。


　しかも、ショウの開かい催さいは、もう明日に迫せまっているのだ。


　……ど…しよ……。


　和哉は呆ぼう然ぜんと、頭を下げた准一の姿を見つめてしまった。


　すると突然、強く突き飛ばされる。


　殺気立った表情をした眞二が、こちらを睨んでいた。


「お前、ふざけてんのか!?　なんで准一だけに頭下げさせてんだ。そもそもお前のミスなんだろうが！　それに漏れた客の中には、あの市来喬久まで含ふくまれてるんだぞ!?　日本の流行を決めるとまで言われる男を招待しないなんて、ありえねぇだろう!!」


　確かに、超ちよう一いち流りゆうファッション雑誌『Factio』の編集長である市来は、日本のみならずファッション業界全体への影えい響きよう力を持っている。簡単に言えば、彼が素す晴ばらしいと絶賛したブランドは飛ぶ鳥を落とす勢いで売れ、いまいちだと評したものは、それが数回続けば消えてしまうとまで言われているのだ。


　そんな男を、わざわざ招待しないなんて。


　彼の機嫌を損そこねる損ねないというのもあるが、本番のショウを見てもらえないだけで大打撃なのである。市来は、柔やわらかな物もの腰ごしからは想像できないほど骨のある男で、よほどのことがない限り、自分の目で確認しなければ信じないことで有名だ。彼の落ち度ではなくショウを見み逃のがしたとあれば、けして後からのフォローはきかないだろう。


「しかも『HIROSHI TAKAGAWA』のショウは二日後なんだぞ！　この状じよう況きようでうちの記事が載のらずにあっちだけが載ったら、他ほかのメディアがどう扱おうとも、世間的にはうちの負けだってことになるだろうが!!　お前、自分が何をしでかしたのか、わかってんのか!!」


　殴なぐられそうな勢いで眞二に怒ど鳴なられ、和哉はようやく我に返った。


　次の瞬しゆん間かん、がばっとその場で頭を下げる。


「す…いませんでした！　俺……みんなの努力、台無し……っ」


　状況に頭が追いついたとたんに泣き出しそうになり、和哉は慌あわてて歯を喰くいしばった。


　ここで泣いたら、それこそ、働く人間として最悪だ。自分のミスが解決できてもいない上に、人前でなんて。


　和哉が情けなさに歯は嚙がみしながら、必死で自分をコントロールしようとしていると、頭の上で堂園の声がした。


「……該がい当とうするのは何人だ」


　その冷静な口調に驚き、おそるおそる顔を上げると、堂園は普ふ段だんと変わらぬ平然とした表情で、香坂に視線を向けている。


「市来喬久を含めて、七名だ。幸いなことに住まいはどこも首しゆ都と圏けん。一番遠くて山やま梨なしだ」


「じゃ、決まりだな」


　香坂の言葉に、堂園は苦笑するように唇の端はしを上げると、立ち上がった。


　そしてじろりと和哉を見やる。


「今から俺が直接招待状を届けて、頭を下げてくる。効果があるかどうかはわからんが、他の方法よりはましだろう。これに懲こりて、二度とするなよ」


「っ……はい……!!」


　和哉が直立不動になったとたんに、眞二が信じられないというように声をあげた。


「って、高嗣さん！　ショウのチェックはどうするんですか!?　まさか明日のリハで済ませるとか言わないでくださいよ。まだ細かい確認や調整が山ほど残ってるし、到とう底てい間に合わない」


　すると堂園は、眞二に向かってにやっと笑ってみせた。


「それはもちろん、お前がやるんだ」


「は……？」


　眞二が愕がく然ぜんとすると、堂園は当然だろうというような表情をする。


「『novus』には、これまで以上にお前のデザインが入っているし、最初から一いつ緒しよに立ちあげたブランドだろうが。好きにしろ」


　堂園はそこで言葉を切ると、目を丸くしている眞二を見つめて、煽あおるように唇の端を上げた。


「……信しん頼らいしてるぞ？　眞二」


　その証あかしとでもいうような極ごく上じようの笑えみを零こぼされ、眞二は突とつ然ぜん、茹ゆだったように顔を赤くした。


　普段の彼からは想像もできないような可愛かわいらしい反応をしてしまったことに、自分でも気がついたらしい。眞二は照れるあまりに腹を立てたような、突つっ張ぱるような表情をみせた。


「……やりますよ！　こうなったら仕方ないんでやりますけど、間に合う努力くらいはしてくださいよ!?　『novus』は俺だけのブランドじゃないんすから……!!」


　眞二は真っ赤になったままでそう言うと、改めてじろりと和哉を睨にらんだ。


「お前もほんと、しっかりしろよな！　明日は目め一いつ杯ぱいこき使うから、覚えとけ！」


　まるで捨て台詞ぜりふのようにそう言うと、眞二は和哉の返事を待つこともなく、足音も荒あらく部屋を出て行ってしまった。


　…………俺、ほんとに迷めい惑わくかけまくってるよな……。


　堂園が謝りに行くことで、招待状は届くかもしれないけれど、ショウのクオリティに関かかわる大切な時間が使えなくなってしまう。


　そしてそこまでしても、顧客が明日来てくれるのかはわからないのだ。たとえ機き嫌げんを損ねなかったとしても、急なことだし、来られない可能性の方が高いだろう。


　改めて和哉が俯うつむきそうになったとたんに、どん、と肩かたをどつかれる。


「誰にでも失敗はある。落ち込むのは後にしろ」


　はっとして顔を上げると、堂園がにやっと笑ってこちらを見ていた。


「心配するな。なんとかしてやる」


　すると准一が、場を切り替かえるように、ぽん、と一つ手を叩たたいた。


「よし。じゃあ、すぐ持って行ってもらうものを準備するぞ」


「はい！」


　和哉は彼らの心こころ遣づかいをありがたく感じながら、なんとか自分を立て直した。











　招待客を迎むかえるように煌こう々こうと点つけられたライトと、それに照らされているランウェイは、ショウが始まる前にふさわしく、興奮を潜ひそませたような静けさを保っていた。


　白を基調としたステージの正面には、興味をそそるような両開きのドアが三カ所しよにわたって造られ、その中央から、輝かがやくようなゴールドのラインが引かれたランウェイが伸のびている。


　そのしつらえは艶つややかな中にもカジュアルな雰ふん囲い気きがあって、いかにも『novus』にふさわしかった。デザイナーズ・ホテルのアートスペースとはいえ、ステージも何も無い空間に一からつくったものであったが、とてもそうとは思えない出で来きだ。


　そしてその両側に何重にも並べられた椅い子すは、招待客によって次々と埋うまり始めている。


　まずはここでファッションショウを見てもらい、それが終わったタイミングで、料理や飲み物を揃そろえた隣となりのボールルームとの境目を開けて、パーティ会場とする予定なのだ。


　無事に会場の準備が整い、時間通りに招待客を迎え入れながら、和哉はちらちらとランウェイ近くの空席ばかりに気をとられていた。市来以外の最重要顧客が座るはずの場所だ。


　堂園が戻もどってきたのはやはりぎりぎりで、まともに言葉が交かわせる状況ではなかったし、たとえうまくいったと聞かされたとしても、同じくらい気になってしまっていただろう。


　そのとき、旗艦店のセールス・スタッフである磯山が、二人連れの女性をエスコートしてきたのが見えた。


　……もしかして……。


　和哉の視線に気がついたらしい磯山が、小さく微笑ほほえみ、さりげなく片目をつぶってみせる。


　食い入るように追いかけた視線の先で、彼女たちは例の席に次々と座った。


　よかった……!!　来て、くれたんだ……。


　まだたったの一組とはいえ、思わずじんとしていると、エスコートし終えた磯山が、こちらに向かって戻ってきた。


「磯山さん、今回は本当にすみませんでした……！」


　和哉が慌てて頭を下げると、磯山は小さく苦笑して、ぽんと肩を叩いてくれる。


「ま、誰にでもミスはあるよ、仕方がない。それに良く考えれば、顧こ客きやくフォローのいい機会でもあるからね。高嗣さんも挨あい拶さつに来てくれるといっていたし、塚本くんのことも紹しよう介かいしたい」


「あ、それはもちろん、お願いします！」


　偶ぐう然ぜんにも、発送の漏もれた最重要顧客のうち、市来を除いた六人全すべてを磯山が担当していたのだ。彼を気に入っていて頻ひん繁ぱんに店にも顔を出す客だということで、いかにも年間何億もの売り上げを誇ほこる磯山らしい話ではある。


　そこで普段はないことなのだが、急きゆう遽きよ、彼にお願いして会場へ来てもらい、特別に彼らをもてなしてもらうことにしたのだ。もちろん全員が来てしまったら一人では対応しきれないので、磯山のアシスタントも一緒にフォローすることになっている。


　そうしているうちにも、招待客はどんどん増えていった。


　顧客である芸能人やアーティスト、各界の著名人といったセレブリティはもちろん、外国のファッション雑誌の編集長やファッション・ジャーナリストといった人たちの姿も多い。


　やがて、ショウの始まりを期待させるような音楽が流れ始める。


　それはまだ、人々の会話を促うながすような程度の音量だったのだけれど、それをきっかけとして、徐じよ々じよに客たちの気持ちが盛り上がってくるのがわかる。


　その興奮を肌はだで感じながら、和哉は、例の最重要顧客の席が完全に埋まるのを見た。


　……よ、かった……でも…………。


　恐おそろしいことに、市来の姿だけが見えない。


　やはり多た忙ぼうな編集長という仕し事ごと柄がら、いきなり招待したところで来られるわけがないのか。


　それとも、機嫌を損そこねてしまったのか。


　ショウが始まる時間が近づくにつれ、和哉の背中には、嫌いやな汗あせが滲にじみ始めた。つい仕事の合間を縫ぬって、必要以上に市来が座るはずの席のあたりをうろうろしてしまう。


　彼の席は、当然ランウェイが良く見える場所にしつらえてある。来ないとわかれば別の人を座らせることも検討しなければいけないのだが、ぎりぎりまで、そんなことはしたくない。


　…………神様……頼たのみます……!!


　ミスが発覚して以来、何度も祈いのったように再び願をかけながら、和哉は准一の手招きに気づいて早足で歩み寄った。責任者である准一の携けい帯たいは、さっきから鳴りっ放しだ。和哉が傍そばに行く間にも、スタッフもしくは招待客の誰かと話をしている。


「……ああ、塚本。女優の木内ローザが来られなくなったと今連れん絡らくが入ったから、席に貼はった名札を剝はがして、まだ来ていない人のものに変えてくれ。なるべくなら芸能人がいいが、もうほとんど席も埋まってきていることだし、無理ならかまわない」


「はい」


　和哉が頷うなずいてみせると、准一はふっと瞳ひとみを緩ゆるめて、ぽんと肩を叩いてくれた。


「心配するな。市来さんの席は、ぎりぎりまで待ってやるから」


「……ありがとう、ございます…！」


　相変わらずの准一の優やさしさに思わずじんとなりつつ和哉が頷いたとたん、背後から穏おだやかな声が聞こえた。


「私の席が、どうかしたかな？」


「……市来さん！」


　准一と和哉が同時に声を上げると、市来はその反応に驚おどろいたようにほんのわずかに目を瞠みはり、次に小さく笑みを浮うかべる。


「塚本くんは先日のパーティで会ったが、准一とは久しぶりだな。元気だったか？」


「ええ、もちろん。それよりも市来さん。堂園からもお伝えしたとは思いますが、今回の不ふ手て際ぎわ、誠まことに申し訳ありませんでした。急なことにもかかわらずお越こしくださって、本当にありがとうございます」


　如じよ才さいない准一は、変に目立って場の雰囲気を壊こわさないようにさりげなく、しかしきっちりと頭を下げる。タイミングを計っていたものの乗り遅おくれた和哉は、慌あわてて同じように頭を下げた。


「すみません、でした……!!」


　すると市来は苦笑をもらして、肩を竦すくめる。


「正直なところ、スケジュールの調整にはかなり苦労したよ。だが、あのプライドの高い堂園高嗣にあそこまで筋を通して頭を下げられたら、来ないわけにはいかないからね」


　高嗣さん……そこまでやってくれたんだ……。


　もちろん具体的なことまではわからなかったけれど、ここまでの大人物の予定を変えさせてまで、足を運ばせるなんて相当なことだ。


　和哉は胸むな奥おくに熱い何かが染しみ入り、不安や緊きん張ちようがゆっくりと解きほぐされていくのを感じた。


　すると市来はいかにも知的で優しげな眼まな差ざしに、悪戯いたずらっぽい笑えみを交ぜ合わせて続ける。


「高嗣とはあいつがデビューしたときからの付き合いだが、あんなに真しん摯しに頭を下げる姿を見たのは初めてだったからね。あの傲ごう慢まんな男があそこまでするんだ、今回の新ブランドには相当な意気込みがあるんだろうと思って、むしろ楽しみにして来たよ」


「ありがとうございます。きっとご期待に沿えると思いますが……そろそろ始まる時間ですので、お席までご案内致します。じゃ、塚本」


「……はい！」


　和哉は震ふるえるような興奮を抑おさえながら、なんとか市来を席まで送り届けた。


　一礼して引き下がり、会場の隅すみまで戻ってきたところでたまらなくなる。


　………………よかった!!　やばい、嬉うれしすぎて泣きそうだ……。


　喜びと安あん堵どのあまり、その場に座り込みそうになったとき、ゆっくりと音楽が消えていくのに気付いた。ライトも次々と消えていく。


　ショウが、始まるのだ。


　会場が真っ暗になってしんとした瞬しゆん間かん、外国人歌手による、笑い出すような声こわ音ねのカウントダウンが大きく響ひびく。


　それと同時に大音量の音楽が沸わき起こり、ランウェイが浮かび上がるように照らし出された。


　からだの芯しんを摑つかまれ、つい踊おどらされてしまうようなリズムに乗って、楽しげな足取りをした日本人の男女が、中央の扉とびらから飛び出すように次々と姿を見せる。


　初めはいかにもビジネスシーンを思わせるような、しかし、非ひ凡ぼんな組み合わせのスーツだ。そしてそれらが様々なシーンを想像させる着こなしやアイテムに変わっていく。


　そんな中、対ついとなって現れる男女は、誰もが身に纏まとうものを印象づける素す晴ばらしいからだと技術を持っていた。しかし、観客の目を奪うばうのは、それだけではない。


『novus』のスーツや服に身を包んだことで、彼ら自身の個性が知らずに惹ひき出されてしまうような、そんな魅み力りよくを放っているのだ。


　ただ美しさや憧あこがれだけで圧あつ倒とうするのではない。


　それ以上の何かで人の心を摑んで惹きつけ、手を伸ばしたくて堪たまらなくさせる。


　それが、堂園高嗣のデザインなのだ。


　そこには確かに、類たぐい稀まれなる才能が感じられる。たとえ、誰がなんと言おうとも。


　……やっぱ、すごいよ……。


　できあがったものはもちろん、リハーサルまで見たはずなのに、目の前にそれらが現れるたび、胸が詰つまる。


　あの人には絶対、届かない気がする……。


　和哉はすっかり圧倒されてしまい、ステージの光を浴びながら、ただ立ち尽つくしていた。


　やがてショウは終しゆう盤ばんにさしかかり、一番華はなやかな装いをした男女がランウェイを戻もどって、姿を消した。


　すると次の瞬間、三つの扉の全てが開かれ、新しい時代を象しよう徴ちようするかのような白く眩まばゆい光とともに、全てのモデルが姿を見せた。


　彼らはよくあるファッションショウのフィナーレとは異なり、無造作に一群となって、ランウェイを歩いていく。


　その様子は、古い何かを席せつ巻けんしてしまうような力にあふれ、本物だけが持ちうる侵おかしがたい美しさに満たされていた。


　すると誰からともなく拍はく手しゆが起こり、まだショウが終わってもいないというのに、会場が割れんばかりの拍手で満ちる。


　そしてそれは、モデルたちが花道を作ると同時に、爆ばく発はつ的に大きくなった。


　観客は皆みな、感動や敬意を表すために躊ちゆう躇ちよなく立ち上がり、その人ひと影かげの向こうに、颯さつ爽そうと歩いてくる堂園の姿が見える。


　モデルたちと並んでもまったく見み劣おとりがしない、精せい悍かんで艶つやのあるその男は、初めモデルやスタッフたちをねぎらうように拍手をしたが、ランウェイの先せん端たんまでやってくると、観客に応こたえるように片手を上げた。


　すると彼を祝福するように、揺ゆれるような歓かん声せいが沸き起こって、一いつ斉せいにフラッシュが光る。


　そんな堂園の姿は、まさに威い風ふう堂どう々どう、すべてのものに愛されたような輝かがやきを放っていた。


　それに触しよく発はつされたように、堂園との記き憶おくが迸ほとばしるように蘇よみがえってくる。


　和哉のミスをフォローしてくれたときのことはもちろん、意地悪にからかわれながら必死で彼について回ったこと。一いつ緒しよに美術館に行ったときのこと。そして、孤こ独どくが少し和やわらぐと抱だきしめられたときのこと。


　それら全すべてが渾こん然ぜんとなって堂園の輝きと溶とけ合い、洗い流されていくように感じた。


　和哉は堂園の姿を見つめたまま、いつの間にか、苦笑している。


　……もう、いいや。


　どんなにひどい男でも、仕方がない。


　遊ばれたんだとしても、構わない。


　何をされても、俺は、この人の才能に惚ほれてる。


　自分の上に立つ人として、信しん頼らいしてる。


　もう、それでいい。


　今までのことは、ショウと一緒に、これで終わりだ。


　和哉は周囲に紛まぎれながら、手が痛くなるのも構わず拍手し続けていた。








　興奮覚めやらぬといった雰ふん囲い気きの中、再び周囲が明るくなって会話を誘さそうような音楽に戻る。


　そして場内に響くアナウンスとともにパーティションが開かれ、パーティが始まった。


　和哉は慌てて深呼吸して気分を切り替かえると、准一の姿を捜し始めた。プレス担当者としてどう動けばいいか、迷ったのだ。


　その瞬間、堂園の声に名前を呼ばれた気がした。


　反射的に、和哉は自分の耳を疑う。


　そんなこと、ありえないと思ったからだ。


　堂園はまさに今、彼の才能を認める多くの人に取り囲まれ、賞賛の言葉を惜おしみなく浴びせられているはずだ。そんなときに、和哉のことなど、思い出すはずがない。


　ましてや、名前を呼ぶだなんて。


　それでも一応振ふり向いたとたん、和哉はその場に縫ぬいつけられたように動けなくなった。


　堂園が、本当にこちらにやって来るのが見えたからだ。


　彼を取り巻こうとする人々を邪じや魔まだとばかりに無造作に退け、まっすぐに、和哉に向かってやってくる。


「…………和哉!!」


　そして低く唸うなるような声で再び名前を呼ばれると、痛いほど強く二の腕うでを摑まれた。


「え!?　っ、ちょっ……!!」


　和哉はもちろん慌あわてふためきながらも抗あらがったけれど、有う無むを言わさず、引き摺ずるように連れ出される。


　そのまま躊躇なくロビーを突つっ切ると、客室へ向かう無人のエレベーターに押し込まれた。


　そして扉が閉まったとたんに、抱きしめられて、くちづけられる。


「た……か、つぐ、さ……!?」


　和哉は心底驚おどろいて、逃のがれようとしたのだけれど、抗う度たびに角度を変えられ、ますます深くくちづけられてしまう。激しすぎるキスに、呼吸ができない。


　まるで貪むさぼるように唇くちびると舌を使って口中を愛され、全てを奪われてしまう。


「ふっ……んぅ……」


　あっと言う間に視界が霞かすみ、からだから力が抜ぬけ始めた。


　飲み込みきれない唾だ液えきが唇の端はしから滴したたっていくのがわかる。


　突とつ然ぜん、なんだよ……!?　こんなの、おかしいだろ!!


　理性ではわかっているが、抵てい抗こうできない。


　頭の芯まで痺しびれるように、そこから溶かされ、彼にしがみつきたくなってしまう。


「ふ……ぁ」


　もはや自分では立っていられなくなるほど蕩とろかされてしまい、和哉はくたりと堂園の腕の中にからだを預けた。すがるように彼のからだに腕を回す。


　するとようやくくちづけが弱まり、ご褒ほう美びだとでもいわんばかりに顔中にくちづけられた。額からこめかみ、目ま蓋ぶた、眦まなじり、目の下、頰ほお、唇の端はし。


　その甘やかすようなくちづけは、温あたたかくて気持ちが良すぎる。


　和哉はついそれに流されてしまい、堂園の胸の中で小さく息をついた。


　すると顎あごを摑まれ、口の端から滴ったままの唾液をべろりと舌で舐なめあげられる。


　そして獣けもののような熱っぽさで煽あおるような微笑ほほえみを浮うかべられ、瞳ひとみの奥を覗のぞき込まれた。


「ここまで必死に我が慢まんしたんだ、もういいだろうが。いい加減に、やらせろ」


「……な…んだよ、それ!!」


　その一言で我に返り、和哉は相変わらず傲ごう慢まんで、不ふ埒らちな男を突き飛ばそうとする。


　しかしそれごと抱きしめ直され、甘えるように鼻先を擦こすりつけられてしまった。


「なぜって決まってるだろう。お前が足りなくて、頭がおかしくなりそうだからだ」


「……っ!!」


　そのまま再びくちづけられてにやりと笑われ、和哉は思わず顔に血を上らせる。


「ふ…ざけんな!!」


「当たり前だ。これ以上ないくらい、真面目まじめに言ってる」


　だったら、今までのことは何だったんだ！


　噓うそばっかついてんじゃねーよ……!!


　和哉が真しん剣けんに腹を立てかけたとき、エレベーターが到とう着ちやくを知らせた。


「ほら、降りるぞ」


「やだっ……」


　抗いかけたとたん、エレベーターの内ない壁へきに背中を押しつけられてしまった。


　小さく笑った堂園が耳元に囁ささやきかけてくる。


「なんだ、こんなところでやりたいのか？　淫いん乱らんだな」


「はあ!?」


　耳を疑ったとたんに、そのままぞろりとくちづけられた。


「や…めっ……」


　慌てて引き剝はがそうとしたけれど、うまくあしらわれたうえ、なんとファスナーまで下ろされてしまう。


「せっかくのお誘いには、応えないとな」


「……!!」


　何考えてんだ……!!


　和哉は慌てて自分でファスナーを上げようとしたが、今度は両手首を摑つかまれてしまった。


　ちらりと視線を操作パネルの方に流される。それに釣つられて和哉もそちらを見ると、まだどこのボタンも光ってはいなかったけれど、扉とびらがゆっくりと閉まり始めたのが見えた。


「部屋に行かないのなら、このままここで始めるしかないが、それでいいんだな？」


　いいわけ、あるか!!


「っ……部屋に行けばいいんだろ!!」


　叫さけんだとたんに力を緩ゆるめた堂園を突き飛ばし、和哉は急いで服装を整えた。








「……って、部屋に行くとは言ったけど、あんたとやるとは言ってない!!」


　部屋のドアを閉めるやいなや、引き摺るようにキングサイズのダブルベッドに連れて行かれてそのまま無理やり押し倒たおされ、和哉は両手両りよう脚あしをじたばたとさせた。


　堂園が用意していた部屋はおそらくジュニア・スイートで、リビングルームと繫つながったタイプのようだったが、そんな周囲を見る暇ひまもない。


　しかし体格の差はいかんともしがたいようで、和哉はすぐに堂園に押さえ込まれてしまった。


　両手をシーツに縫いとめられるようにして、からかうように顔を覗き込まれる。


「お前のミスを最高の形でフォローしてやっただろうが。ご褒美だ、ご褒美」


「……そんなの、質たちの悪いセクハラじゃねーか！」


　和哉はわざと嚙かみつくように言い返したが、堂園はふっと笑えみを浮かべただけだった。


「何とでも言え」


　そして愛いとしくてたまらないとでもいうような眼まな差ざしで顔を寄せられ、まるでくちづける前の睦むつ言ごとのように囁かれる。


「お前が手に入るなら……誰に何を言われようとかまわん」


「っ……!!」


　気障きざだけれども甘すぎる言葉遊びに一いつ瞬しゆん引き摺られそうになってしまい、和哉は内心でくらくらとしながら、精せい一いつ杯ぱいの力を込めて睨にらみ返した。


「いつも俺が流されると思ったら大おお間ま違ちがいだぞ!!　そういうことは、黒須ロランに言えばいいだろ……!!」


　しかし動どう揺ようしていたせいか、つい口を滑すべらせてしまう。


　はっとして口をつぐんだけれど、頭上に見える堂園が、ゆっくりと目を眇すがめたのがわかった。


「ロラン……？　どういうことだ」


　しまったと思ったけれど、話すまで逃れられないような視線を送られ、渋しぶ々しぶ口を開く。


「……前に、あんたと黒須ロランが……社長室のソファで抱だき合ってるの、見た」


　すると堂園は、小さく苦笑をひらめかせる。


「ああ……あれか。あれはロランに押し倒されただけだ。何もやっていない。その証しよう拠こに、お前が来たときには、どこも乱れてなかっただろうが」


「お……押し倒されただけ、って……」


　あまりにもあっさりと片付けられて和哉が目を丸くすると、堂園は平然とさらに続ける。


「事実だから仕方がないだろう。ロランにはそういう意味も含ふくめて好かれているが、俺にはそのつもりはない。俺の服を一番良く表現してくれるモデルだから、付き合っているだけだ。あくまで、友人としてな」


「…………あんたの友人としての定義って、かなり怪あやしそうだけど……」


　和哉が思わずそう呟つぶやいてしまうと、堂園はふと何かに気がついたような表情をした。


　そして笑いを堪こらえるように、唇の端をあげる。


「ああ……だから、拗すねてたのか」


「は？」


「俺とロランのことを誤解して、あの後ずっと俺を避さけていたんだろう」


「なっ……違ちが」


　和哉はとっさに言い返したが、小さく笑われ、それを阻はばむようにくちづけられてしまう。


「……違わない。お前、俺のことが好きなんだろう？」


「す…きじゃない!!」


　せっかく妙みような迷いにケリつけたのに、変なこと言って振ふり回すなよ！


　しかもその言い方だと、むしろ俺の方が余計に好きみたいじゃないか!!


　なんだか意地のようになってしまって、和哉が堂園を睨みあげると、視線の先で、堂園はいつものあの、からかうような笑みを浮かべた。


「本当に色気の足りないガキだな……こういうときは、素す直なおに好きと言うもんだ」


「だから、すきじゃな……ンんっ」


　さらに言い募つのろうとしたとたんに、離はなされた片手に容よう赦しやなく顎を摑まれ、ぞろりと深くくちづけられてしまった。


　和哉の全すべてを奪うばうかのように熱い舌で口中を嬲なぶられ、舌を絡からめられて捏こねられる。


　そして扱しごくように裏側や上うわ顎あごを擦られ、そこから犯おかすように激しくくちづけられると、腰こしが何かに炙あぶられたように熱くなってしまうのがわかった。それと同時に鼓こ動どうが早まり、呼吸が蹂じゆう躙りんに呑のまれて追いつかなくなってしまう。


「……っ!!」


　苦しさのあまり、自由になった片手で堂園の背中を叩たたくと、ようやくずるりと離された。


　もはやどちらのものともわからなくなった唾だ液えきが、細い糸となって二人を繫ぐ。


「っ……は、ぁ……」


　息苦しさに涙なみだを滲にじませ、ようやくあたえられた呼吸に胸を喘あえがせていると、視線の先で、堂園が愛おしむように目を眇めたのが見えた。


「和哉……」


　柔やわらかく名前を呼ばれて、顔中にキスを落とされる。慈じ愛あいの雨のようなそのくちづけに、不本意なのに蕩とろかされそうで、和哉はそれから逃のがれるように顔を逸らせた。


　するとそのまま、顎あごの付け根や伸のびた首筋、襟えり元もとまでにくちづけを落とされてしまう。


「……っ」


　むずがるように逆側に顔を逸らせると、今度は耳にくちづけられた。


　耳たぶにキスされ、外側を舌先で舐なめるようになぞられて、甘く嚙まれる。


　思わずぴくんと震ふるえてしまうと、小さく笑われ、耳の中に吐と息いきを吹ふき込むように囁かれた。


「……わかっているのか？　この俺が、ここまでお前を欲しがっているんだぞ……お前に避けられていようが、他ほかの誰ともやってないんだ。限界なんだよ……早くよこせ」


　な…んだよ、それ……。


　ついぞくぞくとしてしまいながら、鎮しずまらない息のまま、和哉は視線を戻もどすようにして勝手なことばかり言う男を睨んだ。


　しかし堂園は、ますます熱をあげたような眼差しをして、にやりと笑う。


　そして和哉の上に改めて覆おおいかぶさると、両りよう肘ひじをつくようにして、瞳ひとみを覗のぞき込んでくる。


「俺のことを好きじゃないと言うのなら、これから好きにさせてやる。だから……」


　キスを誘さそうように唇くちびるを近づけられて、煽あおるように囁かれる。


「早く、お前を俺にくれ。今はどんな賞賛の言葉よりも、お前が欲しい」


「……っ」


　彼がすべてを懸かけてきたはずの何よりも自分が欲しいのだと甘くねだられ、和哉は思わず唇を嚙みしめた。熱っぽい彼の瞳に射通されるように、波は紋もんのような痺しびれを感じる。


　二人のからだに挟はさまれた空気がもったりと、ますます濃のう度どを増したのがわかった。


　堂園の瞳が甘く蕩けて、和哉の中に滴したたってくる。


　小さく笑ってねだるような彼の表情が、憎にくらしいほど可愛かわいらしく見える。腹立たしいほど大人で、傲ごう慢まんな男のはずなのに。


「ほら……キスをしてくれ。……和哉」


　──くそっ……!!


　和哉は何かを振り切るように心の中で悪態をついて、堂園の逞たくましいからだに腕うでを回した。


　彼の頭を引き寄せ、嚙みつくようなキスをしたとたんに、そのまま激しく愛されてしまう。


「っ……んぅっ……！」


　和哉は貪むさぼるようにもたらされる堂園のキスに必死に応こたえた。


　そのとたんに、焼きつくような鋭するどい熱がもたらされる。いつの間にかスーツとシャツの前を開かれ、胸の粒つぶを弄いじられたのだ。


「んぁっ……あぁっ……！」


　両手で同時にぐにぐにと嬲られ、頭の芯しんが焼かれそうなほどの刺し激げきに、和哉はからだを仰のけ反らせた。痺れるような熱がからだをはしり、自身がわずかに反応してしまったのがわかる。


「ぁっ……」


　やっ…俺、こ…んなとこ、でっ……！


　これまでのどのときより、敏びん感かんになっている気がした。男だというのに、胸の粒さえ膨ふくれあがるように大きくなって、堂園を卑ひ猥わいに誘っているのがわかる。


「っ……」


　くちづけられながらも、恥はずかしさのあまり、和哉が堂園のからだの下から腰をずらそうとすると、口の中で小さく笑われ、ぐりぐりとそこを擦こすりつけられた。


　スーツ地越ごしに自身で感じる堂園のものも、ひどく硬く張りつめているのがわかる。その感かん触しよくに、ますます煽られてしまう。


「っ…んぁ……」


　恥ずかしいけれども、もう、もどかしさを堪えきることができない。


　和哉は羞しゆう恥ちに泣き出しそうになりながら、堂園の背を摑つかむようにして、いやらしく腰を蠢うごめかしてしまった。するとくちづけを外され、嬲るように囁ささやかれる。


「なんだ、もうおねだりか？　いやらしい奴やつだ」


「……っ！」


　言葉だけで煽られてしまい、和哉がびくんと腰を揺ゆらすと、スーツ地の上からそこを撫なで上げられる。


「こんなに大きくして……どうして欲しい？」


「っ……ぁっ!!」


　和哉が思わず真っ赤になって堂園を睨むと、ぐりぐりとそこを愛された。


　痛いほどの刺激に、和哉は目の縁ふちに涙を滲ませてしまう。


「ぃぁっ……もっ……」


「もっと？　もっと痛くして欲しいのか？」


　くすくすと笑われ、和哉は堂園を睨にらみつけながらも、抵てい抗こうしきれず口を開いた。


「もっ……やさしくっ……」


「なるほど」


　するとようやく力が緩ゆるみ、頰ほおにくちづけを落とされる。


「じゃあ優やさしくしてやるから、自分で前を開け」


「は……？」


　熱に霞かすむような視界の中で、堂園がにやりと笑ったのが見えた。


「布越しだから、力の加減ができないんだ。ほら、早くしろ」


　……噓うそ、つけっ……!!


　和哉がぎりぎりと睨むと、堂園は小さく笑って、自分もジャケットを脱ぬぎ始めた。


「俺も脱ぐのに、できないのか？」


　それとこれとは、意味が違うっ……！


　苛いら立だち紛まぎれにからだを起こし、前を開く代わりに自分もジャケットを脱ごうとしたとたん、どん、と後ろに突つき倒たおされた。脱ぎかけたジャケットが腕に絡まり、自身を縛しばる。


「やっ……！」


「ベルトを自分で外せないほど、お子様なのか？　それとも脱がせて欲しいのか」


「違ちがっ……」


　もちろん和哉は抵抗しようとしたけれど、両りよう腕うでを拘こう束そくされているため足をばたつかせることぐらいしかできず、すぐにベルトを外されてしまった。そして容赦なく前を開かれてしまう。下着と一いつ緒しよに全てが取り去られたのがわかる。


「ああ……ここも子供のように可愛らしいから、仕方がないな」


「!!　そういうエロ過ぎること、言うなよっ……!!」


　まじまじとそこを見られながら卑猥すぎる言葉をかけられ、和哉は真っ赤になって怒おこった。


　しかし堂園はくすくすと笑うと、当然のように和哉の太ふと腿ももを掬すくい上げ、宥なだめるようにその付け根にくちづけを落とす。


「まあ、そう怒るな。今から俺が育ててやるから」


「や、いいって……!!」


　嫌いやな予感になんとかして起き上がろうとしたとたん、べろりとそこを含ふくまれてしまった。


「ぅあっ……やっ……!!」


　ねっとりと熱く濡ぬれたものに自身を舐められ、和哉はびくびくと腰を震わせる。


　絡みつかせるように愛され、呑み込まれるように扱かれると、全身が反り返ってしまう。


「あ…それ、だめだ…って……!!」


　こんなこと、歴代の彼女にだって、やってもらったことがない。


　逃がしきれないようなその熱に、和哉は内うち腿ももを強こわ張ばらせた。


　そうしたくないのに尻しりがもぞもぞと卑猥に動いて、シーツに皺しわをつくっていくのがわかる。腰こしがそれを迎むかえるかのように、揺れ始めてしまうのがわかる。


「っ…は…ぁ…やぁ……!!」


　ジャケットに腕を捕とらえられたまま、ネクタイを締しめたシャツの襟元だけがきっちりとして、下半身はすべて晒さらされている。


　そんな情けない格好のままで達きたくはないと、和哉は不規則に震え始めた腰からなんとか意識を逸そらそうとした。


　しかしそのとたんにぐりっと舌先で先せん端たんを開かれ、和哉は甘い悲鳴を上げながら、全身を跳はね上げてしまう。


「ぁっ、やっ…も……出るっ……でるから、は、はなっ……」


　びくびくと震えながら和哉が両腿を強張らせると、その根元を彼の指で絞しぼるようにして口を離はなされた。


　やはり熱を帯びた眼まな差ざしをした堂園が、煽るように甘く微笑ほほえんだのが見える。


「……お前が欲しいと言っただろうが。早く、飲ませろ」


「……!!」


　和哉がその恥ずかしさに視界を眩くらませたとたん、再びそれを銜くわえられてしまった。


　さらに激しく追い上げられて、和哉は恥ずかしさから逃にげ出すように身を仰け反らせる。


「ぁ、も……やっ…やだ、や……ああっ……!!」


　そのとたんに張りつめた袋ふくろを揉もみしだくように指先を埋うめられ、和哉は痛みに近い快感に、全身を引き攣つらせた。先端が焼けるように熱く、弾はじけそうになるのがわかる。


「や、だめだ…って、あっ、あ、ああああぁっ……!!」


　そのままぶるぶると腰を震ふるわせ、和哉は堂園の口の中に全すべてを吐はき出してしまった。


「ぁ……」


　……俺、出しちゃったよ……。


　激しすぎる快感と羞恥で涙なみだを滲にじませてしまいながら、和哉があまりのことに思わず固まっていると、ごくんという音とともに、喉のどの動きがダイレクトに自身に響ひびいた。


　……しかも、ほんとに、飲まれた……。


　信じられないような衝しよう撃げきに、和哉ががっくりとベッドに沈しずむと、ぬるりと後ろに堂園の指先が滑すべるのを感じた。次の瞬しゆん間かん、ぞくりとするような違い和わ感かんを覚える。


「え……？」


　驚おどろいてなんとかそちらを見やると、堂園の手が脚あしの間で蠢いているのが見えた。いつの間に、どこから取り出したのか、火ほ照てった肌はだに蕩とろけるようにジェルが垂らされていく。


「んぁっ……」


　痛くはないが、堂園の指が浅く何度も出し入れされるたびに、妙みような違和感に侵おかされていく。


「やめ……そ、れっ……ぁ…なにっ…？」


　為されていることがとっさに信じられなくて、和哉はなんとか逃げ出そうとした。縛いましめられた両腕を使って腰を捻ひねり、ずり上がろうとしたとたんに、寒気のような快感を覚える。


「んぁっ！　ンぁああんっ……!!」


「ああ……ここか」


「あっ、ひぁっ…やめっ、そこっ……ぁあっ!!」


　満足げに低く笑われ、感じる場所ばかりを執しつ拗ように指先で捏こねるように擦られてしまい、和哉はびくびくと内腿を震わせた。腰こし骨ぼねから背筋、頭の中まで焼きつくようなもどかしい痺しびれが広がり、ようやく戻もどり始めていた和哉の理性を再び深く狂くるわせていく。


「あぁっ、はぁっ、あ、ああんっ……!!」


　自身が完全に勃たちあがり、今にも弾けそうなほど猛たけっているのがわかる。けれど堂園は同じ場所を擦るだけで、肝かん心じんのそこには触さわってもくれない。


　自分で触ってしまいたくとも、縛められた両腕ではそれも叶わない。和哉は必死でこらえようとしていたけれど、じりじりと狂いそうな快感に、やがてぶっつりと理性を飛ばした。


「あっ…も、やだっ……ああっ!!」


　和哉はとうとう女の子のような泣き声をあげ、欲望に衝つき動かされるままに、もじもじと尻を振ふり始めた。汗あせに濡れて張りついたシーツが乱れ、びくびくとする足指に蹴けられて卑猥な皺を作っていく。


　すると堂園の微かすかな笑う気配とともに、耳たぶにぬるりと舌を這はわされた。


「なんだ……いやらしいねだり方だな……」


「ぁ……ん、んんっ……」


　ぐちゅりと耳の中に舌を挿いれられ、そのぬめって熱い感かん触しよくにびくびくと背筋が引き攣る。唾だ液えきに濡らされ気持ちが悪いはずのその感覚が、身み悶もだえるほどの快感に変わる。堪こらえがたいほどの熱が滴したたっていく。


「もっと開いてねだってみせろ……さらに気持ちがよくなるぞ……」


「んぁ、あっ、あぅ、うんっ……」


　もはや羞しゆう恥ちにさえ煽あおられてしまい、和哉は堂園の言葉に唆そそのかされるまま、ねだるように内腿を広げた。薄うすくなった皮ひ膚ふが引き攣り、自分がいかに発情して、はしたない格好をしているのかがわかる。


「あ…も……っ」


　なんとかしてくれ、と懇こん願がんするように堂園を見上げて仰のけ反ったとたん、一気に指を引き抜ぬかれた。


「ぁあっ……!!　え、あ、やぁっ……!!」


　突とつ然ぜんの不在に反応したのか、きゅうっと内側が窄すぼまっていくのがわかる。それに身悶えた次の瞬間、熱くて太いものにゆっくりと割り開かれていく。


「あっ……ああああんっ……!!」


　押し広げるようにそれを埋められ、張りつめた切っ先で感じる場所を擦こすられる。和哉は全身を跳ね上げるようにして引き攣らせた。


「ああっ、いや、あっ……!!」


　そのとたんに奥まで進まれ、全てを引き裂さかれて支配されてしまうようなその充じゆう溢いつ感に、怖こわくてたまらなくなる。


「……！　──!!」


　もはや声すらあげられなくて、和哉が全身を仰け反らせてそれに耐たえようとすると、宥めるようにくちづけられた。さすがの堂園の息も乱れていて、熱い。


　……この人も、感じてるんだ……。


　そう思ったとたん、苦しさや怖さが少し、和やわらぐような気がした。


　すると再びキスを落とされ、唇くちびるを使って愛されながら、ようやく上着を脱ぬがせてもらえた。


　堂園は自由になった手すら愛いとおしいというように、甲こうに何度もくちづけると、自分の首に縋すがりつかせる。導かれるまま、和哉がぎゅっと抱だきつくと、耳の奥に優やさしい声こわ音ねを吹ふき込まれる。


「いい子だ、和哉……もっと可愛かわいらしく喘あえげ。蕩けるほどに甘やかして、お前のすべてを満たしてやる」


「んあっ、ああっ…！」


　そう囁ささやかれながら前をいやらしく擦りあげられ、和哉はようやく与あたえられた刺し激げきに縋りついた。がちがちだったからだから無む駄だな力が抜け始め、じんじんとそこに熱が戻る。


　するとそれを待っていたかのように、逞たくましい腰がゆっくりと動き始めた。


「あっ、あぅっ……!!」


　すべてを引き摺ずり出されるような快感に和哉は呻うめき、びくびくと腰を震わせた。堂園の熱く昂たかぶったものが、縦じゆう横おう無む尽じんに和哉を貪むさぼっていく。


　視線の先に、発情した獣けもののような眼差しをした堂園の表情が見えた。


　逃にがさないとでも言うように逞しい腕うでの中に和哉を閉じ込め、少し余よ裕ゆうを失ったような表情をして、激しく熱い快感を突つき込んで来る。


　……た、かつぐさんが、俺で、感じてる……。


　いつもは憎にくらしいほど余裕たっぷりで、傲ごう慢まんな男のそういう表情は、悪くない。


　そう感じたとたんに、からだの奥を引き絞られるような快感を覚えた。


「んぁあっ……!!」


　和哉がからだをのけぞらせると、堂園が少し苦しそうな表情をして微笑む。


「っ……なんだ、もう良くなってきたのか？　お前、やはり俺のことが好きなんだろう」


　くすくすと笑われ、抱きしめるようにくちづけられて、埋められたものの角度が変わる。


　とたんに感じる箇か所しよが変わって、和哉は甘いような呻き声を漏もらした。


「ん……？　ほら、白状しろ」


「ぁ、やぁ、ちがっ、違ちがっ……!!」


　わけがわからなくなるほど擦られながら、和哉は完全に惰だ性せいだけで繰くり返す。


　すると堂園は少し苛いら立だったような眼差しをしたが、すぐにそれを楽しむような顔つきをした。


「……強ごう情じようだが、まあいいだろう。時間をかけて……ゆっくり俺に狂わせてやる」


「んあっ、ああっ、ぁああんっ……!!」


　容よう赦しやなくそのまま愛され、からだのすべてを巻き込むような彼のものに、何もかもを奪うばわれてしまう。完全に翻ほん弄ろうされてしまう。


　和哉は壊こわれたように声を漏らしながら、堂園に促うながされるまま、精を搾しぼられる羽目になった。








　結局、抜かないままでもう一度されてしまい、和哉はぐったりとベッドに沈み込んだ。


　荒あらい息の中、機き嫌げんが良さそうな堂園に抱きしめられて、顔中にキスを落とされる。


　もはやそれに応こたえるのもだるかったけれど、一応腕を伸のばしかけたとたんに、部屋のチャイムが激しく鳴った。


　びくっとすると、チャイムと一いつ緒しよに何度もドアが叩たたかれる。


「おい、高嗣!!　いつまでふざけたことをやってるつもりだ、出て来い!!　せっかく成功したショウを自分でぶち壊すつもりか!?　まだパーティでの挨あい拶さつが残ってるだろうが!!」


　こ、香坂さん!?


　つーか、俺ら、途と中ちゆうで抜けてきちゃったんじゃないか！


　しかも……ばれてる!?


　いつになく激げつ昂こうした様子の香坂の声や、職場を放ほう棄きしてしまったことに真っ青になりながら、和哉は、それでもしつこく抱き寄よせてこようとする堂園を押しのけた。


「ちょっ……聞こえたでしょう！　早く、支し度たくしてくださいよ!!」


　そしてとにかく自分も服を着なくてはと、和哉がベッドから降りようとすると、腕を伸ばされ、引き倒たおされてしまう。


「な…にすんですか!!」


　腹を立てる和哉の上に、覆おおいかぶさるように両手を突いた堂園は、憎らしいほど落おち着つき払っていた。和哉の瞳ひとみを覗のぞきこむようにして、いつものように、にやりと笑う。


「支度をしてもいいが、条件がある」


「は!?」


「今後、二度と俺を避さけるな。言われたことにはおとなしく従え。ああ、もちろん辞やめるなよ？　『novus』のプレス担当として、死ぬ気で働け」


「なっ……」


　理り不ふ尽じんすぎる状じよう況きように和哉が思わず言葉を失ってしまうと、堂園はにやっと笑って、顎あごを摑つかみあげてきた。


「はい、と言えよ。俺を好きだと認めろという条件は、恩情を持って外してやっただろうが」


「な……!!」


　和哉が頭に血を上らせたとたん、ますます激しくチャイムが鳴らされる。


「高嗣!!　いい加減にしろ!!　そこにいるのはわかってるんだぞ！　今から10数えるうちに出てこなければ、マスターキーで開けて入る!!」


　マジかよ!?


　ぎょっとした和哉の表情を眺ながめて、堂園はますます笑えみを深めた。


「さあ、どうする？　条件を呑のまなければ、雅人に全部見られるぞ」


「っ……!!」


　そうこうしているうちに、もう、カウントダウンは半分を切る。


「わかった、からっ……!!」


　和哉がぎゅっと目をつぶり、自棄やけになったように叫さけぶと、堂園は見たことがないほど満足げな表情を見せた。


「いい子だ」


「んなこと言ってないで、早くっ……!!」


　悲鳴のような和哉の声に、堂園は吹き出す。そして皺しわくちゃになったリネンを引き剝はがして腰こしに巻きつけながら、悠ゆう々ゆうとした足取りで入り口の方に向かっていった。


　すぐに堂園の半はん裸らは視界から消えたが、ドアを開ける音とともに、香坂の激げき怒どした声が響ひびく。


「お前、なあ!!」


「わかった、わかった。すぐに降りる。悪かった。説教はパーティの後、お前の気が済むまで受ける。それでいいだろ？」


「っ……早くしろ」


「十分で行くから場を繫つないでおいてくれ。頼たのむ」


「……本当に、十分だな」


「ああ、約束する」


「そのくそたわけた髪かみも何とかして来い。いいな!?」


「了りよう解かい」


　足音荒く香坂が行ってしまう気配とともに、堂園が戻もどってきた。


　腹立たしいほど平然として、和哉を見るとにやりと笑う。


「約束したことは、きちんと守れよ？」


「っ……わかったよ！　あんたも急げ！」


　苛立ち紛まぎれにそう言い返しながら、下着を穿はきおえた和哉は、シャツを手に取ろうとする。


　するとやはり支度を始めかけた堂園が、おかしそうに瞳を細めた。


「まさか、お前も戻るつもりなのか？」


「当たり前だろ!?　まだ仕事中じゃないか」


　和哉がむっとすると、堂園はますます笑みを深める。


「そんな皺くちゃのスーツで人前に出るつもりか？　プレス担当じゃなくたって無理だろうな。何があったか、すぐわかる」


「……!!」


　確かに、わりと早い段階で脱ぬがされたズボンはともかく、終わり近くまでそのままにされたシャツとジャケットはめちゃくちゃだ。


　堂園の方はそこでも余裕があったらしく、目立たない程度の乱れであるのが、またむかつく。


「あ…んたのせいだろうが！　なんとかしろよ!!」


　恥はずかしいのと悔くやしいのがごちゃまぜになって、和哉が堂園にそれをつきつけると、あっという間に身支度を整えつつある勝手な男は、ネクタイを結びながら小さく笑って肩かたを竦すくめた。


「悪いが、断る。いかにも今までやってましたとわかる、色っぽいお前の顔を誰にも見せたくないからな。香坂たちには適当に言い訳してやるから、ここで待ってろ」


「な…んだそれ!?　つーか、どう言い訳したって、ばれるだろうが!!」


　それだったらまだ、どこかでさぼっていたような顔をして戻り、怒おこられた方がましだ。


　和哉は頭から湯気を立ち上らせそうな勢いで受話器を摑むと、コンシェルジュ・デスクへの直通ボタンを探した。


「和哉？」


「うるさい！　すぐプレスしてもらって、会場に戻るからな！　あんたこそ早く行けよ！　これ以上、周りの人に迷めい惑わくをかけるな!!」


　自棄になって怒ど鳴なり返すと、ようやくダイヤルが見つかる。


　しかしそれを押したとたんに、堂園に後ろから抱だきすくめられた。


　もちろん文句を言おうとしたけれど、その瞬しゆん間かんにコンシェルジュと繫がってしまう。


「ぁっ……ええっと、ですね……！」


　しどろもどろで電話の向こうと話し始めると、小さく低い笑い声とともに、逆側の耳にくちづけられた。


「……そういうところが、たまらないな。これからも嫌いやというほど愛してやるから、覚かく悟ごしろよ？　絶対にお前の方から、泣くほど好きだと言わせてやる」


　……ぜっったいに、好きだなんて言わねーよ!!


　つーか、嫌きらいだ！　あんたなんか……!!


　耳を疑うようなセリフとともに、仕上げとばかりにぺろりと舐なめられ、和哉はさらに頭に血をのぼらせた。











　それから約一ヵ月後、和哉は准一と二人で、ひっきりなしにかかってくる電話に必死になって対応していた。


　そのほとんどが新ブランド『novus』に関する問い合わせである。一いつ般ぱん消費者からの、どこに行けば手に入るのか、商品がまだあるかどうかというものに始まり、マスコミからは、メディアへの商品の貸し出し依い頼らいや、堂園への取材依頼はもちろん、新ブランドの顔として、和哉にまで名指しで依頼が殺さつ到とうしているのだ。


　というのも、市来編集長が誌面で大々的に『novus』を取り上げてくれたからである。特集を組んでくれた上に、市来自身が直々に記事まで書いて絶賛してくれた。


　ちなみに例の『HIROSHI TAKAGAWA』の新ラインは完全に無視されていた。最後の頁のトピックス欄らんに、ちょっとしたニュースとして掲けい載さいされた程度だ。堂園の圧勝である。


　そのおかげもあって、『novus』の売れ行きは絶好調なのだ。現場で売るものがない、生産ラインが追いつかないと、社内では嬉うれしい悲鳴を上げっぱなしの状態になっている。


　……だから俺も手放しで喜んでいい、はずなんだけどな……。


　ようやく電話の応対を終えた和哉は、受話器を戻しながら一つため息をついた。


　すると自分の送話口を押さえた准一が、鳴り始めた電話を取らないように指示してくる。


「塚本、また高嗣さんから呼び出しがあった。行って来い」


「えっ、でも」


　和哉が電話を指差し戸と惑まどうと、准一は苦笑しながら肩を竦める。


「言い方は悪いが、お前を早く寄よ越こせと煩うるさくてかなわん。取材嫌ぎらいの高嗣さんの機き嫌げんを損そこねると後で面めん倒どうなことになりかねないし、行ったついでに追加取材の二件、アポ入れて来い」


「……わかりました」


　渋しぶ々しぶながらも手帳を持って立ち上がると、和哉は社長室へと急いだ。


　一声かけてドアを開けたとたん、デスクに座っていた堂園にじろりと睨にらまれる。


「この俺をここまで待たせるとは、いい度胸だな」


「……すみません。それで、御ご用ようは？」


　和哉が大人になってそう答えると、堂園はいつものからかうような笑みを浮うかべた。


「お前の顔が見たくなった」


「……今、現場が忙いそがしいのはご存じですよね？　俺の顔が見たいのなら、フロアの方の席で仕事をすればいいじゃないですか」


　顔が見たい云うん々ぬんはあえて受け流したうえ、百ひやつ歩ぽ譲ゆずってそう答えると、堂園はますますおかしそうに唇くちびるの端はしを上げた。


「だが、俺の言うことに従うと約束したのはお前だろう」


　……あんたは、悪あく魔まか。


　和哉は半ば呆あきれてため息をついた。現状を手放しで喜べないのはこのせいだ。その約束にしたって、しなければ香坂に全すべて知られるぞと脅おどされ、仕方なく頷うなずいたものである。しかし堂園はそれを盾たてに取り、こうして忙しい中でも気まぐれに和哉を呼び出しては、我わが儘ままを言うのだ。


「……とにかく、高嗣さんの用は済みましたよね。俺からも用があります」


「ようやく愛の告白か？」


「違ちがいます」


　即そく座ざに否定し、和哉が追加取材に関して説明を始めると、堂園は残念だとばかりに苦笑した。


「……という効果も見込めますので、二件とも予定に入れていいですね？」


「お前がキスしてくれるならな」


　理り不ふ尽じん過ぎる我が儘をさらりと告げられ、和哉が思わず絶句すると、堂園は、傲ごう慢まんではあるがほんのわずかに拗すねるような甘えるような笑えみを浮かべる。


「しないのなら、今までに入っている取材も全てキャンセルする」


「そっ…んな……だいたい、そんなの……義理でしてもらっても嬉しくないでしょう」


　苦し紛れに和哉がそう反論すると、堂園はしてやったりというように、にやりと笑った。


「ということは、プライベートでしてくれるんだな？　ならば今夜十九時には帰れるようにしておけ。食事に連れて行ってやる」


「な…んすか、それ!?」


　わけがわからない上に強ごう引いんに話をまとめられて、和哉がつい声を荒あららげると、堂園はますます気分が良さそうに瞳ひとみを眇すがめた。


「ここのところ忙しくて、そういう機会も作れなかったからな。二人きりの濃のう密みつな時間がなくては、せっかく芽生えた愛も深まらん」


「って、芽生えてなんかないし！　つーか、俺は行かないからな！」


　和哉が顔を真っ赤にしてつい素すを出してしまうと、堂園は何を言ってるんだというように、形のいい眉まゆを跳はね上げ、唇の端を曲げるように笑みを浮かべる。


「この俺が行くと言ってるんだ。行かないわけがないだろう」


　……ありえね───!!


　相変わらず傲慢な男に和哉は内心で絶ぜつ叫きようした。本当にむかつくことだが、この男がこういう表情をした場合、大たい抵ていのことは実現させてしまうのだ。


　だからってそんな……危ない状じよう況きよう、絶対に嫌だからな……!!


　つまるところ、その心の叫さけびは、堂園に対して揺ゆれている気持ちの裏返しだと思われなくもないのだが、和哉はそんな自分には気づかず、必死で逃にげる算段を考え始めた。







終わり





悪あく魔まな上じよう司しに愛あいされて





真しん上じよう寺じしえ
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